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「えっと……鳳おおとりさん、でよかったよね」

「はい、鳳です。鳳小こ春はるです」

　椅い子すに腰かけ、鈴の音のような声でそう名乗ったのは小柄な女子生徒だった。

　制服の上に羽織っているのはパーカー。

　天文部で顔を合わせた時に被かぶっていたフードは取り払われ、柔らかそうなおさげがふたつ、慎つつましい胸の前に垂らされている。

（すごく小さいけど、可愛かわいい子だよな……）

　高校生にしては幼い顔立ちだが、かなりの美人さんだ。

　小さくて、モフモフしていて、なんだかウサギみたいな女の子。

　そんな小春と慧けい輝きのふたりがいるのは学校近くのファストフード店。

　テーブルの上には彼女が頼んだフライドポテトとウーロン茶、それから慧輝のコーヒーが置かれている。

　小春との衝撃的な出会いから三十分ほど経たっており、外はもうすっかり暗かった。

「でも、どうしてお店なのですか？　話をするなら天文部の部室でもよかったのでは？」

「いや、あの部屋に滞在するのは俺の精神がもたないから……」

　天文部の部室は秋あき山やま翔しよう馬まの写真で埋め尽くされていた。

　壁はもちろんのこと、天井にまで。

　狂気を体現したようなその空間に長時間留とどまれるほど慧けい輝きの心は強くなかった。

　愛らしい見た目をしているが、彼女が友人のストーカーであることは疑いようもない。

「……はあ。なんで俺の周りには変態しかいないんだろ」

　憧あこがれの先輩はドＭだったし。

　可愛かわいい後輩はドＳだったし。

　仲のいい同級生は腐女子だった。

　そして鳳おおとり小こ春はるもまたストーカーという名の変態だった。

「鳳さんは違ったし。シンデレラは誰なんだろうな……」

「シンデレラ？」

「ああ、いや。なんでもないんだ。こっちの話」

　桐生きりゆう慧輝は〝パンツを落としたシンデレラ〟を探している。

　差出人の名前のないラブレターと、なぜかパンツを残していった謎なぞの女の子なのだが、翔馬のストーカーである小春は関係ないだろう。

　今日の放課後、同級生で友人の南なん条じよう真ま緒おが腐女子と判明したあと、帰宅しようとした慧輝の下げ駄た箱ばこに封筒が入れられていた。

　封筒に入っていたのは天文部にくるよう指示の書かれたメッセージカード。

　それと、流出されると非常にまずい一枚の写真。

　半ば脅しに近い形で天文部に召喚された慧輝は小春と出会い、彼女が翔馬のストーカーをしていることを知ったのだ。

「それで、鳳さんはどうして俺を呼び出したんだ？　要求がどうとか言ってたけど」

　慧輝の質問に、行儀よくポテトを食べていた彼女は手を止め、姿勢を正す。

　そして真剣な表情でこう切り出した。

「わたくしは秋山くんに片かた想おもいをしています」

「ああ、それはもう痛感してる」

「桐生くんには、恋のキューピッドになってほしいのです」

「キューピッド……鳳さんと翔馬の橋渡し役ってことか」

「桐生くんは秋山くんと仲がいいので適任だと判断しました。それにわたくし、幸運にも桐生くんの弱みを握ってしまったので」

　小春がテーブルの上にスマホを置く。

　飾り気のない電子機器の画面に映されたのは一枚の写真。

　下駄箱に入れてあった写真と同じもので、慧輝が朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきの胸元に手を突っ込んでいる瞬間を鮮明に捉とらえた逸品である。

　長い黒髪をポニーテールにした紗さ雪ゆきは胸元の大きく開いたメイド服姿で、両手が手錠で繫つながれ、おまけに首には犬用の首輪まで着けている。

　男子高生が巨乳のメイドさんにセクハラをかましている図にしか見えない。

「桐生きりゆうくんは意外と大胆なのですね」

「誤解！　……ていうか、こんな写真、どうやって撮ったんだ？」

「ロケットも届かない遥はるか遠くの星を観みるのが天文部です。教室棟から書道部の内部を撮影するのは簡単なことでした」

「普通に盗撮じゃん……」

「いくら恋人どうしでも、学校でこういうプレイをするのは控えたほうがいいと思います」

「誤解だってば。俺と紗雪先輩は恋人どうしじゃないし、セクハラしてたわけでもない」

「事の真相は問題ではないのです。真実がどうであれ、この写真を公開されたら桐生くんはとても困るはずです。──そうでしょう？」

「……写真を公開されたくなかったら、協力しろってことか」

　小こ春はるの要求は、慧けい輝きが彼女と翔しよう馬まを結びつける『恋のキューピッド』になること。

　ストーカー娘に友人を売るということで、それは友とも達だちとしてどうなんだって話だが、断ったら人生終了レベルの写真が一般公開されてしまう。

　それだけは阻止しなければならない。

「詳しい話を聞かせてもらおうか」

　こうして慧輝は小さな悪魔に友人を売り渡したのだった。

「ただし、協力するとはいっても、法に触れるようなことはしないからな」

「もちろんです。当たり前ではないですか」

「盗撮とかしてる人に言われても……」

「とりあえず、先立って必要なのは情報の共有です。協力者の桐生くんには、わたくしの事情を知ってもらわなくてはなりません」

「じゃあ質問。そもそも、翔馬を好きになったきっかけはなんだったんだ？」

「きっかけはですね──帽ぼう子しなのです」

　それは去年の今頃、ちょうど制服の衣替えの時期だったという。

　その日は天気のいい休日で、小春は散歩に繰り出していた。

　何気なく街を歩いていた時、被かぶっていた帽子を風に飛ばされてしまったのだ。

　彼女の手が届かない、高い樹きの枝に引っかかってしまった帽子を、偶然通りかかった翔馬が取ってくれたのだという。

　なんともベタなエピソードだが、慧輝好みの微笑ほほえましい話だった。

「なるほどね。それで好きになってしまったと」

「ずっと話しかけたかったのですが、その、勇気が出せなくて……」

「まあ、学年が違うとハードルが上がるよな」

「秋あき山やまくんはわたくしにとって夜空の星のような存在です。遠くから見つめるしかなくて、写真を撮るくらいしかできなくて……」

「それで天文部があんなことになったのか」

　天文部にあった数えきれないほどの翔しよう馬まの写真。

　被写体に悟られることなく、あれだけの写真を撮影するのに、どれほどの時間と労力が必要なのか想像もつかない。

　一年も翔馬を想おもい続つづけている彼女の気持ちは素直に応援したいと思った。

「けど実際、俺の助けなんかなくても鳳おおとりさんだったらいい線いくと思うけどな」

「どうしてですか？」

「だって鳳さん、翔馬のストライクゾーンにバッチリ入ってるもん。あいつロリコンだし」

　そう、鳳小こ春はるが想いを寄せる秋山翔馬はロリコンである。

　小柄で童顔な美少女である小春は彼の大好物だと思う。

　そんな小春が本気でアタックしたらすんなり陥落しそうなものだが──

「秋山くんがそういう趣味を持っているのは知っています。でも、むしろそこがいちばんの問題なのです……」

「え、どうして？」

「だって──わたくしは三年生ですから」

「……うん？」

　なんだろう。

　今、彼女が何か、信じられないことを言ったような気がする。

「あの……鳳さん？　今、なんて言った？」

「ですから、わたくしは三年生なのです。桐生きりゆうくんより年上なのですよ？」

「なん……だと？」

　衝撃的な告白に、思わず小春の顔をまじまじと見つめてしまう。

　控えめに見積もっても小学生レベルの身長。

　どこかの金髪少女と同じくらい小振りな胸部。

　制服を着ていなければ中学生にすら見えないが──思い返してみると、小春は出会った時からずっと慧けい輝きのことを『桐生くん』と呼んでいた。

　普通、一年生の後輩が二年生の先輩をそんなふうに呼んだりしない。

「鳳さん、ちょっと立ってもらっていい？」

「いいですけど」

　慧輝の通う私立桃もも沢さわ高校は女子の制服が特殊で、冬服のスカートの色が学年ごとに異なる。

　立ち上がった小こ春はるのスカートは三年生であることを示す青色だった。

　自分がＢＬ本のモデルになっていた件とか、翔しよう馬まの盗撮写真コレクションとか、いろんなことがありすぎて、小春のスカートの色にまで意識が向いていなかった。

「スカートが青……ってことは、ほんとに先輩なのか？」

「そうなのですよ？　ほらほら」

　小さな両手を使ってスカートをひらひらさせる小春。

「そんなにひらひらさせたらパンツが見えちゃうけども……」

「あ……ご、ごめんなさい。はしたなかったのです……」

　さっと頰ほおを赤くして椅い子すに座り直す小春。

　その愛らしい、ちんまりとした姿を眺めながら慧けい輝きは「ううむ」と唸うなる。

「どうしよう。まさか鳳おおとりさんが鳳先輩だとは思わなかった……」

　繰り返すが、秋あき山やま翔馬はロリコンである。

　恋人にするなら小学生がいいとか本気で思っている変態紳士である。

　そんなロリコン男子と上級生の女子をくっつける？

　正直、難易度が高すぎて無理ゲーにしか思えない。

「すみません、鳳先輩。やっぱり無理そう──」

[image: ]

「え、なんですか？」

　言葉を遮さえぎるように小こ春はるが素敵な笑顔でスマホをかざす。

　画面に映っているのはメイドさんの巨乳にイタズラをする慧けい輝きの写真。

　己に拒きよ否ひ権けんがないことを改めて悟った瞬間だった。

「この桐生きりゆう慧輝。誠心誠意、全力で恋のキューピッドをやらせていただきます！」

　とはいえ、この任務が厳しいものである事実は変わらない。

　相手は高度に訓練されたロリコン。

　上級生の小春では正攻法で挑んでも勝ち目はないだろう。

「……そういえば、来週はもう六月か……衣替えだな……ふむ……」

　絶望的とも思えた戦況に差した一筋の光。

　新米キューピッドの脳裏にとあるアイデアが浮かぶ。

　それは正々堂々と戦いを挑むものではなく、騙だまし討うちに近い卑ひ怯きような作戦だったが、他にロリコンを攻略できる妙案は思いつかない。

　ここは心を鬼にして、戦略的な〝奇策〟で攻める必要がありそうだ。
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　週明け。月曜日の放課後。

　慧けい輝きは学校の中庭に翔しよう馬まを呼び出した。

　二年Ｂ組のクラスメートにしてテニス部のエース。

　白のワイシャツがよく似合う無駄に爽さわやかなイケメンの正体は、小さい女の子をこよなく愛するロリコンである。

「こんなところに呼び出してどうしたんだい？　もしかして禁断の告白かな？」

「違う。なぜそうなる」

「だよねえ。慧輝は巨乳好きのシスコンだから男に興味なんてないよね」

「その通りだ。だから一部の腐女子が喜びそうな発言はやめてくれ」

　特に真ま緒おに聞かれたら大変だ。

　南なん条じよう真緒が、慧輝と翔馬をモデルにＢＬ漫画を描いていた事件は記憶に新しい。

　あの腐敗した漫画家にこの現場を目撃されたら、またＢＬ本のネタにされてしまう。

「実は、翔馬に紹介したい人がいるんだ」

「紹介？」

「ああ。──ほら、鳳おおとりさん」

「は、はいっ」

　慧けい輝きの後ろから、ひとりの少女がおずおずと前に出る。

　冬服から夏服に衣替えとなり、青ではなく桃色のスカートを着用した女子生徒。

　季節外れのパーカーを着て、ファスナーまで完かん璧ぺきに閉じた姿がほんのりと不審だが、彼女の全身から発せられる愛らしさがそれを打ち消している。

　鳳小こ春はるが緊張した面持ちで「こ、こんにちは」と挨あい拶さつをした。

「…………慧輝」

「なんだ？」

「この子はお持ち帰りＯＫなのかな？」

「とりあえず落ち着け」

　小さな天使の登場に、さっそくロリコン属性を発揮する残念なイケメン。

　しかし予想通りの好感触だ。翔しよう馬まの視線は小春に釘くぎ付づけだった。

「あ、あの……わたくしは鳳小春といいます」

「鳳さんだね。僕は秋あき山やま翔馬」

「秋山……先輩」

「君のような女の子に先輩と言われるために生まれてきました！」

「え？」

「おっと失礼。僕としたことが、興奮して取り乱してしまったよ」

　翔馬が興奮するのも無理はない。

　鳳小春は、見た目は完全無欠のロリ美少女。

　その容姿を生かした作戦こそが慧輝の立案した秋山翔馬の攻略法──

　その名も『小春ちゃんは一年生だよ☆大作戦』である。

　鑑賞用に合法ロリの写真集を買う男ではあるが「合法ロリは恋愛対象にはならない」というのが翔馬の談。恋愛対象は年下オンリーが彼の哲学である。

　事実、翔馬は女の子達の告白を「僕はロリコンだから」という衝撃の理由で断ってきた歴れき史しを持つ。

　なので、小春には一年生の後輩として翔馬に接してもらうことにした。

　まずは彼女に興味を持ってもらい、仲良くなったところで年齢を明かす作戦である。

　小春を翔馬に紹介する日を週明けに設定したのもそのためで、制服が冬服から夏服に切り替わるタイミングを狙ねらったのだ。

　重要なのは、夏服になると女子のスカートが桃色で統一されること。

　学年ごとにスカートが色分けされた冬服では小春が上級生だとバレてしまい、ロリコンの翔馬は彼女から興味を失ってしまっただろう。

　そういう意味でスカートの色が統一される夏服は都合がいい。

　かわりに今度はリボンが色分けされるが、それくらいならパーカーのファスナーを閉じることで誤ご魔ま化かせる。

　三年生の証あかしである青色のリボンを隠した小こ春はるに「秋あき山やま先輩」と呼ばせたら完かん璧ぺきだ。

　小さくて童顔で、発展途上の胸部が背徳的な、ロリコン好みの下級生の完成である。

「ところで、小春ちゃんはどうしてパーカーを着てるの？　暑くないのかい？」

「わたくしは肌が弱いので。パーカーは日焼け対策なのです」

「へえ、そうなんだ」

　ファスナーを閉じているのは学年を隠すためだが、日焼け対策でパーカーを着ているのは本当らしい。

　日焼け対策の上着が、今はリボンを隠すための防具の役割も果たしている。

　自分のパーカーがこんな形で役立つとは小春も思っていなかっただろう。

「鳳おおとりさんとは図書室で知り合ったんだ。テニスの試合観かん戦せんが趣味らしくてさ。翔しよう馬まの話をしたら、ぜひとも会ってみたいって」

「え、本当？　じゃあ、この間の西にし森もり選手とフェデリーの試合中継も観みてたりする？」

「は、はいっ、観たっ、観てましたですっ」

　翔馬に尋たずねられ、小春はまだ緊張を残しながら答える。

　口調がおかしくなっているのはご愛あい敬きようだ。

「えと、とても素晴らしい試合でした。どちらも一歩も引かない試合展開で興奮しました」

「お互たがいにエース級のショット連発ですごく熱かったよね」

「西森さんを応援していたのですが、後半はフェデリーの速い攻めを攻略できなくて」

「そうそう。フルセットまでいったのに、アレは惜しかったよねえ。西森選手もぜんぜん調子が悪いわけじゃなかったのに、相手のサーブが良すぎたね」

「ですですっ。さすがは元世界ランク一位の選手。怪け我がから復帰したばかりの試合であの動きは反則なのですっ」

　そんな感じで、テニス談義で盛り上がるふたり。

　小春は翔馬がテニス部だったのでテレビで試合中継を観るようになったという。

　ルールなどを勉強するうちに本当にテニス観戦が趣味になってしまったらしい。

　テニスに詳しくない慧けい輝きは完全に置き去りだ。

「……おっと。僕、そろそろ部活にいかないと」

「あの、秋山先輩？　またテニスの話とかしたいので、よかったら、その……あ、アドレス交換しませんかっ？」

「もちろんだよ。むしろ、僕のほうからお願いしたいね」

　なんとも初々しい様子の小春と、いつも以上に爽さわやかな笑顔で快諾する翔馬。

　小こ春はるが実は上級生という真実を知る慧けい輝きは、ふたりがアドレス交換をする光景を曖あい昧まいな笑顔で見守る。

（翔しよう馬まの奴やつ、嬉うれしそうな顔しちゃって……その人、実は年上なんだけどなぁ……）

　小さい女の子に慕われて幸せそうなロリコンを見ているとチクリと胸が痛む。

　危険な写真で脅されているとはいえ、自分のしていることはある意味裏切りだ。

　我が身かわいさに友人を騙だましていることを心の中で謝っておく。

　写真といえば──小春が翔馬の写真を集めていたことを慧輝は思い出す。

「なあ、ふたりとも。新しい出会いの記念に写真を撮らないか？」

「お、それはいいね」

　慧輝の提案に翔馬が賛同する。

「だってさ。ほら、鳳おおとりさん。翔馬の横に並んで」

「は、はいっ」

　学校の中庭で、長身のイケメンと、小柄なパーカー少女が並んで立つ。

　爽さわやかな笑顔の翔馬と、やっぱりまだ緊張した表情の小春。

　カメラマンとなった慧輝は、ふたりの姿をスマホの画面に閉じ込めた。

「綺き麗れいに撮れたかい？」

「ああ、バッチリだ。なんかこう……身長差がすごいけど」

　高校の先輩後輩というより、兄妹を撮った家族写真にしか見えないが、こればかりはどうしようもない。

　写真をそれぞれのスマホに送信して、部活に向かう翔馬を見送った。

　翔馬の姿が見えなくなっても、小春はずっと彼が消えたほうを見つめていた。

「秋あき山やまくんと話せるなんて……夢のような時間でした」

「それはよかった」

「わたくし、もうこの世に思い残すことはないかもしれません」

「いやいやいや。まだアドレス交換しただけじゃないですか」

「それだけじゃないのです。こんなに素敵な写真まで撮っていただきました」

　小春が手にしたスマホには、撮影したばかりの写真が映し出されている。

「あ、そっか……ふたりで撮ったのは初めてなのか」

　小春は数えきれないほど翔馬の写真を持っている。

　けれど、彼女が彼と一緒に写っている写真はこの一枚だけなのだ。

「ありがとう、桐生きりゆうくん。この写真、宝物にします」

　写真を胸に抱き、彼女は幸せそうに微笑ほほえんだ。

　それはロリコンでなくても恋に落ちそうになるくらい、魅力的な笑顔だった。





　　　　　　◇






　皆さんこんにちは。パンツを落としたシンデレラを探す王子こと桐生きりゆう慧けい輝きです。

　突然ですが、皆さんはバニーガールをご存じでしょうか？

　その名の通り、ウサギの特徴を盛り込んだ衣装を身にまとった女の子のことです。

　セクシーな黒タイツとか、大胆に開かれた胸元の谷間とか、うさ耳とか、まぁるい尻尾しつぽとか、とにかくワクワクする要素が盛りだくさん。

　男の子として一生に一度は生のバニーガールさんを拝見したいと思っておりましたが、平凡な日常にそんな出会いがあるわけもなく、夢は夢のまま消えゆく運命なのだと諦あきらめかけておりました。

　けれどその日、俺はついに出会ってしまったのです。

　金色の髪をした、とっても可愛かわいいバニーガールさんに。




「……っていうか、え？　なに？　なんなの、この状況？」




　とある平日の放課後。慧輝が書道部のドアを開けると、バニーガールが立っていた。

　少しクセのある金色の髪。

　小柄な体を黒い衣装に包み、お尻しりには丸い尻尾を、頭にうさ耳を乗せた美少女。

　大胆に開かれた胸元がややボリュームに欠けるものの、逆に背徳感があって素晴らしく、むしろ彼女にしか醸かもし出だせない蠱こ惑わく的てきなアクセントになっている。

　慣れない衣装にもじもじする仕草とか、恥ずかしそうに赤く染めた頰ほおの破壊力といったらもう戦略兵器クラス。

　こんなに可愛いバニーガールは世界中を探したっていやしない（断言）。

　その可愛さに一瞬、意識を失っていた慧輝が口にしたのが「なんなの、この状況？」である。

　当然の疑問に、バニーガールちゃんこと古こ賀が唯ゆい花かが答える。

「これには深い事情があって、唯花は一日だけバニーガールをしなきゃいけないんです」

「正直よくわからないけど……とりあえずアレだな。俺のやるべきことはひとつだな」

「慧輝先輩？　なんでスマホを取り出すんですか？」

「いや、せっかくだから記念にと思って」

「なんの記念ですか!?」

「はい、チーズ」

　有無を言わさずシャッターを切る。

　その日、慧輝は人生で初めて生のバニーガールの撮影に成功した。

　カメラを向けられ、恥ずかしがる唯ゆい花かの姿は永久保存版の一枚である。

「よし、ファイル名は『後輩がバニーガールになった日』にしよう」

「やめてください。意味がわからないです」

「それで、どうして唯花ちゃんがバニーガールになってるんだ？」

「──その子、書道部に入部したいって言ってきたのよ」

　慧けい輝きの疑問に答えたのは唯花ではなく、彼女の後ろから姿を見せた黒髪の少女だった。

　腰まで届く長い髪と、たわわに実った大きな胸が印象的な女子生徒は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　慧輝が所属する書道部の部長を務める三年生だ。

「書道部に入部って……なんでまた？」

「だって不公平じゃないですか。委員会が同じだけの唯花と違って、同じ部活の魔女先輩はいつも慧輝先輩と一緒にいられるんですよ？　唯花だって、もっと慧輝先輩と一緒にいたいんですっ」

「え？　唯花ちゃん、それって──」

　唯花の健けな気げな台詞せりふにどくんと胸が高鳴る。

　後輩の拗すねたような表情に、純情な慧輝は淡い期待を抱いだいてしまう。

「唯花には、慧輝先輩を奴ど隷れいに調教する時間が足りないんです！」

「……うん。なんかわかってた。甘い期待とかすぐに打ち砕かれるんだろうなって」

　王道のラブコメなら、ヒロインに『もっと一緒にいたい』と言われた時点で頑丈なフラグが立っているはずなのだが、慧輝の現実はそんなに甘くない。

　天使のように愛らしい見た目の唯花だが、中身は完全に小悪魔で、慧輝を自分の奴隷にしたがっているＳ属性の持ち主である。

　それに対して紗雪は慧輝の飼い犬になりたがっているＭ属性だ。

　そんなふたりは慧輝をめぐって対立している。

　なにしろ目的の男子はこの世にひとりだけ。

　ひとつのケーキを取り合う姉し妹まいのように、彼女達は日々いがみ合っているのである。

「とにかく唯花は納得がいかなかったんです。同じ部活の魔女先輩のほうがいろいろ有利じゃないですか」

「でも現実って常に理不尽なものだし、完全に公平な世界なんてないと思うのだけど」

「唯花もここの生徒なんですから、部活に入る権利はあるはずですっ」

「そうなのよね。古こ賀がさんとは慧輝君を取り合う間柄だし、気に入らないというのが本音だけど、入部を拒きよ否ひする権利は私にはないわ。すごく気に入らないけど」

「この人、気に入らないって二回言ったぞ……」

「唯花だって魔女先輩のこと、大嫌いです」

　むう、と頰ほおを膨らませるバニーガールな後輩。

　怒った顔まで可愛かわいいとか、これだから美少女は困る。

「そういうわけで古こ賀がさんの入部を認めないわけにはいかないのだけど、タダで入れるのも面白くないから、今日一日バニーガールをしてもらうことにしたのよ」

「うん。そこでバニーガールの意味がわからないけど、悪くない趣味だと思う」

「慧けい輝き君ならわかってくれると思ったわ。古賀さん、中身はともかく見た目は可愛いから、絶対に似合うと思ったのよね」

「中身が痴ち女じよの魔女先輩に言われたくないんですけど……」

「私も着てみたかったのだけど、サイズがなくて残念だわ」

「とか言いながら胸を揺らすのは唯ゆい花かに対する宣戦布告ですか、魔女先輩？」

「うふふ、胸が小さいと心まで狭くなるのかしら。この程度の挑発で怒るなんて、古賀さんは胸だけじゃなくて中身までお子様なのね」

「あは。胸が大きいと態度も大きくなるみたいですね？　性格の悪い女は嫌われますよ？」

　部室の真ん中でバチバチと火花を散らすふたり。

　巨乳と貧乳という相あい容いれない二大勢力によるおっぱい戦争勃ぼつ発ぱつである。

（でも、紗さ雪ゆき先輩のバニーガールも見てみたかったな……）

　見られなかったのは残念だが、紗雪がバニーガールになったりしたらＲ指定に引っかかりそうだし、刺激が強すぎて慧輝の鼻から赤い液体が噴出するのは必至。

　貧血にならずに済んだので、むしろ助かったのかもしれない。

「ほら、バニーガールさん。お茶を淹いれてもらえるかしら」

「魔女先輩のくせに偉そうに……」

「あら、書道部に入れなくてもいいのかしら」

「くっ……かしこまりましたっ」

　悔しそうな顔をした唯花が電気ポットのほうへ向かう。

　ちなみに書道部の部室には紗雪の趣味で緑茶が常備されている。

　さて──ここで慧輝は、部屋に入ってからずっと気になっていたことを、ずっと気になっていた人物に尋たずねてみることにした。

「それで？　南なん条じようはなんでここにいるんだ？」

　椅い子すに座り、文庫本を読んでいた南条真ま緒おが「んー？」と顔を上げる。

　薄い化粧が大人びた印象を抱いだかせる美人。

　赤茶色の髪をサイドテールにしたクラスメートは面倒くさそうに口を開く。

「なんでって、あたしも書道部に入部したからだけど」

「なん……だと？」

「そういうわけなんで、今後は同じ部活の仲間としてよろしく～」

「いや、よろしくってお前……」

　言いたいことだけ言うと、彼女はさっさと視線を文庫本へ戻してしまった。

　自由気ままな性格は部活に入っても変わらないらしい。

「最近なんか大人しいと思ってたら、いきなり大胆な行動に出てきたな。……あれ？　そういえば先輩、南なん条じようはバニーガールにならなくていいんですか？」

「南条さんはいいのよ。もう対価は貰もらってるから」

「対価？」

「コレよ」

「そ、それは──っ!?」

　紗さ雪ゆきがどこからともなく取り出したのは一冊の薄い本。

　慧けい輝きにそっくりすぎる男子が、翔しよう馬まにしか見えないイケメンに壁ドンされている瞬間を描いた表紙。見覚えがありすぎて困るその本は、慧輝と翔馬をモデルにして描かれたＢＬ漫画『ショートとケーキの濃厚生クリーム対決』だった。

　女子高生ＢＬ作家である真ま緒おが制作していた恐るべき書物。

　慧輝が小こ春はるの恋をプロデュースしている間に完成していたらしい。

「な、なぜそれを紗雪先輩が？」

「実は私、南条さんこと南みなみマオ先生のファンなのよね」

「こんなところに愛読者が!?」

　そして真緒のペンネームは『南マオ』というらしい。

　慧輝がモデルのキャラを『ケーキ』と名付けたり、名前関係はかなりテキトーだ。

「で、それを受け取るかわりに入部を許きよ可かしたんですか？」

「失礼ね。これはちゃんとイベントまで足を運んで手に入れたのよ」

「？　じゃあ、南条から貰った対価ってなんですか？」

「ＢＬ本の新作ができたら優先的にまわしてもらえるようになったのよ」

「うわぁ、なんか二重の意味で腐った裏取引が成立してる……」

「ちなみに『ショートケーキシリーズ』は全て所有しているわ」

「えええ……」

「今回の新刊も本当に素晴らしかったわ。翔しよう斗とにめちゃくちゃにされるケーキの表情とか、濃厚な生クリームのごとき白濁液で染まったラストカットに大興奮よ」

「俺的には大幅にテンションダウンなんだけど……」

　自分がモデルのＢＬ本を知人に読まれていた悲劇。残ざん酷こくな真実によって精神が摩耗した慧輝が思ったのは「優しさに包まれたい」というささやかな願いだった。

　と、テーブルに人数分のお茶を置いた唯ゆい花かが興味深そうに寄ってきた。

「それ、真緒先輩が描いたんですか？　どんな本なんです？」

　彼女は図書委員であり本の虫を自称するほどの読書家だ。

　未知の本の内容が気になるのだろうが、いかんせん、この本は普通の本ではない。

「唯ゆい花かちゃんはダメ！　子どもが見るものじゃありません！」

「唯花はこれでも高校生なんですけど」

「興味があるならあげるわ。入部祝いってことで」

「え？　でも、いいんですか？　大切な本なんじゃ？」

「かまわないわ。保存用と観賞用にあと二冊うちにあるから」

「はあ、じゃあ遠慮なく。ありがとうございます」

　急に優しくなった紗さ雪ゆきの態度に戸惑いつつも、素直に本を受け取るバニーガール。

　禁書が後輩の手に渡る光景を、全てを諦あきらめたような表情で見つめる慧けい輝き。

　唯花は受け取った薄い本をその場で開き。

　そして、その青い瞳を驚きで揺らした。

「こ、これは……っ!?」

　真ま緒おの本は一ページ目から既にクライマックスだった。

　舞台はエロスな雰囲気が漂うラブホテルの一室。

　ベッドの上で「途中で逃げるなんて、イケナイ子だね」なんてセリフを語りかけながら体を寄せてくる翔しよう斗と（全裸）に対し「もうやめてくれっ。これ以上されたらおかしくなる……っ」と、必死に懇願するケーキ（全裸）。

　しかし、その抵抗もむなしく、意外と鬼畜なイケメン翔斗が無理やりケーキの尻しり穴あなを開発してアブノーマルな快感を刻み込んでいく。

「け、慧輝先輩が大変なことに……っ」

「俺じゃないけどね。俺に似てるだけの赤の他人だからね」

「こ、こんなの……不潔！　不潔ですっ」

「とか言いつつ、視線はしっかりとページに注がれているわね。古こ賀がさんって、意外とむっつりさんなのかしら」

「だ、だってだってぇ……っ」

　顔を真っ赤にして、目をうるうるとさせる金髪少女。

　恥ずかしいけど興味はあるといったところだろうか。

　初めての体験に初々しい反応を示す下級生に、紗雪は優しく微笑ほほえみかける。

「恥ずかしがらなくていいのよ。女の子は誰だってこの世界に惹ひかれるものだから」

「朱と鷺き原はら先輩……」

　少しだけ仲良くなった雰囲気のふたり。

　それを見守っていた真緒が満足そうに頷うなずいた。

「ＢＬ本で生まれる友情って、いいね」

「どこが？」

　友情の間に濃厚な本が挟まれてる時点で何かがおかしい。

　バニーガールとＢＬ本の組み合わせとか、わけがわからないし。

「真ま緒お先輩、サインを貰もらっていいですか？」

「いいよー」

　唯ゆい花かがサインを要望し、あっさりと受理される。

　真緒がＢＬ本にサインを書く様子を微妙な面持ちで見つめる慧けい輝きであった。

「ああ、こうして信者が増えていくんだな……」

「南なん条じようさんのファンが増えるのは喜ばしいことだわ」

「俺にとっては悲劇なんですが……」

「それで、ふたりの入部に関係した話なのだけど──」

　悲痛な抗議を華か麗れいにスルーして紗さ雪ゆきが話題を切り替える。

「隠していてもいずれ知られてしまうでしょうし、南条さんには私達の事情を話したわ。私と古こ賀がさんの本性とか、慧輝君を取り合っていることとかね」

「……まあ、南条がいるのに普通に奴ど隷れいとか痴ち女じよとか言ってたし、そうなんだろうなーとは思ってましたけど」

「桐生きりゆうは飼い主候こう補ほで奴隷候補なんだってね。なんか、アンタもいろいろ大変だね」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってるけど、お前も大変な奴やつの一員だからな」

　真緒が描いているＢＬ本の存在は大きな頭痛のタネだ。

「……ん？」

　その時、ズボンのポケットの中で震えるスマホ。

　確認するとメールが届いていた。

　同室にいる真緒からで、内容は『あたしが入部した目的はこのふたりには秘密ね。もしも話したら瑞みず葉はにアンタのＢＬ本を見せるから』だった。

　速攻で『それだけはやめてくれ』と返信し、真緒の要求をのむ。

　自分がモデルのＢＬ本を妹に読まれるとかどんな羞しゆう恥ちプレイなのか。

　真緒が入部した目的は慧輝と女子が急接近しないよう監視、及び邪魔することだ。

　その理由は単純にして明快。

　慧輝が女子と仲良くなると翔しよう馬まとの時間が減り、ＢＬ本のネタが収集できなくなるから。

　真緒としては慧輝に恋人ができるのはもちろんのこと、紗雪のご主人様になったり、唯花の奴隷になるのも防ぎたいのだろう。

　そのふたりに関しては、むしろ積極的に邪魔してほしいところだ。

「さて、新しいメンバーと交流を深めたところで、そろそろ真面目まじめに部活をしましょうか」

「ですね。唯花も自分の作業をしようと思います」

「あたしも新作の原稿しようかな」

　部室に設けられた畳スペースの座卓に向かう紗さ雪ゆき。

　空いている椅い子すにお尻しりを落ち着ける唯ゆい花か。

　鞄かばんから漫画の道具を取り出す真ま緒お。

　彼女達はそれぞれ筆と、色鉛筆と、ペンを手に作品作りを始める。

　慧けい輝きをモデルにしたＢＬ本を描く同級生。

　姫が王子を躾しつける〝調教モノ〟の絵本作りに勤いそしむバニーガールな後輩。

　まともに活動しているのは先輩だけかと思いきや、半紙に書かれていたのは『お仕置きはご褒美』という文字。

「なんだこの部活……」

　まともな女子がひとりもいない。

　長らく慧輝と紗雪のふたりだけだった部活に部員が増えたのは喜ばしいが、完全に人選を誤っている気がしてならない。

　この日、書道部は変態の巣そう窟くつと化した。







　学校からの帰り道。何個目かの交差点を渡ったところで妹の瑞みず葉はと遭遇した。

　肩の上で揺れる、クセのある髪が愛くるしくて、どことなく眠たげなつり目がキュートな妹が慧輝に気づいて声をあげる。

「およ？　そこにいるのはわたしの兄さんじゃありませんか」

「その通りである。瑞葉さんは買い物ですかな？」

「うん。休日でもよかったんだけど、いろいろ足りなくなってたから」

　私服に着替えた瑞葉が持っていたのは、彼女が愛用しているエコバッグ。既にスーパーでのミッションは達成したらしく、エコバッグは食材が詰まってまるまると太っていた。

「俺が持つよ」

「ありがと」

「……お、けっこう重いな」

「お醬しよう油ゆ買ったからね」

「そういう時は言ってくれよ。荷物持ちはお兄ちゃんの役目だろ」

「んー、でも兄さん、まだ部活中かと思って」

「部活っていっても、俺はほとんど活動してないからな」

「部室の掃除してるか、本を読んでるかだもんね」

「そういうこと。だからいつでも呼び出してくれ」

「ん、わかった。次からはそうするね」

　そうして兄妹は並んで歩き出す。

　桐生きりゆう家は慧けい輝きと瑞みず葉はの二人暮らしの状態が長いこと続いている。

　両親が多忙のため都市部を離れることができず、めったに帰ってこないためだ。

「あれ、こんなところにアイス屋なんてあったか？」

「新しくできたみたいだよ。クラスの子が話してた」

「よし、今日は兄さんがアイスを奢おごったる」

「ほんと？　わー、やったー」

「せっかくだから公園で食べていこう」

「うんっ」

　ふたりぶんのアイスを注文し、品物を手に最寄りの公園へ。

　そこでは数人の子ども達が野球をして遊んでいた。

　ベンチに座り、瑞葉はさっそくプラスチックのスプーンを取り出す。

　紙のカップの中に小さなアイスの玉が五つ。その全てが違う色だ。

　チョコとかイチゴとか、好きな味を少しずつ食べられるのが女の子達に人気らしい。

「ん～っ、冷たいっ、おいしいっ」

「だなー。まだ六月だけど今日はちょっと暑いし、なおさら美う味まいな」

「奢ってくれてありがと、兄さん」

「どういたしまして」

　アイスの味は好評で、瑞葉はまたひとつ口に運んで幸せそうに頰ほおを緩ませる。

　残り三つになったところで、彼女はいったん、アイスを食べる手を止めた。

「そういえば、書道部に真ま緒おちゃんと唯ゆい花かちゃんが入ったんだよね？」

「情報早いな……。あー、うん。入ったな。入ってしまったな」

「あれ？　なにかあったの？」

「あったというか、これからなにかが起こりそうというか……」

　書道部が変態の巣そう窟くつと化したことは瑞葉には言えない。

　変態娘達が兄を取り合っているなんて事情を可愛かわいい妹に知られたくない。

「皆それぞれ自分のしたいことをしてるんだよ。南なん条じようは漫画描いてたし、唯花ちゃんは絵本を描いてた」

「書道部なのに？」

「書道部なのに。まあ、俺も字を書いたりするわけじゃないけどな」

「なんか、すごく自由な感じなんだね」

「人数も増えたし、もう書道部に俺は必要ないのかもな」

　慧輝が書道部に所属していたのは部を存続させるためだった。

　先輩達が卒業して部活が廃部寸前になり、困っていた紗さ雪ゆきを助けるための選択だった。

　部員が増え、慧輝が書道部に留とどまる理由がなくなってしまった今、自分がいなくてもいいのではないかと考えてしまう。

「……もう、兄さんはすぐそういうこと言う」

「瑞みず葉は？」

　彼女にしては珍しい、少し怒ったような口調。

「朱と鷺き原はら先輩、きっとすごく兄さんに感謝してるよ？　兄さんがやめるなんて言い出したら悲しむと思うな」

「…………」

　喫茶店で抹茶パフェを奢おごった時、紗さ雪ゆきは慧けい輝きに「ありがとう」と言った。廃部寸前だった書道部が存続できたのは慧輝のおかげだと、感謝していると言ってくれた。

　その言葉は、見せてくれた笑顔は、紛まぎれもなく本物だった。

「兄さんが家族をやめるとか言い出したら、わたしも悲しいよ」

「いや、そんなことは言い出さないけども……」

「アイスを奢ってくれる人がいなくなるのは悲しい」

「そんな理由!?」

　だけど、瑞葉の言いたいことは理解できた。

　慧輝が退部すると言えば紗雪は確かに悲しむだろう。

　それが恋かどうかは別として、彼女が慧輝を気に入っているのは、たぶん本当だ。

　それに──書道部を離れるのは寂しいと思った慧輝の気持ちもまた、本物だった。

「ありがとう、瑞葉」

「なんのことかわからないけど、お礼ならキャラメル味のアイスがいいな」

「太るぞ？」

「アイスのためなら本望なので」

　アイスのためなら本望らしいので、妹にキャラメル味のアイスを献上したのだった。

　やがてアイスも食べ終わり、そろそろ帰ろうかと腰を上げる。

　その時、野球のボールが転がってきた。

　足元までやってきたそれを瑞葉が拾う。

　遊んでいた子どものひとり、ツンツンした髪の男の子が駆け寄ってきた。

　左手にグローブを着け、半そで半ズボンでいかにもやんちゃそうだ。

「すみませーん！　ありがとうございます！」

「おお、元気だね。はい、ボール」

　瑞葉が男の子にボールを手渡す。

　受け取った男の子は立ち去ろうとせず、並んで立つ慧輝達をじっと見つめた。

「お姉ちゃんたち、恋人どうしなの？」

「違うよ。わたしたちは兄妹なの」

「そうなの？　へー……ぜんぜん似てないね」

「あはは。そうかな。そんなことないと思うけど」

　瑞みず葉はは笑ってそう言ったが、男の子は納得がいかなそうだ。

「えー、だって、ぜったいお姉ちゃんのほうが可愛かわいいもん」

「あれ？　もしかしてわたし、口説かれてる？」

　相手は子どもとはいえ、可愛い妹が口説かれているのは気に入らない。

　慧けい輝きは妹を守るため、少年の前に立ちはだかった。

「おい、少年」

「なんだい、お兄ちゃん」

「瑞葉は簡単にはやらんぞ。どうしても結婚したかったら年収一千万円稼ぐ男になれ」

「あーっ、このお兄ちゃんシスコンだーっ」

　男の子は『シスコン』を連呼しながら仲間のところに戻っていく。

　そんな男の子を見送る瑞葉は慧輝の好きな優しい笑顔で。

「ふふ。たしかに兄さんはシスコンだもんね」

「いいんだよ、シスコンは。ロリコンと違ってお巡りさんも許してくれる」

「うわ、これは重症だ」

「そろそろ帰るか。冷蔵庫に入れないといけない食材もあるし」

「そうだね」

　慧輝が先に歩き始め、その隣に瑞葉も並ぶ。

「ね、兄さん？」

「んー？」

「わたしたち、恋人どうしに見えるのかな？」

「んん？　どうだろ。恋人より仲がいい自信はあるけど」

「それはないかな」

「え!?」

「うそうそ。……さ、帰ろ？　兄さん」

　制服よりも丈の長いスカートを翻ひるがえし、瑞葉が一歩、先に出る。

　気づくと、いつの間にか夕ゆう陽ひが街を赤く照らしていた。

「ちなみに瑞葉さん、夕飯の献立は？」

「今日は和風。サンマの塩焼きと、だし巻き玉子と、ワカメのお味み噌そ汁しると、ほうれん草のお浸しかな」

「ほうれん草、いいねー。栄養満点で」

「そこなの？　サンマのところとか喜ぼうよ。今はお高いんだから」

　とりとめのない会話は日ひ溜だまりのような温かさ。

　彼女といると心が安らぐのは、気を許した家族だからだろうか。

　あなたの居場所はここだよと教えてくれているような、不思議な安心感があった。







　時刻は午後十一時を回ったところ。

　慧けい輝きは自室のベッドで横になっていた。

　妹の作った美お味いしい夕食を食べ、自分で掃除した風呂に入り、そろそろ休もうかと部屋に戻って数分。

　ベッドに仰あお向むけになり、片手でかざしていたのは一枚の便びん箋せん。

　ほとんど真っ白な紙の真ん中に、横書きで『あなたが好きです。』と書かれている。

「好きだっていうなら、なんで俺の前に現れてくれないんだろうな……」

　五月の初め頃、生まれて初めて貰もらったラブレター。

　ただし、便箋にも桃色の封筒にも、差出人の名前がないという謎なぞの恋文で。

　書道部の部室のテーブルに置かれていたそのラブレターには、なぜか純白のパンツが添えられていた。

　慧輝が〝パンツを落としたシンデレラ〟と呼んでいる差出人の容疑者は三名。

　朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　古こ賀が唯ゆい花か。

　南なん条じよう真ま緒お。

　ラブレターを発見した日、書道部の大掃除に参加していた女の子達だ。

　掃除の参加者はもうひとりいるが、その子は慧輝の妹なので容疑者からは外れている。

　誰がシンデレラなのか調べるうち、慧輝は彼女達の秘密を解き明かしてしまった。

　シンデレラ候こう補ほの三人は、もれなく変態だったのである。

「…………はぁ」

　溜ため息いきをついて、便箋ごと腕を下ろす。

「……けっきょく、シンデレラは誰なんだろう」

　部室でラブレターを見つけて以来、シンデレラからの接触は一切ない。

　おそらく彼女は自分から正体を明かす気はないのだろう。

　話したいことがたくさんあるのに、パンツを落とした女の子が誰なのかわからない。

　この物語の王子は未いまだ、シンデレラの尻尾しつぽすら見つけられないでいた。





　　　　　　◇






「──聞いているのですか、桐生きりゆうくん？」

「…………え？」

　気づくと、そこは天文部の部室だった。

　天体望遠鏡などの機材が置かれた部屋。

　カーテンは開けられ、気持ちのいい光が室内を満たしていて、相変わらずおびただしい数の翔しよう馬まの写真が天井と壁を埋め尽くしている。

　そんな異質な空間の中、椅い子すにちょこんと座っている小こ春はる。

　今はリボンを隠す必要もないので、パーカーはゆるりと羽織ったまま。

　その愛らしい顔を拗すねたような表情が彩いろどっていた。

「桐生きりゆうくん、ぼうっとしていたのですよ？　しゃんとしてください。秋あき山やまくんを落とすための作戦会議中でしたのに」

「すみません……」

　意識がぼんやりするのは単純に寝不足のせいだ。

　昨夜は延々とシンデレラのことを考えて、あまり眠れなかった。

　今日の授業もまるで集中できず、今も小春との会議中に意識を失っていた。

「桐生くん、なんだか元気がないですね。わたくしでよければ相談に乗るのですよ？」

「いいんですか？」

「もちろんです。桐生くんにはお世話になっていますので」

「少し長くなるかもしれませんよ？」

「かまいません。時間なら、たっぷりあるのです」

　幼い顔立ちの上級生が大人びた笑顔で答える。

　知り合ってまだ少しの間柄だが、彼女が良い子なのはもうわかっていた。

　だから慧けい輝きは小春に事情を話すことにした。

「……なるほど。それで桐生くんはパンツを落としたシンデレラを探しているのですね」

　これまでの経緯を説明すると、小春は小さく頷うなずいた。

「差出人の名前のないラブレター。添えられていた純白のパンツ。戸締まりをしたはずなのに開いていた扉の鍵……これはなかなかミステリーなのです」

「ラブレターは部室にあったから、掃除に参加していた誰かだとは思うんですけどね」

「でも、候こう補ほの女の子たちは変態さんだったのですよね？」

「ええ、残念なことに」

「ちなみに、この話を知っている人は他にいるのですか？」

「翔馬だけですね。ただ、翔馬にはシンデレラ候補が変態だったことはまだ話していません。皆、自分の本性を隠したがっているので」

「わかりました。では、ここで聞いた話はわたくしの胸に秘めておくことにします」

「そうですね。秘密にしてもらえると助かります」

「ふふ。桐生きりゆうくんとは、秘密ばかり増えていきますね」

「たしかに。まるで共犯者ですね」

　小こ春はるが上級生であることとか、シンデレラのこととか。

　人には言えない隠し事を共有している。

「話を戻しますけれど。バケツを片付けた桐生くんが部室に戻った時、部屋の中にシンデレラが潜ひそんでいた可能性があるのですよね？」

「ええ。俺が部室の戸締りをしたあと、顧問の先生が掃除のチェックをしにいったら扉の鍵が開いていたらしいです。誰かが中に潜んでいて、俺が帰ったあとに内側から鍵を開けて出ていったんだと思います」

「ふむ……もしかしたら、シンデレラは部外者という線もあるかもしれませんね。書道部の関係者が全員退室した隙すきを見計らい、部室に侵入したシンデレラは、想定以上に桐生くんが早く戻ってきたため部屋の中に身を潜めたのではないでしょうか？」

「けど、部外者が危険を冒してまで部室に入るかな？」

「もちろん、書道部の掃除に参加していた女の子が怪しいことに変わりはありません。部外者があえて部室にラブレターを置く理由はないように思います。でも、今の状況を考えると、部外者の可能性はあながち的外れではないはずです」

「というと？」

「書道部の掃除に参加していた四人のシンデレラ候こう補ほ。ひとりは妹さんで、あとの三人でもないのだとしたら、彼女達とは別の、五人目のシンデレラ候補がいる可能性はゼロではないと思うのです」

「五人目のシンデレラ候補……部外者の可能性か……」

　それは慧けい輝きと翔しよう馬まが初期段階で排除したものだった。

　ラブレターを置くだけなら下げ駄た箱ばこや教室の机でいいし、危険を冒してまで書道部に侵入する理由はないと判断したからだ。

　だが、現状の候補達が犯人じゃないなら、確かに部外者がシンデレラの可能性はある。

「ただ、そうなるともうお手上げだよな」

「極論ですけど、この学校の女子生徒が全員シンデレラ候補になりますからね」

　手掛かりは純白のパンツしかないのだ。

　ガラスの靴と違って穿はかせて確かめるなんて方法は採用できない。

　そんな状況で、全生徒の中からひとりの女の子を探し出すなど不可能だ。

「仮にラブレターの差出人が部外者だとすると、あの日、部室棟を訪れていた女子生徒が容疑者になるな……」

　書道部の部室に潜み、慧輝が帰ったあとに鍵を開けて出ていったシンデレラ。

　目撃情報なんかがあれば話は別だが──

「……いや、待てよ？　沖おき田た先生なら、もしかしたら……」

　沖田教きよう諭ゆは書道部の顧問。

　大掃除のあった日、掃除のチェックをするために部室棟を訪れていた先生なら、鍵を開けて出ていったシンデレラとすれ違っている可能性がある。

「鳳おおとり先輩、ありがとうございます。おかげで考えがまとまりました」

「お役に立てたなら嬉うれしいです。桐生きりゆうくんのシンデレラ、見つかるといいですね」

　そう言って微笑ほほえむ小こ春はるのおかげで今後の方向性が見えてきた。

　先の見えなかった暗い道に一気に光が差した感覚。

　消えかけていた胸の熱が、再び灯ともった瞬間だった。







「五人目のシンデレラ候こう補ほ……か」

　天文部を出たあと、帰宅するために生徒玄関を訪れた慧けい輝きは下げ駄た箱ばこの前で足を止めた。

　頭の中で渦巻いているのは、小春が唱えていた新たな仮説。

　書道部の女の子達がシンデレラじゃないと仮定すれば、当然、ラブレターの差出人は別にいるという結論になる。

「もしも本当に五人目がいるとしたら、どんな女の子なんだろうな……」

　思考を中断し、下駄箱から靴を取り出して履き替え、何気なしにスマホを確認しようとして──ポケットの中にそれが入っていないことに気がついた。

「……あー、しまった。たぶん教室だな」

　体育の授業の時、着替えのために机の中に入れた記憶がある。

　置き去りにするわけにもいかないので、回収するべく教室に向かうことにした。

　生徒のほとんどは部活にいったか帰宅したあとで、校内は静まり返っている。

　二階を目指して上がっていた階段の踊り場で、慧輝は上の階から下りてくる人影を見た。

　特徴的なショートボブ。長めの前髪で片目を隠し、分厚いプリントの束を抱えた女子生徒は慧輝も知っている人物だった。

「藤ふじ本もとさんだ」

　女子生徒の名前は藤本彩あや乃の。

　慧輝と同じ二年生で、この学校の生徒会副会長を務める女の子だ。

　生徒会の仕事の関係で書道部を訪れることがあり、慧輝も少しだけ面識がある。

　……と、その時。

　彼女が抱えているプリント用紙の、いちばん上の紙がふわりと落ちた。

　彩乃が次に踏もうとした──ひとつ下の段に。

「っ!?　危ないっ！」

「──え？」

　危険を伝える声は彼女の足を止められない。

　女子生徒に踏まれたプリントは、自分を踏んだ少女に復ふく讐しゆうするかのように彼女の足を滑らせた。

「きゃっ!?」

「くそっ!?」

　文字通り足元をすくわれ、華きや奢しやな体が前のめりになって落下する。

　その落下地点に慧けい輝きは自分の体を滑り込ませた。

　クッションがわりに差し出した体に〝どすっ〟と鈍い衝撃があって。

　遅れて、踊り場に大量のプリントが散らばった。

　咄とつ嗟さのことで尻しりもちをついたような体勢になってしまったが、なんとか彩あや乃のを受け止めることができた。

　腕の中におさまった女の子の温かさに、慧輝はほっと息をつく。

「藤ふじ本もとさん、大丈夫？」

「ドキドキした……」

「俺もドキドキしたよ」

　心臓が止まるかと思うくらい焦った。

「誰かと思ったら、隣のクラスの桐生きりゆう君だ。ありがと。ほんとに助かった」

「どういたしまして。怪け我がはないか？」

「……ん。ないみたい。大丈夫」

「じゃあ、そろそろ離れてもらっていいかな？」

「あ、うん…………あれ？」

　体を起こそうとした彩乃の動きがぴたりと止まり、彼女は弾はじかれたように顔を上げる。

「……、……っ、……っ!?」

　前髪で隠されていないほうの、猫を想おもわせるつり目。

　その瞳に宿った感情は、何かに対する、なんらかの驚きで──

「これ……こんなの……もしかして……」

「藤本……さん？」

　彩乃の頰ほおがみるみる赤くなり、せつなげに唇を結ぶ。

　熱っぽく瞳を潤ませた彼女は、まるで数年ぶりに再会した恋人に甘えるように、慧輝の胸に自身の顔を強く押しつけた。

「えええっ!?　ちょっ、藤本さん!?」

「お願い。もう少しこのままでいさせて？　桐生君と……離れたくない」

「っ!?」

　その言葉は稲いな妻ずまのように慧けい輝きの体を駆けめぐった。

　意味深な台詞せりふが心臓を直撃し、胸にかかる彼女の吐息に理性が焼け焦げていく。

　ふわりと鼻をくすぐる甘い香り。

　心地よい体温と、同じ生き物とは思えない異性の柔らかさにクラクラする。

（……こ、これはどういう状況なんだ!?）

　教室を目指していたら、なぜか階段から女の子が落ちてきて、その女の子が自分の胸に顔を埋うずめているというこの状況──

　彼女いない歴＝年齢の恋愛初心者には難易度が高すぎる。

　プリント用紙の散乱した階段の踊り場で、ふたりはしばらくそのままで。

　彼女を受け止めた時とは違う意味合いのドキドキが、慧輝の胸の奥で反響していた。
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「──失礼します。二年Ｂ組の桐生きりゆう慧けい輝きです。沖おき田た先生に用事があってきました」

　昼休み。慧輝は職員室を訪れた。

「ああ、桐生か。どうした？」

　短めの髪に、切れ長の目が特徴の、二十代半ばの女性。

　私服の教師が多いなか常にスーツ姿で、教師というよりキャリアウーマンのような風ふう貌ぼうの沖田教きよう諭ゆが書道部の顧問である。

「先生に聞きたいことがありまして。五月に部室の大掃除をした日のことなんですけど」

「ああ、あの時はおつかれさま。朱と鷺き原はらにも困ったものだ。あの子、書道の才能はあるのに掃除はからっきしだから」

「あはは。そうですね」

「それで？　また部室が悲惨なことになったのか？」

「いえ、そうじゃなくて。あの日、先生が部室をチェックしにいった時、部室棟で誰かに会いませんでしたか？」

「んん？　……ああ、そういえば、部室に向かう途中で女子生徒とすれ違ったな。特徴的な髪型をしているから憶おぼえていた」

「その女子生徒って誰ですか？」

「藤ふじ本もとだよ。生徒会副会長の藤本彩あや乃の」

「藤本さんが……？」

　同じ二年生で、一応の面識もある女の子。何より先日、階段で足を滑らせた彩乃を受け止めるというイベントが発生したばかりで──

「？　どうした桐生？　顔が赤いぞ？　風邪か？」

「い、いえっ。大丈夫です」

　不覚にも、彩乃が胸に顔を埋うずめてきたシーンを思い出してしまった。

　階段で受け止めた女の子の名前がここで出るとは思わなかったが、どうやら五人目のシンデレラ候こう補ほが実在したことは確からしい。







　新たな情報を手に入れ、職員室を出た慧輝は中庭を訪れていた。

　木陰のベンチに座って入手したばかりの情報を整理する。

「……あの日、藤本さんが部室棟にきていた？」

　書道部の大掃除をした日、部室に向かっていた沖田先生が、部室棟の廊下ですれ違ったのが藤ふじ本もと彩あや乃のだったという。

　確かに、生徒会の仕事で部室棟に足を運ぶことはあるだろう。

　だけどあの日、慧けい輝きが帰宅し、沖おき田た先生が訪れるまでのわずかな時間に彼女が部室棟にいたことは偶然なのだろうか？

「……シンデレラは藤本さんなのか？」

「呼んだ？」

「うぉわああああああっ!?」

　背後から急に声をかけられ、飛び上がる。

　ベンチの後ろには片方の目を前髪で隠した女子生徒──藤本彩乃が立っていた。

「ふ、藤本さん!?」

「うん。生徒会副会長の藤本彩乃さん、だよ？」

　意外とお茶ちや目めな切り返しをして、彩乃が静かに首を傾かしげる。

「また会えるなんて……運命かも？」

「いやいや、こんな作為的な運命とかないから。普通に後ろから話しかけてきたじゃん」

「むぅ……桐生きりゆう君はノリが悪い」

「藤本さんは、どうしてこんなところに？」

「桐生君を探してたの。助けてくれたお礼がしたくて」

「お礼って、そんなの別にいいのに」

「階段から落ちたのに無事だったのは、桐生君のおかげだから」

「藤本さんは律儀なんだな」

「そういうわけで、感謝の気持ちを込めて桐生君にはこれを進呈」

　彼女が取り出したのは綺き麗れいにラッピングされたクッキーだった。

「よかったら、ベンチに座ってゆっくり食べて？」

「そうだな……ちょうど小腹も空すいてたし」

　慧輝がベンチに座り直す。

　その隣に彩乃も腰かけた。

　ともすれば肩がぶつかりそうな、恋人みたいな距離感で。

（……なんか藤本さん、やけに距離が近いな……）

　近すぎて、女の子特有の甘い香りがして緊張してしまう。

　動揺を誤ご魔ま化かすように慧輝はクッキーを口の中に放ほうり込こんだ。

　甘すぎないビターなチョコチップがほどよいアクセントとなっていて、サクサクの生地との相性もよく、なんとも上品な味だった。

「うん、美お味いしい」

「実はそれ、彩乃さんの手作り」

「これ、藤ふじ本もとさんが作ったのか？」

「お菓子作るの、得意だから」

「へえ。すごいな、お店で売ってるやつより美う味まいかも」

　素直な感想を述べて、また一枚口に入れる。

　黙もく々もくとクッキーを食べる慧けい輝きを、隣に座る彩あや乃のがじっと見つめていた。

　やたらと前のめりの体勢で。物もの凄すごい至近距離で。

「あの……藤本さん？」

「なに？」

「いくらなんでも近すぎない？」

「そうでもない」

　やんわりと否定する彩乃だが、この距離感は普通とはかけ離れている。

　互たがいの瞳の色までわかるような距離の近さにドキドキしてしまう。

　慧輝は彼女いない歴＝年齢の恋愛難民で、基本的に女子に免疫がない。

　あまり接点のない異性ならなおさらで、しかも彩乃にはシンデレラ疑惑がある。

　自分のことを好きかもしれない女の子に見つめられるのは──なんだか落ち着かない。

「えっと……そ、そうだっ、そろそろ教室に戻らないと」

「え、もう？」

「もうすぐ昼休み終わっちゃうし」

「んん……残念だけど、授業に遅れるのはよろしくない」

　名な残ごり惜しそうに彩乃が離れる。

　それにほっと息をついて慧輝はベンチから腰を上げた。

　遅れて立ち上がった彩乃は、前髪で隠れていないほうの目で、じっと冴さえない同級生を見つめて、それから──ぎゅっと慧輝に抱きついた。

「……へ？」

　子猫が親猫に甘えるような、もどかしくて、控えめなハグ。

　突然の出来事に慧輝の思考回路は軽くショート気味だ。

「ちょっ、藤本さん!?　なにしてるの!?」

「充電」

「充電？」

「ん。これで午後の授業も頑張れる」

　静かな口調で意味不明なことを言って、彩乃は慧輝を放した。

「またね」

　少し照れたようにはにかんで、彼女はそのまま校舎へと駆けていってしまう。

「……なに今の？　めちゃんこ可愛かわいかったんだけど……」

　もしかしたら本当に彩あや乃のがシンデレラなのかもしれない。

　現状、有力候こう補ほだった女子達が全員変態である事実が発覚して、シンデレラ探しは振り出しに戻っている。

　しかも慧けい輝きがラブレターを見つけた日、部室棟に彩乃がいたことを沖おき田た先生が証言している。藤ふじ本もと彩乃がシンデレラでも不思議はない。

「今度こそ、可愛かわいい彼女をゲットできるかも？」

　少し不思議なところはあるものの、見た目は文句なしに美少女だし、副会長を務めていたり、お菓子作りが得意だったりとポイントが高い。

　未来の彼女になるかもしれない新たなシンデレラ候補の登場に、これまで失敗続きだった王子の期待は否いや応おうなしに高まるのだった。





　　　　　　◇






　天文部の部室の、壁と天井に貼はられた翔しよう馬まの写真にも慣れてきた今日この頃。

　桐生きりゆう慧輝と鳳おおとり小こ春はるはテーブルを囲んでいた。

　新しいシンデレラ候補の調査を隠おん密みつ行動が得意な小春に依頼していたのだが、調査に区切りがついたと連絡があり、ＨＲホームルームが終わると同時に急いで駆けつけたのだ。

「では、鳳隊員。報告を始めてくれたまえ」

「はいです、隊長。まずはこちらをご覧ください」

　椅い子すにちょこんと座った上級生が、テーブルに数枚の写真を並べる。

　そのどれもが生徒会副会長の藤本彩乃を撮ったものだ。

　彩乃の登校中の様子。

　生徒会の仕事で校内を移動しているところ。

　学食でうどんを食べて予想外の熱さに驚いた瞬間。

　下校時に野良猫と戯たわむれているところなど、微笑ほほえましい一面を切り取ったものもある。

「ふむ、さすがは鳳隊員だ。よく撮れているじゃないか」

「恐縮であります」

「して、君は藤本副会長をどう思う？」

「藤本彩乃の調査を致しましたところ。彼女はとても優秀な生徒であり、今のところ不審な点は見られませんでした」

「そうか……さすがは生徒会役員だな」

　成績優秀。ただし運動神経はそれなり。

　生徒会の仲間からも慕われており、教師からの評判もいいらしい。

　まさに絵に描いたような優等生だ。

「ただ、最近の彼女の、桐生きりゆうくんに対する接触回数は無視できないかと」

「ですよね……」

　小こ春はるが撮った写真は、慧けい輝きが一緒に写っているものが多い。

　あの階段での一件以来、彩あや乃のは慧輝によく接触してくるようになった。

　顔を見ると駆け寄ってくる。

　制服の裾すそをつまんだり。

　手にふれてきたり。

　甘えたがりの猫みたいにくっついてくる。

　その妙に近い距離感に慧輝はいちいちドキドキしてしまう。

「鳳おおとり先輩は、藤ふじ本もとさんがパンツを落としたシンデレラだと思いますか？」

「可能性はあると思うのです。藤本さんは生徒会の仕事で部活関係のものも担当していますし、部室棟に足を運ぶ機会も多いですから」

「なるほど……」

　彩乃は仕事で部室棟にいても怪しくない人物。

　不審に思われることなく部屋に侵入することができた人物とも言える。

「あと、これは補足なのですが。基本的に無表情だけど、時おり見せる笑顔とか、完かん璧ぺきにみえてたまに抜けているところが可愛かわいいと、一部の男子に人気があるようですね」

「ギャップ萌もえというやつですか」

　確かに、写真の中で猫にふれて微笑ほほえんでいる姿は可愛いと思う。

　うどんの熱さにびっくりした時の表情もグッとくる。

　正直、可愛い女の子に懐かれて悪い気はしない。

「どうしますか？　必要でしたら今後も観察を続けますが」

「いえ、もう充分です。情報収集ありがとうございます。助かりました」

　さすがは現役ストーカー少女。

　たった数日でこれほどの情報を収集するとは驚きだ。

「とりあえず、今度は俺が直接藤本さんを探ってみます」

「頑張ってくださいね。応援しているのです」

「すみません、キューピッドの仕事も中途半端なのに」

「こういうのは焦ってもしかたありません。ゆっくりじっくりがいいと思います。一年も片かた想おもいしているのですから、急ぐこともないのですよ」

「鳳先輩……」

「でも、副会長さんの件が解決したら、また手伝っていただきますからね？」

「もちろんです」

「それまでは自分なりに秋あき山やまくんにアプローチしてみるのです」

「いろいろ気をつけてくださいよ。特に先輩が三年生ってことは禁句ですから」

　実年齢とか、実はストーカーとか、小こ春はるは危険な秘密をふたつも抱えている。

　まあ、隠おん密みつ行動の得意な小春のことだから心配は不要だろう。

　小さな女スパイに協力してもらった結果明らかになったのは、藤ふじ本もと彩あや乃のが優秀な生徒会役員であるという事実だけ。

　差出人不明のラブレターに繫つながる証拠などは今のところ見つかっていない。

　彩乃はシンデレラではないのか、それとも、巧妙に正体を隠しているのか。

　いずれにせよ、もっと詳しく探る必要がある。

　ここから先はシンデレラを探す王子の役目だ。







「……とはいえ、藤本さんは生徒会役員だからな。どうアプローチしたものか」

　昼休みはともかく、放課後はいつも仕事があるようで、こちらから接触するのは難しい。

　放ほうっておくとすり寄ってくるくせに、会いたい時に会えない彩乃は本当に猫のような女の子だ。

　天文部をあとにした慧けい輝きは階段を下り、二階にある書道部へと足を向けた。

　通い慣れた部室のドアを開ける。

　中にいたのは、椅い子すに座った金色の髪の女の子だけだった。

「あれ、唯ゆい花かちゃんだけ？　紗さ雪ゆき先輩は？」

　椅子の上に紗雪の鞄かばんはあるのに、本人が見当たらない。

「魔女先輩なら、用事があるからって出ていっちゃいましたよ」

「そっか。どこにいったんだろ。南なん条じようはインクを買いにいくから休むって言ってたし……」

「じゃあ、今はふたりきり……ですね？　えへへ」

　日ひ溜だまりのような笑顔が弾はじける。

　制服の緑色のリボンが示す通り、唯花は一年生の後輩で、笑顔が可愛かわいい女の子だ。

　美少女の笑顔を心のアルバムにそっと挟み、いつもの席に座ろうと歩を進める。

　その時──何かが足に引っかかり、慧輝は盛大に転倒した。

「ぐはっ!?　……な、何事!?」

　うつ伏せに倒れたまま首を後ろに向けると、床から少し浮いた位置に、一本の糸が張られているのが見えた。

「糸？　なんでこんなところに……」

「──先輩にお仕置きするためですよ」

　いつの間にか席を立ち、倒れた慧輝の横にいた唯花は床に倒れた上級生をグルンと転がして仰あお向むけにすると、その上に馬乗りになった。

「……ゆ、唯ゆい花かちゃん？」

　怒ど涛とうの展開に思考が追いつかない慧けい輝きに向けられたのは、氷のような冷たい視線。

　上級生の腹部に跨またがった後輩が、薄桃色の唇で囁ささやくように言葉を編む。

「…………責任、取ってください」

「はい？」

「慧輝先輩にあんなことまでされて、唯花はもうお嫁にいけません！」

「いきなりどういうこと!?」

「昨夜、夢の中に慧輝先輩が出てきたんです」

「ゆ、夢？」

「この前、魔女先輩に馬鹿にされたのが悔しくて、どうしたら胸が大きくなるか慧輝先輩に相談したんです。そしたら先輩〝大きくしたいなら揉もむのがいちばんだぜ〟とか言い出して、無理やり唯花の胸を揉みしだいたんです。嫌がる唯花の胸を何度も何度も！」

「冤えん罪ざいじゃん!?　夢の中の話じゃん！」

「唯花の胸を揉みながら〝やっぱりちっぱいは最高だぜ〟って言ったんですよ!?　奴ど隷れいのくせにご主人様をちっぱい呼ばわり！　これ以上ないくらい屈辱です！」

「そんな俺を俺は知らない！　あと俺は奴隷じゃない！」

「じゃあ、責任を取って唯花の奴隷になってください！」

「お断りします！」

　古こ賀が唯花は、可愛かわいい顔して慧輝を奴隷にしたがっている変態だ。

　自分のパンツを男子の口に詰め込むくらいにドＳな女の子なのだ。

　脱ぎたてパンツ事件は未いまだに消えないトラウマである。

「……そうですか。では、やはりお仕置きが必要ですね」

「お、お仕置き……？」

「慧輝先輩にも唯花と同じ目にあってもらうんです。そうすればおあいこでしょ？」

「裁判長！　俺は無実を主張します！」

「却下します。この法廷では唯花が法律です」

「理不尽！」

「さあ、そうと決まれば唯花が慧輝先輩の胸を揉み揉みしてあげますね？」

「唯花ちゃん、自分が何を言ってるかわかってる？」

「先輩こそわかってますか？　慧輝先輩に拒きよ否ひ権けんはないんですよ？」

　慧輝に跨った状態で、金髪碧へき眼がんの後輩が妖あやしく微わ笑らう。

「──ねえ、慧輝先輩？　これは唯花を辱はずかしめた罰なんですよ？　今度は唯花が虐いじめてあげますから、唯花と同じ屈辱を味わってくださいね？」

　とろけるような声で言って、唯花は小さな手で慧輝の胸を愛いとおしそうに撫なでた。

「ひゃあっ!?」

「あは……可愛かわいい声ですね、先輩？　女の子みたい」

　恍こう惚こつとした表情を浮かべた唯ゆい花かが更に胸を撫なでていく。

「あ……っ、やめっ、ああんっ!?」

「ああ……素敵。素敵です、先輩っ。もっと唯花に恥ずかしい声を聞かせてくださいっ」

　執しつ拗ような愛あい撫ぶに己の口が恥ずかしい声をあげ、それを年下の女の子に聞かれてしまうという猛烈な恥ずかしさが慧けい輝きを襲う。

　紗さ雪ゆきなら悦よろこんで受け入れるのだろうが、あいにくこちらはノーマルな一般人。

　こんな屈辱──耐えられるわけがない。

「も、もうやめてくれ……っ！　俺にそういう趣味はないんだってば──っ!!」

　好きな人に捧ささげると決めている貞操を守るため、後輩を引き離そうと手を伸ばす。

　突き出されたその手は、何に遮さえぎられることなく少女の胸部に吸い込まれた。

「……あ、あれ？」

　伸ばした右手が控えめな膨らみにジャストフィット。

　女の子の胸を思いきり摑つかんでしまった。

　溢あふれる好奇心を抑えられず、心のおもむくままに揉もみ揉もみしてしまう。

「あ、すごい。柔らかい……」
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　小さいは小さいけれど、唯ゆい花かのそこは確かに女の子の柔らかさで。

　どこかの黒髪少女のような圧倒的な包容力はないものの、いつまでもさわっていたいと思わせる不思議な魅力があった。

「………慧けい輝き先輩？」

　気づくと、唯花がその細い肩をふるふると震わせていた。

　青い瞳を涙で濡ぬらし、羞しゆう恥ちと怒りで顔を真っ赤にしている。

　そんな後輩の姿に、慧輝は自らが犯した罪の重さを理解した。

「あ、いや……これはなんていうか、ほら……おあいこ？　みたいな？」




「慧輝先輩の────ラブコメ主人公おおおおおおおおおおっ!!」




「ラブコメ主人公!?　なにそれ、なんか嫌だ!?」

　未熟な果実に手を出した罪人に謎なぞの称号を授け、唯花は顔を真っ赤にしたまま部室を飛び出していった。

「あ、ちょっと唯花ちゃん!?」

　制止の声は勢いよく閉じられたドアに跳ね返される。

「ああ……やってしまった……」

　被害者から一転、加害者となった慧輝の胸には罪悪感が渦巻いていた。

　まさか自分がこんな、それこそ『ラブコメの主人公』みたいなラッキースケベをかますことになろうとは思いもしなかった。

　胸を揉もまれた夢が正夢になるとは唯花も思わなかっただろう。

「……でも、小さいのも悪くなかったな」

　紗さ雪ゆきが〝ふにゅん〟って感じなら、唯花のは〝ぷにっ〟って感じだろうか。

　和菓子に例えるなら大福と白玉みたいな。

「サイズは違うけど、どちらも美お味いしいってことだな」

　わりと最低な感想を漏らしつつ、とりあえず糸は危険なので回収しておく。

　慧輝が即席トラップを解除した直後、部室のドアを誰かがノックした。

「？　誰だろ？」

　唯花は飛び出していったばかりだし、他の部員ならノックなんてしない。

　首を捻ひねりながら「どうぞ」と返事をする。

「失礼します」

　ドアを開き、おっとりした声でそう言ったのは、片目を前髪で隠した女子生徒。

「生徒会副会長の藤ふじ本もと彩あや乃のです。書道部の監査にきました」

　最近、慧輝が気になっている新たなシンデレラ候こう補ほだった。







　この学校の各部活は、年の前期と後期の二回に分けて生徒会の監査が入る。

　監査といっても難しいことではなく、使われた部費のチェックなどをするだけだ。

　本来なら部長が対応するのだが、あいにく今は不在。

　客人を立たせておくわけにもいかないので、とりあえず座ってもらうことにする。

「朱と鷺き原はら先輩はいないの？」

「今はいないんだ。なんか用事があるらしくて。……お、紗さ雪ゆき先輩からメールがきてる」

　スマホを確認すると、紗雪からメールが届いていた。

　生徒会の人がくるから書類を提出してほしいという文面。

　それから『最近、ペットを飼う人が多いんですって。美人で巨乳のお姉さんとか、どうかしら？』という露ろ骨こつな宣伝文句が添えられていたが、当然スルーした。

「書類はまとめてあるみたいだから、少し待っててもらえる？」

「うん。待ってる」

　部活関係の書類が入っているレターケースは壁際のサイドボードの上に置かれている。

　慧けい輝きはレターケースを開け、必要なものを探しつつ、彩あや乃のに話しかける。

「生徒会の仕事って大変そうだよな。監査とか面倒じゃないか？」

「監査は大切。部費が適切に使われているか誰かが確認しないといけない。不適切な部分があったら正さなきゃいけないし、来年度の予算にも影響するから」

「なるほどね。お金の管理は厳重にしないとってことだな」

「そういうこと。皆のよりよい学園生活のためにも、この仕事はおろそかにはできない」

　レターケースから数枚の書類を取り出し、慧輝が振り返ると、椅い子すに腰かけた彩乃がぼうっとある一点を見つめていた。

　彼女の視線の先にあるのはなんの変哲もないロッカー。

　紗雪の私物が少し入っているだけで普段はあまり使用されていないものだ。

「藤ふじ本もとさん、どうかした？」

「ううん……なんでもない」

　素っ気なく答えて視線を戻す彩乃。

　少し不思議に思ったが、ひとまず書類を彼女に手渡す。

「書類、これで大丈夫？」

「ん……揃そろってる。大丈夫。ありがと」

　書類を持参したクリアケースに入れて席を立つ彩乃。

　そのまま退室するのかと思いきや、彼女はその場に留とどまったまま、隠されていないほうの瞳を慧輝に向けた。

「桐生きりゆう君は……ラブコメ主人公なの？」

「それ聞いてたの!?」

「聞こえたの。そしたら金髪の子が出てきた。すごい勢いで走っていった」

「ああ……」

「それで、ラブコメ主人公さん」

「その呼び方、やめてくれませんか？」

「実は、桐生君にお願いがあるの」

「お願い？」

「今度、ボランティアで街のゴミ拾いをするんだけど。参加希望者が少なくて、よかったら慧けい輝き君にも参加してほしいの」

「ボランティアか……」

　ボランティア──見返りを求めず、貴重な時間を自ら労働に捧ささげる奉仕活動。

　いつもなら華か麗れいにスルーしているイベントだが、これは彩あや乃のを調査するチャンスだ。

「いいよ。参加する」

「ほんと？　ありがと。嬉うれしい」

　本当に嬉しそうに微笑ほほえんで、彩乃はまた、ぎゅっと慧輝に抱きついた。

　しかも今回はハグだけでなく、飼い主に甘える猫のように顔をスリスリしてくる。

「あの……藤ふじ本もとさん？」

「なに？」

「そんなにくっつかれたら、さすがに恥ずかしいのですが」

「こうしたら…………ダメ？」

「うっ!?」

　抱きつかれた状態で、上目遣いに見つめられて心臓が激しく音を鳴らす。

　少し顔を近づければキスだってできてしまう至近距離。

　彩乃の唇は、いつかのクッキーよりも甘そうで、食べてみたいと思ってしまう。

　ごくりと慧輝の喉のどが鳴り、書道部の部室に狼おおかみが生まれそうになったその時、

「──これはどういうことかしら、慧輝君？」

　甘い雰囲気を粉々にする、氷を想おもわせる声が鳴り響いた。

　振り返ると、いつの間にかドアが開けられており、朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきが立っていた。

「どうして私達の愛の巣に他のメスを連れ込んでいるの？」

　不機嫌そうに目を細めた紗雪がそう言って、

「愛の巣って、なに？　どういうこと？」

　心なしか怒ったような声で彩乃が質問し、

「え、なにこの展開……」

　ふたりの女子に迫られた慧けい輝きは突然の修羅場に動揺を隠せない。

　飼い犬を志こころざす上級生と、猫っぽい女子生徒による犬猫合戦。

　こうして新しい頭痛のタネが、ひょっこりと芽を出したのだった。





　　　　　　◇






　そしてボランティア当日。

　放課後、前庭に集合した奉仕精神溢あふれる二十名ほどの生徒達の中に、ジャージに着替えた慧輝と彩あや乃の、そして紗さ雪ゆきの姿があった。

「なぜ紗雪先輩がいるのだろう？」

「ペットたるもの、率先してご主人様のお手伝いをするのが義務だからよ」

「桐生きりゆう君、朱と鷺き原はら先輩はなにを言っているの？」

「藤ふじ本もとさんは気にしなくていいよ。この人なりのジョークだから」

「わかった。理由はどうあれ、参加者が増えるのは大歓迎」

「……別に、藤本さんのために参加するわけじゃないわ」

　紗雪が不機嫌そうに彩乃を睨にらむ。

　先日の部室での一件以来、紗雪は彩乃を敵視しているらしい。

　今日の奉仕活動は生徒会主催で、区画ごとにチームで行うことになっており、それぞれの区域のリーダーを生徒会役員が担当する。

　慧輝と紗雪は彩乃がリーダーを務める河か川せん敷じきの担当となった。

　支給された軍手とゴミ袋、それからゴミを摑つかむハサミのような道具（トングという名前らしい）を手に、生徒達はそれぞれの担当区域へと散っていく。

　彩乃のチームも学校を出発する。

　慧輝を真ん中にして左右に紗雪と彩乃が並ぶ配置で目的地を目指す。

　リーダーの彩乃は、さすがは優等生というべきか、やる気に満ち溢れているらしく、三人の中でひとりだけ短パンにＴシャツ姿だ。

　ちなみに慧輝はジャージで完全武装。

　紗雪は下こそ短パンだったものの、上はジャージを着用していた。

「ところで慧輝君、私の今日の下着はまさかの黒よ」

「いきなりなんの告白!?」

「慧輝君が知りたそうな顔してたから」

「そんなこと一ミリも考えてなかったんだけど……」

　そんなふうに、紗雪は普段通りに馬鹿な話を振ってくる。

　彼女のツッコミどころ満載の発言に慧輝もついつい反応してしまう。

　慧けい輝きが紗さ雪ゆきとばかり話していると、隣を歩く彩あや乃のが無言でぴったりとくっついてきた。

「藤ふじ本もとさん？」

「…………」

　お互たがいの肩とか腕がふれあう距離。

　わざと視線を合わせないようにして、ちょっとむっとしている表情が異様に可愛かわいい。

　無言の自己主張は嫉しつ妬とした猫のようだ。

「ちょっと藤本さん、気安く慧輝君にくっつかないでもらえるかしら」

「どうして？」

「私が慧輝君のものだからよ」

「？　朱と鷺き原はら先輩は、桐生きりゆう君と付き合ってるの？」

「むしろもっと深い関係よ」

「そうなの、桐生君？」

「違うよ」

　実際、そういう関係ではないので否定しておく。

「付き合ってないなら問題ないはず。たとえば、わたしがこんなことをしたって……」

　慧輝の腕をぎゅっと抱き寄せる彩乃。

　紗雪はそれを恨めしそうに見つめる。

「……ふ、ふんっ。そんなことをしても無駄よ。慧輝君は巨乳派なんだから」

「確かに大きさでは先輩に敵かなわない。けど、形には自信ある」

　そう言って、彼女はより強く胸を押しつけてくる。

「……どう？」

「どうと言われましても……」

　確かに紗雪ほどの大きさはないが、瑞みず々みずしい弾力に胸の高鳴りが止まらない。

　可愛い女の子が惜しげもなく胸を押しつけてくるこの状況。

　本音を言うと最高だし、役得である。

　年頃の男子にとってこれほどの幸福もないだろう。

「ああ、やめてくれと言えない自分が悲しい……」

　紗雪の視線が氷のように冷たかったが、この感触をもう少し味わいたいと思った慧輝を誰が責められよう。

　男とは基本的にスケベな生き物なのである。







　そうして河か川せん敷じきに到着した三人は、手分けしてゴミ拾いをすることになった。

　参加者が少ないため仕方がないのだろうが、たった三人でカバーするには少々骨が折れそうな広さだ。

「ううむ……これだとボランティアに参加した意味がないな。藤ふじ本もとさんを調べるために参加したのに」

　割り振られた区域で、ジュースの空き缶をゴミ袋に投入しながら慧けい輝きは呟つぶやく。

　やや離れた場所にいる彩あや乃のを観察すると、彼女は一心不乱にゴミ拾いに励んでいた。

「藤本さん、すごい集中力だな」

「そうね。すごい集中力ね。あの調子だと頭上にＵＦＯが現れても気づかないんじゃないかしら」

「なんで紗さ雪ゆき先輩がここにいるんですか？」

　持ち場を離れ、なぜか慧輝のもとへやってきた紗雪は手ぶらだった。

　軍手もしておらず、ゴミ袋もどこかに置いてきたらしい。

「もしかして、もうサボりとか？」

「人聞きが悪いわね。ひとりじゃ動かせない粗大ゴミを見つけたのよ。手伝ってくれる？」

「ああ、それは大変ですね。どこですか？」

　そうして紗雪に連れ出されたのは大きな橋の下。

　薄暗く、湿っぽい空気が漂う橋脚の陰で彼女は立ち止まる。

「それで、粗大ゴミはどこですか？」

「あ、それは噓うそよ」

「はい？」

「慧輝君を呼び出す口実。ふたりきりになりたかったの」

「なんでそんなことを……」

「犬はね、ご主人様が他の子と仲良くしていると嫉しつ妬とするのよ？」

「紗雪……先輩？」

「さらに言えば、無性に飼い主に嚙かみつきたくなる時があるの。──今が、それ」

　次の瞬間、慧輝は橋脚の壁に押しつけられていた。

　壁に押しつけた慧輝に、紗雪が自身の体をぴったりと隙すき間まなく密着させる形。

　あまりに生々しい異性の感触に慧輝の脳が一瞬にして沸ふつ騰とうする。

「ちょっ!?　紗雪先輩!?」

　背中を刺激する冷たいコンクリートの感覚とは真逆の、温かくて柔らかい女の子の感触に頰ほおが焼けるように熱くなる。

「っていうか、胸っ、胸が当たってる！」

「大声を出しても無駄よ。この橋、車の交通量は多いけど歩行者はほとんどいないの。藤本さんのいる場所からも離れているし、誰も助けにきてくれないわ」

　紗雪が火ほ照てった顔を上げ、微かすかに潤んだ瞳で慧輝を見つめる。

「金髪碧へき眼がんの可愛かわいい後輩とか、ツンデレの同級生だけじゃ飽き足らず、今度は生徒会の副会長さん？　慧けい輝き君は──女の子に好かれすぎよ」

　そう言って顔を近づけた紗さ雪ゆきは、後輩の頰ほおをぺろりと舐なめた。

「ひゃうっ!?」

「あら、意外と可愛い声をあげるのね」

「さ、さささ紗雪先輩!?　なにを──っ!?」

「なにって、マーキングよ。──他のメスの匂いを、私の匂いで上塗りしてあげる」

　静かに宣言して、彼女は再び後輩の頰へ口を寄せ、なぞるように舌先を這はわせる。

　頰から顎あごへ、そして首筋へ。

　不満を訴えるように、どこか甘えるように、彼女は行為に没頭していく。

　紗雪の舌が肌にふれるたび、くすぐったいような、甘くて危険な心地よさが体を駆け抜けていく──

「って、これはさすがにまずいだろ!?」

　このままでは大切な貞操が危うい。

（どうすればこの危機を打破できる？）

　先日、慧輝の胸を揉もみしだこうと迫ってきた唯ゆい花かを撃退できたのは、逆に慧輝が彼女の胸を揉んでしまったからだった。

　しかし今、紗雪の胸は思いきり慧輝に押しつけられた状態で揉むことは不可能。

　そもそも彼女はその程度では止まらないだろう。

　なぜなら紗雪は自他ともに認めるエロい女。

　事実、慧輝は彼女の胸の谷間に手を突っ込むという奇跡の大冒険を体験済みだ。

　胸を揉むくらいでは効果は期待できない。

　暴走した今の紗雪はまるで手がつけられない大型犬だ。……大型犬？

（そういえば、田舎の爺じいさんの家に大きな犬がいたな……）

　子どもの頃、両親に連れられていった祖父の家。

　古くて大きな家の庭で花はな子こという名前のゴールデンレトリーバーが飼われていた。

　とても人懐っこい犬で、遊んでほしくてじゃれてくるのだが、まだ小さかった慧輝や瑞みず葉はは何度も花子に押し倒された記憶がある。

　その時、慧輝は祖父に花子を落ち着かせる方法を教えてもらった。

　その方法を使ったら、興奮して大変だった花子が噓うそみたいに大人しくなったのだ。

　慧輝の脳内で祖父との思い出が再生される。

　興奮した花子に押し倒された幼い慧輝と、そこに通りがかった祖父のイメージである。




「なんじゃい、慧輝。お前、また花子の下敷きになっとるんか」

「見てないで助けてよ。花はな子こが重いよ」

「犬っころなんぞにいいようにされて情けない。お前も男ならしゃんとせい！」

「むりだよ。だって花子、おれより大きいんだもん」

「はん。だったら、このじじいが情けない孫のために必殺技を授けてやろう」

「ひっさつわざ？」

「尻しりじゃ！　尻を撫なでれば花子は大人しくなる」

「えー？　おしりー？　ほんとにー？」

「実際に試して吠ほえ面づらをかくといいわい。ちょうどいい具合に花子が興奮しておるしな」

「あくまでじいさんは助けてくれないんだね……」

「さあ、やってみろ我が孫よ！　餅もちをこねるように繊せん細さいかつ大胆に！　花子のでかい尻を撫でまわすのじゃあああああああああああああっ!!」




（──そうだ、お尻だ！）

　やけに暑苦しい祖父の映像イメージはともかく、知りたい情報は思い出せた。

　多くの犬にとって尻尾しつぽの付け根の部分は気持ちのいいポイントなのだという。

　お尻を撫でてあげれば暴れん坊の大型犬さえも大人しくなるのは実証済み。

　紗さ雪ゆきのお尻を撫でれば暴走を止められるかもしれない。

　無む茶ちや苦く茶ちやな理屈だが、試してみる価値はある。

（……餅をこねるように繊細かつ大胆に、先輩のでかい尻を撫でまわす！）

　祖父の言葉を胸に、慧けい輝きは紗雪の下半身へ両手を伸ばした。

　短パン越しにお尻を摑つかまれ、紗雪が「ひゃんっ!?」と可愛かわいい声をあげる。

「け、慧輝君!?　ちょっと、どこさわって──」

「問答無用！」

「ひゃうっ！」

　もはや言葉は不要とばかりに慧輝は反撃を開始。

　尻を撫でまわすたび、彼女の口が色っぽい声を紡ぎ出す。

（うわ……紗雪先輩のお尻、なんか、こう、凄すごすぎる……っ！）

　この上級生は胸だけじゃなくお尻もダイナミックだった。

　張りがあって、弾力もあって、男を虜とりこにする魅力で溢あふれている。

　このお尻をもっと味わいたい──純粋な欲求に従い理性が崩壊した慧輝はより強く、より大胆に紗雪のお尻をこねまわした。

「っ!?　は……っ、んぅ……っ！」

　顔を真っ赤にして、彼女は必死に声を抑えようと唇を引き結ぶ。

「はうぅ……も、ダメ……そんなにしちゃ……っ」

　必死に結んでいた唇がせつなげに開かれ、もう限界だと訴える。

「お願い……っ、もう、もうやめてぇ……っ！」

　そうして、全身から力の抜けた紗さ雪ゆきが、その場にぺたんと座り込んだ。

　悩ましい巨乳の拘束から解放され、慧けい輝きはほっと息をつく。

「た、助かった……」

　いろんなものを失った気はするが、なんとか貞操は守られた。

　お尻しりを撫なでれば紗雪が大人しくなるという予想は正しかったのだ。

　紗雪はぺたんと座り込んだまま動かない。

　俯うつむいていて表情は読み取れないが、微かすかに肩を震わせているのが見て取れた。

「……ダメって言ったのに、もうやめてって言ったのに……やめてくれなかった……」

　可か憐れんな唇が奏でたのは、今にも泣き出しそうな、涙混じりの声で。

「強引で、乱暴で、意地悪で……こんなに酷ひどいことされて……私……私──とってもゾクゾクしちゃったわ……っ」

「……え？」

　しおらしい乙女の雰囲気は一瞬で消きえ失うせ──

　彼女の美貌を彩いろどっていたのは、歪ゆがんだ悦よろこびに満ちた、とろけるような笑みだった。

「うふふ。こんなにも執しつ拗ようにお尻を責めてくれるなんて──やっぱり慧輝君は最高よ。私のご主人様は慧けい輝き君しか考えられないわっ」

[image: ]

「なぜそうなる!?」

　さすがはドＭの痴ち女じよ、思考回路が摩ま訶か不ふ思し議ぎすぎて理解不能である。

　お尻しりを撫なでることで確かに落ち着かせることには成功したが、その行為は紗さ雪ゆきの『慧輝をご主人様にする』という決意をより強固にしてしまったらしい。

　慧輝の執しつ拗ようなセクハラは、彼女にとっては極上の〝ご褒美〟だった模様。

　紗雪はやはり変態だった。

「……でも、今日はもう帰るわ」

「へ？　なんで？」

「そんなの決まっているでしょう？　お尻をさんざん撫でられて、恥ずかしすぎて慧輝君の顔が見れないからよっ」

　真っ赤な顔で可愛かわいいのか理不尽なのかよくわからない怒りをあらわにした紗雪はその場から逃走した。

「あ、ちょっと、紗雪先輩!?」

　フラフラと、おぼつかない足取りで河か川せん敷じきを出ていく上級生。

　彼女の背中を慧輝は呆ぼう然ぜんと見送る。

「……犬はご主人様が他の子と仲良くしていると嫉しつ妬とする、か」

　先ほど紗雪が口にした言葉をなぞってみる。

「俺が藤ふじ本もとさんと仲良くしてたから、嫉妬したってことなのかな」

　学校を出る前も、紗雪は彩あや乃のを睨にらんだりしていた。

　あの視線は「私のご主人様に近寄らないで」といったニュアンスだったのだろう。

　面倒くさがりの紗雪が自主的に奉仕活動に参加したのは、飼い主を取られまいとする飼い犬の行動原理だったのかもしれない。

「……いや、紗雪先輩は犬じゃないけどさ。俺も飼い主じゃないし」

　けれど、なんとなく悪い気分じゃない。

　それが恋愛感情ではないにしても、紗雪に好かれている事実は嬉うれしかった。

　男の子は本当に単純な生き物なのである。







「あれ、桐生きりゆう君だけ？　朱と鷺き原はら先輩は？」

「あー……紗雪先輩はちょっとアクシデントがあって、帰っちゃった」

「そう。じゃあ先輩のところ、ふたりでやろう」

　けっきょく、紗雪が抜けた穴は慧輝と彩乃のふたりで埋めることになった。

　メンバーの途中離脱に文句ひとつ言わず、黙もく々もくと作業を続ける彩乃を横目に、慧輝もゴミ袋を大きくしていく。

　人手不足で完全にオーバーワーク。

　川沿いのゴミをふたりで拾っているうち、慧けい輝きはけっこうな量の汗をかいてしまった。

「桐生きりゆう君。もう時間だし、そろそろ戻ろう」

「そうだな。カラスも鳴いてるし」

　空はもう赤く染まっていて、カラスの鳴き声まで聞こえてくる。

　作業に使った道具や、ゴミ袋を一か所にまとめ、学校に戻る準備をする。

　夕ゆう陽ひを反射してキラキラと輝く川に目をやると、今日のボランティア作業で鍛きたえられた目が新たな獲物を発見してしまった。

「お、こんなところにもゴミ発見……って、げっ!?」

　川と堤防の境目に落ちていたのは裸の女性が表紙の雑誌──いわゆるエロ本だった。

　体にほくろのある美女を特集した、なかなかにマニアックな逸品である。

　放置するわけにもいかないのでとりあえず拾い上げたが、取り扱いに非常に困る。

「どうしたの？」

「あー……藤ふじ本もとさんは見ないほうが」

「あ……」

　雑誌を目視した彩あや乃のが、にこりと優しく微笑ほほえむ。

「ごめんね。桐生君も男の子だもんね。大丈夫。彩乃さん、わかってる」

「あれ、なんか誤解してない？　違うよ？　これ、俺のじゃないからね？」

「うんうん。わかってる。先に戻ってるから、桐生君はゆっくりしてて？」

「なにその気遣い!?　ちょっ、待って！　違うってば！」

　すっかり膨らんだゴミ袋を持ち、急いで踵きびすを返そうとする彩乃。

　慌てていたからか、それとも思ったよりもゴミの重量があったのか──彼女はふらりとバランスを崩してしまう。

「あ──あれ？」

　間抜けな声が口から漏れた次の瞬間、彩乃は見事に川に落ちてしまった。

「うわ、ちょっと大丈夫!?」

「う、うん……なんとか」

　幸い、川はそこまで深くはなく、大事には至らなかったが、彩乃はずぶ濡ぬれになってしまった。

　基本的に優秀なのだが、けっこう隙すきがあるというか、わりと小さな失敗をする。

　落としたプリント用紙を踏んで階段から落ちたり、エロ本が原因で川に落ちたり。

「藤本さんって、落ちてばかりだな」

「うう、かたじけない……」

　慧けい輝きは呆あきれながらも手を伸ばし、彩あや乃のを引っ張り起こす。

「あ……」

　水に濡ぬれたせいで彼女のシャツが透け、下着が透けてしまっていた。

「ひゃっ!?」

　胸に注がれた視線に気づき、彩乃が慌てて腕で隠す。

「なんか、ごめん……風邪引くといけないから、これ……」

　さすがにずぶ濡れの女の子をそのままにしてはおけない。

　慧輝は自分のジャージを彼女の肩に羽織らせた。

「……ありがと」

　彩乃はぽっと頰ほおを染め、ぎゅっと引き寄せたジャージの襟元に顔を埋うずめる。

　頰が赤いのを隠そうとしているのだろうか。

　鼻先まで隠れていて口元は読み取れないが、彼女の目は嬉うれしそうに細められていた。

　その仕草がとても可愛かわいくてどきりとしてしまう。

（……やっぱり、藤ふじ本もとさんがシンデレラなのか？）

　そう思わずにはいられないほど、その瞬間の彩乃は甘い雰囲気をまとっていて。

　恋する乙女のような彼女の表情が、しばらく頭から離れなかった。

　その後、ずぶ濡れの彩乃を家まで送り届けたり、三人分のゴミ袋を高校まで運んだり、チームの半数以上が途中離脱した経緯を（紗さ雪ゆきの部分はねつ造して）生徒会の人に伝えたりと、いろいろ大変だったのだが──

　女の子の笑顔が報酬なら、そんなに悪くないと思った。





　　　　　　◇






　翌日。四時間目の体育の授業が終わった直後の昼休み。

　体育館を出た慧輝は翔しよう馬まと共に玄関ホールの自販機で缶ジュースを購入し、運動で失った水分を補給していた。

　ジャージのズボンにＴシャツ姿のふたりは仲良く汗だくで、暑苦しいことこの上ない。

「今日のバドミントンはいつになく盛り上がったね」

「ああ。白熱しすぎて南なん条じようのやつがガン見してたから、絶対ネタにされてるな」

「？　ネタってなんだい？」

「いや、翔馬は知らなくていい。世の中には知らないほうがいいこともある」

　女子高生ＢＬ作家の魔の手により、激しくシャトルを打ち合う男ふたりの様子がどう漫画に生かされるのか想像もしたくない。

「慧輝ってさ、今は藤本さんを調査してるんだよね？」

「ああ、部外者の線も絶対にないとは言い切れないからな」

「書道部の女の子がシンデレラじゃないなら確かにその可能性はあるね。藤ふじ本もとさんはどんな感じ？」

「……正直、怪しいと思ってる」

　ラブレターが残されていた日、彩あや乃のが部室棟にいたことは間違いない。

（それに藤本さん、部室のロッカーを気にしてたし……）

　慧けい輝きが恋文を見つけた時、部屋の中にシンデレラが潜ひそんでいた可能性が高いわけだが、その場合、体を隠すのに最も適していたのがロッカーだろう。

　書道部のロッカーは紗さ雪ゆきの私物が少し入っているだけで、ほとんど使われていない。

　人がひとり入るくらいなら余裕だ。

　自分が隠れた場所だから、彩乃は無意識に視線を向けてしまったのではないだろうか？

「藤本さん、妙に慧輝に懐いてる感じだよね」

「そうなんだよな……」

　確たる証拠はないが、慧輝に好意を抱いだいているような行動はいくつもあった。

　ハグしてきたり、紗雪と話していると無言でくっついてきたり。

　それに、慧輝のジャージに顔を埋うずめて頰ほおを赤くしたり──

「お、慧輝が赤くなった。もしかして、藤本さんと何かあったのかい？」

「まあ、ちょっとな……」

　夕刻の河か川せん敷じきで彩乃が見せたあの表情は、なかなかキュンとくるものがあった。

「あ、桐生きりゆう君だ」

　おっとりした声に顔を上げると、頭の中で思い描いていた女の子がいた。

　移動教室だったのだろう。音楽の教科書を持っている。

　普段なら、ここで嬉うれしそうに駆け寄ってくるはずなのだが、今日は違った。

「……」

　彩乃は一定の距離を保ったまま、それ以上踏み込んでくる気配がない。

　前髪に隠れていないほうの目で、ただじっと見つめてくる。

　何かに緊張しているように彼女の喉のどがごくりと鳴る。

　まるで臨戦態勢の猫のような仕草に、慧輝が首を傾かしげた。

「藤本さん？」

「っ!?　ご、ごめんなさい……っ」

　慧輝が声をかけるとびくりと肩を震わせて、なぜかそのまま走り去ってしまった。

「……いっちゃった。藤本さん、どうしたんだろ？」

「慧輝が汗臭いからじゃないかな？」

「ああ、言われてみれば……」

　慧けい輝きは現在、激しく汗だくの状態だった。

　シャツはもちろん、髪も汗で湿ってしまっている。

　彩あや乃のも年頃の女の子。こんなむさ苦しい状態の男子に近づきたくはないだろう。

「さっさと汗を拭ふいて着替えるか」

「それがいいね」

　慧輝は残っていたドリンクを一気に飲み干す。

　空き缶をゴミ箱に投入し、汗だくの男子ふたりは、賑にぎわい始めた昼休みの校舎へと戻っていった。







　その日の放課後、彩乃に呼び出された慧輝は生徒会室を訪れていた。

　やや緊張しながらノックをして、返答を待ってからドアを開ける。

　部屋の中にいたのは彩乃だけで、他に誰もいなかった。

「ここに座って」

「ああ、うん」

　生徒会室には応接室のような雰囲気のスペースがあり、勧められるままソファに座る。

「ジャージ、ありがとう。助かった」

「どういたしまして」

　手渡されたジャージは優しい柔軟剤の香りがした。

「少し待ってて。今、お茶を淹いれるから」

　生徒会室には給湯スペースがあり、小型の冷蔵庫まで完備されていた。

　ほどなくしてトレイを持った彩乃が戻ってくる。

　テーブルの上に置かれたのは、良い香りのする紅茶と、カットされたアップルパイ。

「なぜアップルパイ？」

「ジャージを貸してくれたお礼」

「もしかして、これも藤ふじ本もとさんの手作り？」

「ん。けっこう自信作」

「マジか……完成度高すぎっていうか、ケーキ屋さんの商品みたいだな」

「食べてみて？」

「じゃあ、せっかくだし。──いただきます」

　添えられていたフォークでアップルパイを口まで運ぶ。

　サクサクのパイ生地に、しっとりとしたリンゴの甘さがとけこんで、絶妙なハーモニーを生み出していた。

「うわ、なんだこれ……めちゃくちゃ美う味まい」

「よかった。桐生きりゆう君が喜んでくれて」

　絶品アップルパイにおののく慧けい輝きの隣に彩あや乃のが座る。

　そして、そうするのが当然というように腕に抱きついてきた。

　甘えるように頰ほおをスリスリしてご満悦の様子。

　慣れたつもりでいたが、同級生の女の子にここまで懐かれるとさすがに照れる。

「あの、藤ふじ本もとさん？　少し食べづらいのですが」

「利き手じゃないから大丈夫なはず」

「こんなところ、もし誰かに見られたらどうするんだ？」

「今日は誰もこない。生徒会の皆にはお願いして、帰ってもらった」

「……副会長の権力、ふりかざしすぎじゃないか？」

「権力じゃない。男の子を連れ込むって言ったら、みんな笑顔で頑張れって言ってくれた」

「それ、絶対に勘違いされてるパターン……」

「彩乃さんの人望のなせるわざだと思う」

「まあ、そうかもな」

　彩乃との会話もなかなか弾むようになっていた。

　口数が少ないほうだと思っていた彼女は、仲良くなるとわりと喋しやべる子だとわかった。

　このまま会話を楽しんでもいいのだが、いい加減、決着をつけたいとも思う。

　本当に藤本彩乃がパンツを落としたシンデレラなのかどうか、知らなければいけない。

「……桐生君？」

「え？　……あ、なに？」

「黙ってたから。もしかして……こうされるの、嫌だった？」

「嫌じゃない。むしろ、女の子に抱きつかれるのは嬉うれしいから」

「じゃあ、ギブ・アンド・テイク……だね？」

「え？」

「桐生君とこうしてると、わたしも嬉しい」

　屈託のない笑顔に、慧輝はまたドキドキさせられる。

　彼女がシンデレラなのではないかと──期待してしまう。

「藤本さん、あのさ────って、あれ？」

　シンデレラ候こう補ほの核心に迫る話を切り出そうとしたのだが、それは叶かなわなかった。

　隣から「すうすう」という穏やかな寝息が聞こえてきたからだ。

「寝ちゃってるし……いくらなんでも無防備すぎるだろ」

　仮にも男子とふたりきり。そして男は時に狼おおかみとなる。

　狼と同室の時点で危険なのに、あろうことかその狼に抱きついて眠ってしまうとは。

　こんなの、食べられたとしても文句は言えないと思う。

「……藤ふじ本もとさんて、よくわからない子だけど、すごい可愛かわいいよな……」

　人懐っこくて、おっとりしているのに生徒会で働く頑張り屋で、時おり見せる笑顔が素敵な、魅力的な女の子だと思う。

「……はっ!?　もしかして俺……今、最高にリア充じゆうしてる!?」

　第三者には恋人どうしにしか見えないであろうこの状況。

　慧けい輝きが密ひそかに憧あこがれていた理想のシチュエーションそのものだ。

「やっぱり、こういうのがいちばんだよな……」

　ペットになりたいとか、奴ど隷れいにしたいとか、ＢＬ本のネタが欲しいとか。

　そういうアブノーマルな要求は慧輝には理解不能だ。

　こんなふうに身を寄せ合って、好きな人とイチャイチャしながら幸福な時間を味わうような、そんな普通の恋を慧輝はしたいのだ。

「ふわぁ……なんか俺も、ちょっと眠くなってきたかも……」

　体育ではしゃぎすぎただろうか、急激にまぶたが重くなっていく。

「少しくらいなら……いいかな」

　静かな生徒会室で、睡魔の誘惑に耐え切れず、目を閉じる。

　こうして慧輝も眠りに落ちてしまったのだった。

　………………………………。

　………………………………。

　………………………………。

　それから、どれくらい時間が経たっただろう。

　カチャカチャという金属音が聞こえて、眠りの底に沈んでいた意識が戻る。

（……なんの音だ？　……ん？　なんか、脚がスースーする……？）

　不可解な音に加え、下半身に違和感を覚えて慧輝はまぶたを開けた。

　差し込む夕ゆう陽ひが時間の経過を告げる生徒会室。

　そこで繰り広げられていたのは、文字通り目を疑う光景。

　ソファに座る慧輝のズボンが大胆に下ろされ、その場に跪ひざまずいた彩あや乃のが、男の子の聖域を護まもるトランクスに手をかけたところだった。

「…………え？」

　一瞬、慧輝は自分が見たものが理解できなかった。

　夢の続きなのではないかと疑ってしまうほど非現実的なシーン。

　だが、ズボンを脱がされたことによって感じる肌寒さと、独特の心こころ許もとなさは間違いなく現実で、現実であるからこそ大問題だった。

「うわあああああああああああああっ!?　な、ななな何してんの!?」

「あ、残念。起きちゃった」
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　慌てふためく慧けい輝きとは対照的に、いつものおっとりした調子で彼女は呟つぶやく。

　藤ふじ本もと彩あや乃のの隠されていた本性が、とうとう尻尾しつぽを出した瞬間だった。







　パンツを死守し、ズボンも穿はき直なおした慧輝は、険けわしい顔でソファに座り直していた。

　その向かいには、男子のパンツを脱がそうとした犯人が座っている。

「それで？　藤本さんは、なんであんなことをしたんだ？」

「実は、彩乃さんこと藤本彩乃は匂いフェチなの。つまり男の子の体臭が大好物。最近は桐生きりゆう君の匂いがお気に入り」

「……えっと、それは何かの冗談だったりするのか？」

「ううん、ぜんぜん本気。だから桐生君のパンツをください。ハァハァ」

「このパターン、何回目!?」

　藤本彩乃は変態だった。

　それも、書道部のメンバーにも劣らないほどの逸材だ。

「なんなら、こちらのパンツと交換トレードしてもいい」

「しないから。どんだけ俺のパンツが欲しいんだ……」

　女子高生のパンツ欲しさに盗みを働く男はたまにニュースで見かけるが、男のパンツ欲しさにズボンを脱がそうとする女子高生がいるとは思わなかった。

「階段で桐生きりゆう君に助けられた時にわかったの。ああ、これが運命の匂いだ──って」

「そんな運命は砕けてしまえ」

　階段の踊り場で彩あや乃のが胸に顔を埋うずめてきたのは、匂いを確かめるためだったのだ。

　その後、やたらと距離感が近かったのも、気に入った男子の体臭を堪たん能のうするためだった。

「本当に残念。薬はちゃんと効いてたのに」

「薬!?　なにそれ、睡眠薬ってこと!?」

　紅茶にでも入れたのだろうか。急に眠くなった原因が判明して戦せん慄りつする。

「あれ？　でも、そのわりには藤ふじ本もとさんのほうが先に寝ちゃったような……」

「それに関しては不覚だった。桐生君の匂いが心地よすぎてこちらが先に眠ってしまった」

　慧けい輝きを眠らせてパンツを奪うつもりが、自分が先に眠ってしまったということらしい。

　彩乃が先に目覚め、計画を実行している最中に慧輝が目を覚ました流れだ。

「俺、わりと危機一髪だったんだな……」

　もう少しで大事な貞操が奪われるところだった。

　変態娘にムスコを観察されるのは全力で遠慮したい。

「むぅ……体育のあとのパンツ、狙ねらってたのに。汗の染み込んだ下着を思う存分クンカクンカしたかった」

「うわぁ……」

　匂いフェチの発言にドン引きしてしまう。

　体育のあとのパンツを嗅かぎたくて、このタイミングで仕掛けてきたようだ。

　今度こそまともな恋人ができるかもと期待していたのにこの裏切りである。

　もうがっかりを通り越してぐったりだ。

「そういや、そんなに匂いフェチなのに、どうして昼休みの時は逃げたんだ？」

「だって……あまりにすごい匂いだったから、アレ以上近づいたら我を忘れて興奮してた」

「ああ、そういう配慮はできるんだな」

　一応、自分の性癖を隠すだけの理性は備わっているらしい。

「もしかして、俺のジャージに顔を埋めてたのも？」

「ん。昨日は家に帰ってからずっと桐生君のジャージを堪能させてもらった。ゴミ拾いで動いてたから、いい感じに汗臭くて最高だった」

「お、おおう……」

　ジャージに顔を埋めたのも匂いを堪能していただけだった。

　頰ほおを赤くしていたのは単に匂いに興奮していただけという最悪のオチである。

「じゃあ、書道部の部室でロッカーを気にしてたのはなんで？」

「ロッカーは匂いの宝庫。着替えた服とか、体育で使ったハンドタオルとか入れたりするから、男の子のロッカーは魅惑のスポット」

「最悪の理由だった！」

「部活関係の仕事を担当してるのもそのため。運動部とか訪問すると、部室に充満した男の子の匂いを合法的に愉たのしめるから」

「ソウナンデスカ」

　もはや何もかもがどうでもよかった。

　ラブレターが残されていた日、彩あや乃のが部室棟にいたのも単なる偶然なのだろう。

　普通の恋がしたいというささやかな願いは、未いまだ遥はるか遠い場所にあるらしい。

「というわけで、桐生きりゆう君のパンツをください」

「あげません」

　こんな危険人物が生徒会役員でこの学校は大丈夫なのだろうか。

　とりあえず、彩乃がシンデレラでないことだけはわかった。
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　学校近くのファーストフード店、窓際の席に三人の高校生の姿があった。

　冴さえない普通の男子、桐生慧けい輝き。

　笑顔が爽さわやかなイケメン男子、秋あき山やま翔しよう馬ま。

　髪をふたつのおさげにした小柄な女子生徒、鳳おおとり小こ春はる。

　放課後。翔馬の部活が終わるのを待って、三人で店に入った。

　運動して腹を空すかせた翔馬はハンバーガーのセットを、小食の小春は以前と同じくフライドポテトとウーロン茶を、慧輝は夕食が控えているのでナゲットを単品で注文した。

　席順は窓際に翔馬、その隣に小春が座り、テーブルを挟んで慧輝が座る形だ。

　小春は制服のリボンが見えないよう、しっかりとパーカーのファスナーを閉じていた。

「それで、オリンピックの三位決定戦なんだけどさ──」

「あれは白熱した試合でしたね。日本のテニス選手がメダルを手にするなんて、とても感動したのです」

　テニス観かん戦せんという共通の趣味があるおかげで翔馬と小春の会話は盛り上がり、テニスの話題が尽きると、学校での出来事や休日の過ごし方など、他た愛あいのない情報交換を繰り返してお互たがいのことを知っていく。

（俺、ここにいる意味あるのかな……）

　疎そ外がい感をナゲットと共に嚙かみしめる慧けい輝きである。

　同じテーブルを囲んでいるのにほとんど言葉を発しておらず、脇役感が半端ない。

　とはいえ慧輝の同席は雇い主である小こ春はるの望みだ。

　好きな異性とふたりきりというのは嬉うれしい反面、ハードルも高い。

　協力者に傍そばにいてほしいという彼女の気持ちは理解できる。

　小春の恋を応援すると約束した以上、要望には全力で応える所存だった。

「秋あき山やま先輩、ほっぺにソースがついているのです」

「え、本当かい？」

「じっとしててくださいね」

　翔しよう馬まの頰ほおについたソースを小春がナプキンで拭ふき取とる。

　男心をくすぐる効果的なアプローチ。

　珍しいことに翔馬が照れていた。

　なかなか良い雰囲気というか、つい先日、シンデレラ候こう補ほがまたもや変態と判明した慧輝としては「リア充じゆう爆発しろ」と呪のろわずにはいられない甘々な空間だった。

「というか……こいつら、完全に俺のこと忘れてるな……」

　ともあれ、ふたりがふたりだけの世界を構築するのはむしろ喜ばしい。

　小春の恋が成就すれば慧輝はめでたく恋のキューピッド役から解放され、自由の身となれるのだから。

　ただし、この恋がそれほど簡単ではないことも慧輝は理解していた。

　なぜなら秋山翔馬はロリコンで、鳳おおとり小春は実は後輩ではなく先輩だから。

　ロリコンを攻略するには、先輩という肩書きがどうしてもネックになる。

　だから小春は制服のリボンを隠し、後輩と偽って彼に接している。

　学年ごとに異なるリボンの色を見られてしまえば、その噓うそがバレてしまうから。

　青色の秘密リボンは、パーカーの中に隠されたまま。

　小春の想おもい人びとは未いまだ、彼女が上級生であることを知らないのだった。





　　　　　　◇






　放課後。二年Ｂ組の教室に、ふたりの生徒が残っていた。

　どこにでもいる平凡な男子こと桐生きりゆう慧輝と。

　赤茶色の髪をサイドテールにした、少し派手めな女子の南なん条じよう真ま緒お。

　ふたりが何をしているのかと言えば、椅い子すに座った慧輝を、真緒が鉛筆でスケッチしているのだった。

　ＨＲホームルームが終わったあと、いきなりモデルを依頼され、慧けい輝きが承諾した結果である。

　ちなみに依頼時に交わされた会話がこちら。

「ね、桐生きりゆう。今日ってこれから時間ある？」

「特に用事はないけど、どうした？」

「新刊用に新しい絵素材が欲しいからモデルをやってほしいんだけど」

「お断りします」

「協力してくれないと、次の新刊でケーキが屈強な男達に酷ひどいことされるかもよ？」

「そのケーキ君とやらは俺とは無関係なので別にいいです」

「じゃあ、その新刊をクラスの女子に無料配布するから」

「鬼かお前は！」

　そんな感じで、あまりに無慈悲な脅しによって無理やり協力させられたのだ。

　他に誰もいない静かな教室で女子とふたりきり。

　普通なら甘酸っぱい青春の一ページ的なシーンなのだろうが、現実は果てしなく無情で、腐女子のＢＬ作家に絵の資料を提供しているというロマンの欠片かけらもない状況だった。

　とはいえ女の子に正面からじっと見つめられるのは、やっぱり落ち着かない。

　中身が腐っていても見た目は大人びた美人の真ま緒おである。

　長いまつ毛とか、リップの引かれた唇とか、白い首筋とかが目に入るたびに、異性を感じてどぎまぎしてしまう。

　窓を背にして座る澄ました顔の女の子を、どうしても意識してしまっていた。

　慧輝が従順にモデルに徹していると、サラサラと動いていた鉛筆がぴたりと止まる。

「終わりか？」

「正面はね。他にもいろいろバリエーションが欲しい」

「えっと……俺はどうすればいいんだ？」

「じゃあ、そろそろ脱いでもらおうかな」

「は？」

「脱いでくれないと意味ないでしょ」

「脱ぐって、上半身裸になれってこと？」

「なに言ってんの？　──全裸に決まってるでしょ？」

「お前がなに言ってんだ!?」

「ちっ、やっぱり無理か」

「当たり前だろ。教室で全裸とか完全に変態じゃん」

「しょうがないな。なら、今度は横向いてくれる？　横顔を描きたいから」

「……了解」

　指示に従い、椅い子すの向きを変えて座り直す。

　そのままじっとしてみるのだが、どうにも暇すぎていけない。

「……なあ、南なん条じよう？」

「なに？」

「これってさ、写真とかじゃダメなのか？」

「ダメじゃないけど、生のほうが絵に説得力が出るのよ。それに練習にもなるしね。もっと上う手まく描くための」

「南条は、もうじゅうぶん上手いだろ」

「技術に際限はないの。基礎は何度やっても無駄にならないから」

「ふぅん？」

「別に桐生きりゆうとふたりきりになる口実とかじゃないから。勘違いしないでよね」

「いや、誰もそんな勘違いはしてないけど」

　思ったことを無修正で口に出すと、なぜかキッと睨にらまれた。

（なんなんだ……）

　やっぱり女の子は支し離り滅めつ裂れつで理解不能だ。

　乙女の心は恋愛経験ゼロの童貞には難解すぎる。

「ところで、翔しよう馬まのスケッチはしなくていいのか？」

「ああうん。アイツはいいの。イケメンって案外描きやすいから。桐生みたいな普通の顔がいちばん描きづらい」

「普通の顔って……」

「不細工じゃないだけ神様に感謝したら？」

「そんな投げやりなフォローは生まれて初めて聞いた」

　勝手にモデルにしておいて顔が描きづらいとか酷ひどい言い草だと思う。

「まぁでも、ＢＬ漫画の題材的には美お味いしいんだよね。イケメンどうしってありきたりすぎて面白くないし、ケーキがいることで翔しよう斗とのイケメンが映えるっていうかさ」

「つまりケーキ君は翔斗の引き立て役なんだな……」

「桐生はイケメンに生まれたかったの？」

「そりゃ、そうなれるならそのほうがいいだろ？」

「そういうもん？」

「この気持ちは南条にはわからんよ」

「なんでさ？」

「だって南条、美人じゃん」

「へ……？」

　止まる。時間が。真ま緒おの鉛筆が。

　びっくりして固まった同級生の、その頰ほおに少しだけ赤色がにじむ。

　そして、なぜか少し不機嫌そうに細めた目で慧けい輝きを見た。

「……桐生きりゆうって、ほんとばか」

「え、なんで？　褒めたのにばか呼ばわり？」

　疲れたように溜ため息いきをついて真ま緒おは作業を再開する。

　その唇が微かすかに緩んでいたことに、鈍感な誰かさんは気づかなかった。

「ま、新作はちょっとだけ格かつ好こうよく描いてあげるわよ」

「ごめん。その優しさ、ぜんぜん嬉うれしくない」

「そもそもボーイズラブっていうのはね、単に男の子どうしが絡み合うだけじゃないんだよね──」

「なんか語り始めたんだけど……」

　正直に言って、真緒の話は慧輝にはさっぱりわからなかった。

　ただ、鉛筆を動かしながら楽しそうに話す彼女は素直に可愛かわいいと思えた。

（好きなことを話してる時はいい顔するんだよな……話の内容は最悪だけど）

　これでＢＬの話題じゃなかったらもっと可愛げがあるのに。

　男どうしのディープキスについて熱く語っている時点でお近づきになりたくない。

　美人で、ツンデレ属性で、実は意外と優しくて、笑った顔とかちょっと困るくらい可愛いのに、真緒の世界が濃厚なＢＬ漫画を中心に回っている真実が残念でならない。

　ひとつの短所が全ての長所を台無しにしてしまうこともある。

　そのいい実例がここにあった。

「それでさ、桐生」

「ん？」

「最近、秋あき山やまと仲がいい子がいるよね？」

「…………」

「その沈黙は肯定ってことでＯＫ？」

「ナ、ナンノコトデスカ？　オレ、ワカリマセン」

「白々しい。あたし、見たんだからね。アンタ達がお店で仲良くご飯食べてるとこ」

「見ちゃったのか……」

「ロリコン好みの小さい子だったし。あのふたり、もしかして付き合ってるの？」

　真緒は慧輝が女子と親密になるのを邪魔したがっている。

　彼女は慧輝と翔しよう馬まをモデルにＢＬ漫画を描いており、慧輝が女子と付き合うことで翔馬と過ごす時間が減り、ネタ不足に陥ることを心配しているからだ。

　同じ理由で、翔馬が女子と仲良くするのも見過ごさないだろう。

　小こ春はるが翔馬をターゲットにしていることがバレたら妨害される可能性がある。

　小こ春はるの恋がうまくいかなかったら、紗さ雪ゆきの胸の谷間に手を突っ込んでいる〝例の写真〟がネットの海を悠々自適に泳ぎ回ることになるだろう。

　結論──ここで真ま緒おに真実を知られるわけにはいかない。

「付き合ってるとか、そういうのはないかな。ふたりともテニス観かん戦せんが趣味だから気が合うってだけで」

「ふぅん？　……じゃあ、桐生きりゆうは？」

「え、俺？」

「部長とか唯ゆい花か以外に、最近は生徒会の副会長とも仲いいみたいじゃん」

「…………」

「もしかして、藤ふじ本もと彩あや乃のと付き合ってたりするの？」

「いや、それもない。本当にない」

　藤本彩乃はシンデレラではなく、匂いフェチの変態娘だった。

　男子のパンツ欲しさに睡眠薬を盛る女子は常識的にアウトだし、そもそも彩乃は慧けい輝きの体臭を気に入ったのであって、慧輝に恋愛的な感情を抱いだいているわけではない。

　変態が発覚したあとも諦あきらめずにパンツをねだってくるのだが、それを見た真緒が『慧輝と彩乃がイチャイチャしている』と誤解したらしい。

「あっそ。とにかく、男と仲良くするのはいいけど、女の子はダメ」

「ＢＬ本のネタにならないから、だろ？　俺にそんな理不尽な要求を受け入れる理由はないと思うんだけど」

「へえ？　そんなこと言うんだ……」

　真緒は席を立つと、慧輝のところまでやってきて、再び座った。

　椅い子すではなく──慧輝の膝ひざの上に。

　しかも正面から、脚を開いて跨またがるような形で。

　そして彼女は、その状態のまま慧輝の首に両腕を回した。

　体の大部分が密着した、恋人でもなかなかしないような刺激的な体勢。

　まるで、これからキスでもするかのような格かつ好こうに、慧輝の喉のどがごくりと鳴る。

「あ、あの……南なん条じようさん？　これはいったい？」

「これも資料のためだよ。翔しよう斗とに迫られてドキドキするケーキの表情を知りたいの」

「そ、そうなの？」

「そうなの。だから──目を逸そらしちゃ、ダメだからね？」

　そう言って、真緒がゆっくりと顔を近づけてくる。

　香水だろうか、甘い果実の香りがふわりと鼻をくすぐる。

　資料のための演技だとわかっていても胸の高鳴りが止まらない。

　それくらい彼女の演技は真に迫っていて、まるで本当にキスされてしまいそうで──

「っ！」

　慧けい輝きは思わず目をつむってしまった。

「……こら、目を逸そらしちゃダメって言ったでしょ？」

「ふがっ!?」

　少し怒ったふうの真ま緒おに鼻をつままれてしまった。

　まぶたを開けると、目の前に楽しそうな真緒の顔。

「ふふふ。もしかして……本当にキスされると思った？」

「い、いや、そんなわけ……っ」

「ま、想像以上に初う心ぶな反応でよかったよ。うん。これでこそケーキって感じ。いい原稿が描けそう」

「……お役に立てたならよかったよ」

　精一杯の皮肉を込めて言葉にすると、彼女は楽しそうにコロコロと笑った。

　鞄かばんにノートや筆記用具を仕し舞まい込こみ、女子高生ＢＬ作家が「よし」と振り返る。

「桐生きりゆう、今日はサンキュー。これは感謝の印」

　モデルの報酬に投げキッスを支払って、上機嫌なまま真緒は教室を出ていった。

　たぶん、このまま直帰して原稿作業に取りかかるのだろう。

　毎日が充実しているようで何よりだ。
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「……びっくりした。本当にキスされるかと思った」

　潤んだ瞳とか、微かすかに赤くなった頰ほおとか、思わず見とれるほど綺き麗れいで。

　それこそ本当に慧けい輝きに恋をしているかのような表情だった。

「好きでもない男子相手に、あれだけの演技ができるんだから、南なん条じようのＢＬ本にかける情熱も相当だな」

　どれだけＢＬ本の資料が欲しかったんだ、と慧輝は呆あきれてしまう。

　実際のところ、呆れたいのはむしろ真ま緒おのほうというか、慧輝の見解はまったくの見当違いなのだが、鈍感が足を生やして歩いているような少年には悲しいかな、このあたりが限界なのだった。





　　　　　　◇






　その日、授業が終わった高校の校門前に慧輝と小こ春はるの姿があった。

　本日の予定は放課後デート。

　男子テニス部が休みの日を狙ねらい、小春と翔しよう馬まの仲を進展させる計画である。

　いきなりふたりきりは難しいと判断し、ダブルデートを採用することでハードルを低くしてみたのだが、それでも小春の顔は強こわ張ばっていた。

「鳳おおとり先輩、緊張してる？」

「し、してないように見えるのですか？」

「うん、ぜんぜん見えませんね。声震えてるし。リラックスリラックス」

　待ち合わせ場所で待っていると、ほどなくして黒髪の女子生徒がやってきた。

　制服のリボンは三年生であることを示す青。

　彼女が足を動かすたびに揺れる長い髪と大きな胸。

　黒髪の巨乳美女の名前は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　慧輝が所属する書道部の部長を務める、スタイル抜群のお姉さんだ。

「待たせてしまったかしら？」

「いえ、そんなことないですよ」

　デート要員として紗雪を選んだ理由は単純で、決め手はずばり彼女の大きな胸だ。

　後輩の唯ゆい花かでは翔馬ロリコンの目がそちらにも向きそうなので、知人の中で最も発育のいい女子にご登場願ったのだ。ロリコン対策に巨乳である。

「誘ってくれて嬉うれしいわ。慧輝君とデートなんて、喫茶店にいって以来ね」

「今日はふたりきりじゃないですけどね」

　そう言って、慧輝は背後のパーカー少女に視線を向ける。

　その視線をたどった紗雪は少し驚いたような声をあげた。

「あら、誰かと思えば鳳おおとりさんじゃない」

「紗さ雪ゆき先輩、鳳先輩を知ってるんですか？」

「一年の時に同じクラスだったのよ。慧けい輝き君こそ、どうして鳳さんと？　……はっ!?　慧輝君って、もしかしてロリコ──」

「違います」

　不名誉な烙らく印いんを押されるわけにはいかないので断言しておく。

「参加者は四人って聞いていたけど、まさか鳳さんも慧輝君狙ねらいなのかしら？」

「いえ、桐生きりゆうくんはわたくしのターゲットではないのです。そもそも、桐生くんはわたくしのタイプではないですし」

「そうよね。慧輝君って、ぜんぜんパッとしないものね」

「そうですね。わたくしはもっと将来性がありそうな人が好きなのです」

「あの……おふたりさん？　後輩をいじめて楽しいですか？」

「ふふ、冗談よ。慧輝君には慧輝君のいいところがたくさんあるわ」

「そうですね。桐生くんはとてもいい人だと思うのです」

「女の人が言う〝いい人〟って〝どうでもいい人〟って意味らしいですけどね……」

　ネットの何かの記事で読んで「女の子ってこわいな」と思った記憶がある。

　後輩男子が先輩女子ふたりに弄いじられていると、翔しよう馬まが小走りでやってきた。

「やあ、遅れてごめん。掃除当番が長引いちゃってね」

「ぜんぜん待ってないのです、秋あき山やま先輩」

　そんな、何気ない小こ春はるの台詞せりふに紗雪が首をひねる。

「秋山先輩……？　え、でも、鳳さんは三ね──むぐぅっ!?」

　禁則事項を呟つぶやきかけた上級生の口を慧輝がふさぐ。

　唇の柔らかさにどきりとしたが、ここで真実を明かされるわけにはいかない。

「？　どうしたんだい、慧輝？」

「なんでもない！　紗雪先輩がつまらないギャグを披ひ露ろうしようとしたから未然に阻止しただけ！」

「そうなんだ。相変わらず仲がいいんだね」

　簡単に誤ご魔ま化かせた。持つべきものは単純な友人である。

「さて、僕が最後みたいだし、さっそくいこうか」

「そうだな。ぜひ、そうしようっ」

　並んで校門を出た翔馬と小春のあとを慧輝達も追う。

　慧輝の隣を歩く紗雪は唇に手を当てて頰ほおを赤くしていた。

　前を歩くふたりを気にしてか、紗雪が内緒話をするように声を潜ひそめて言う。

「女の子の口をふさぐなんて乱暴ね。でもそんなところが素敵だわ。ご主人様になって？」

「お断りします」

　相変わらずペット願望の衰おとろえない変態である。

　口をふさがれるのもドＭにとってはご褒美だったらしい。

「それにしても、どうして鳳おおとりさんは秋あき山やま君を先輩と呼んでいるの？」

「事情があって、鳳先輩は一年生ってことになってるんです」

「ちょっと意味がわからないのだけど……」

　翔しよう馬まに聞こえないよう、慧けい輝きも小声で紗さ雪ゆきに事情を説明する。

　小こ春はるが翔馬に片かた想おもいをしていること、ロリコンの翔馬を攻略するため実年齢を隠していることを話すと彼女は納得したように頷うなずいた。

「つまり、秋山君は鳳さんを後輩だと思っているのね。鳳さんのほうはロリコンの秋山君を落とすために年上なのを隠している、と。それはたしかに鳳さんが三年生だと知られたら困るわね」

「そういうことです」

「了解よ。秋山君には黙っていてあげる。慧輝君の経済事情を考慮してタイ焼き一個で手を打つわ」

「優しいご配慮ありがとうございます」

　タイ焼き一個でひとつの恋を守れるなら安いものだ。

「今日のデートに古こ賀がさんじゃなくて、私を選んだ理由がわかったわ。古賀さんだと、ロリコンの秋山君が目移りしてしまうかもしれないものね」

「紗雪先輩を利用したみたいですみません。……怒ってますか？」

「私、手て酷ひどく扱われると嬉うれしくなる女だから。むしろご褒美よ」

「そうでしたね」

「けど、それなら南なん条じようさんでもよかったんじゃない？」

「南条は……ある意味、唯ゆい花かちゃんよりアウトなので」

　慧輝と翔馬をモデルにＢＬ漫画を描いている人間だ。

　ネタ不足になることを危き惧ぐして慧輝の恋愛を邪魔すると宣言している真ま緒おなので、翔馬が小春に狙ねらわれていると知ったら妨害してくるに決まっている。

　幸い、真緒も小春の目的までは気づいていないようだが、それも時間の問題だ。

　時間の問題といえば、もうひとつ。

　小春の年齢もずっと隠し続けることはできないだろう。

　同じ学校に通っているのだから、いつまでも学年を偽り続けるのは不可能だ。

　何がきっかけで翔馬が気づくかわからない。

　小春に残された時間はそれほど長くはないのかもしれない。

「翔馬に秘密を知られる前に、できるだけふたりの仲を進展させたいところだな」

　真実に気づく前に翔しよう馬まの好感度を上げてしまえば、今まで彼に告白した女の子達のように簡単に振られることはないはずだ。

　それこそが慧けい輝きの提案した『小こ春はるちゃんは一年生だよ☆大作戦』の目的である。

　小春の恋を叶かなえるためにも今日のデートを成功させよう。







　四人が訪れたのは駅に近いボウリング場だった。

「ねえ、慧輝君？」

「なんですか、紗さ雪ゆき先輩？」

「ここまできておいてなんだけど。私、ボウリングって初めてなのよね」

「いきなり驚きよう愕がくのカミングアウトですね。一度もやったことないんですか？」

「自慢じゃないけど私、絶望的な運動音痴だし。ぶっちゃけスポーツなんて大嫌いよ。クラスの子とかに誘われてもずっと断り続けてきたわ」

「うわぁ……」

　掃除できなかったり、運動音痴だったりと紗雪は意外と弱点が多い。

　そのぶん、字を書いている時の彼女はとても格かつ好こういいのだけど。

「あれ？　それならどうして今日はきてくれたんですか？」

「それは……その、慧輝君が誘ってくれたから……」

「え？　それって──」

　ひとつ年上の先輩の、意味ありげな上目遣いに、甘い期待を抱いだいてしまう。

「ご主人様がやれと言えば、忠犬はクマにも戦いを挑むのよ」

「ボウリングはクマほど難易度高くないから。あと、俺はご主人様じゃないです」

　甘い期待は粉々に砕けて消えた。人生ってやつはいつも冷たくて厳しい。

　全員借りたシューズへと履き替え、それぞれ好みのボールを持ちよって準備は万端。

　慧輝と紗雪が結託し、席順は翔馬と小春が隣になるように配置した。

　いよいよゲームを始めようかとなったところで紗雪がこんなことを言い出した。

「普通にやるだけじゃつまらないし、ビリの人は罰ゲームっていうのはどうかしら？」

「盛り上がるとは思うけど、いいんですか？　紗雪先輩、初めてなんですよね？」

「平気よ。勝てばいいんだから」

「ダメだこの人……自分から頑丈なフラグを立てにいってる」

「うん。これはもうオチまで見えてるね……」

　紗雪のどこからくるのかわからない自信に、男子ふたりが曖あい昧まいな顔で頷うなずき合う。

「ふふん、それはどうかしら？　確かに運動に関してはポンコツな私だけど、今回は鳳おおとりさんがいるのよ！」

「え、わたくしですか？」

「鳳おおとりさんもそこまでうまくはないはずよ。そもそも、そんな小さい体でボールを持てるのかしら？」

「平気なのですよ。ちゃんと軽いのもありますから」

　紗さ雪ゆきの安っぽい挑発をのほほんと受け流す小こ春はる。

　見た目は子どもなのに対応が完全に大人のそれだった。

　というか、このふたりは本当に同級生なのだろうか。

　見た目と中身がちぐはぐな彼女達は、なんだか不思議な組み合わせだ。

「紗雪先輩、罰ゲームの内容はどうするんですか？」

「そうね。一位の人が、ビリの顔に落書きするというのはどうかしら？　恥ずかしいあだ名とか、いいかもしれないわね。もちろん家に帰るまで消しちゃダメよ」

「地味に嫌だな……」

「ちなみに三位は、一位の命令をなんでもひとつきくってことで」

「それ、ビリより酷ひどい罰じゃないですか」

　ありえないとは思うが、紗雪が一位になったら恐ろしい罰ゲームになりそうだ。

「僕はいいけど、小春ちゃんもそれでいいかい？」

「はい、面白そうです」

「決まりね」

　そんな感じで罰ゲームをかけた戦いは始まった。

　始まったのだが──ゲームは序盤から一方的な展開となった。

「またストライクだよ！　すごいね、小春ちゃん」

「ほんとだ。鳳さん、すごいな」

「噓うそでしょう……？」

　意外なことに、小春はメンバーの中でいちばん上手だったのだ。

「父が好きなので、よく家族で遊びにくるのです」

「なるほど、うまいわけだな」

「なんてこと……」

　思わぬ伏兵の登場に、紗雪の顔が敵部隊に囲まれた敗残兵のようになっていた。

　慧けい輝きが投げ方を教えてはみたのだが、運動音痴の紗雪はそれを全く吸収できず、へなちょこのフォームで芸術的なガーターを連発。もはや罰ゲームは免れない状態だ。

「……しかし、翔しよう馬まはさすがだな。紗雪先輩の胸にまるで興味を示さないなんて」

　ボールを投げるたびに悩ましく揺れる大きな胸。

　男の視線を釘くぎ付づけにして離さない魅惑の果実に反応しない翔馬は本当に凄すごい。

　ガーターの追加製造に余念がない紗雪には目もくれず、小春にばかり視線を向けているのだから彼のロリコンは本物だ。

「そういえば小こ春はるちゃん」

「はい？」

「前に日焼け対策って言ってたけど、屋内でもパーカーは脱がないのかい？」

「っ!?」

　翔しよう馬まの何気ない一言で、和なごやかだった雰囲気に緊張が走る。

　慧けい輝きは硬直し、小春はあわあわと動揺し、紗さ雪ゆきは知らん顔を貫いている。

　当然といえば当然の翔馬の疑問。

　日焼け対策と公言してしまっている以上、下へ手たな言い訳は通用しない。

　痺しびれるような緊張状態の中、小春が小さな口を開く。

「えっと……その、む、胸が小さいから恥ずかしくて……」

「ぐはあっ!?」

　小春の返答を受け、まるで銃で撃たれたかのように胸を押さえる翔馬。

　苦しげな表情は一瞬で、次の瞬間には菩ぼ薩さつのごとき穏やかな顔だった。

「聞いたかい、慧輝？　小春ちゃんの胸キュンな台詞せりふ」

「聞いた聞いた。悩みは人それぞれだし、パーカーに関してはそっとしておこう」

　年齢バレを回避しただけでなく、翔馬の好感度を一気に上昇させるとは。

　鳳おおとり小春──恐るべき少女である。

「……なんていうか、秋あき山やま君はだいぶ変態なのね」

「……アレでも紗雪先輩ほどではないですよ」

　さすがのロリコンもドＭでペット志願者の女子には負ける。

「それにしても、翔馬が俺より下手なのは意外だったな」

「実は、ボウリングって昔から苦手なんだよ」

「もしよかったら、わたくしがレクチャーしましょうか？」

「本当かい？　それはぜひともお願いしたいね」

　自然な流れで小春がフォームの指導を始める。

　身長差はあるものの、ふたりの距離感は本当に恋人みたいで──

（おお、なんかいい雰囲気だな……）

　また少し、ふたりの距離が縮まったようだ。

「…………ん？」

　一瞬、視界の端で何かが光った気がして慧輝はそちらに視線を向ける。

　空席に置かれた小春の鞄かばん。そのファスナーが絶妙な具合に開いていて、カメラのレンズらしきものが見えた気がしたが──慧輝は見なかったことにした。

「これ、絶対動画とか撮ってるな……」

　愛らしい容姿の小こ春はるだが、その小さな胸に宿した狂気を慧けい輝きは知っている。

　自身が所属する天文部の部室を、おびただしい数の翔しよう馬まの写真で埋め尽くしているのだ。

　初めてあの部室を見た時の恐怖は今でも忘れられない。

「この恋、本当に応援していいのかな……」

　楽しそうに笑いあうふたりを、なんとも言えない表情で見守る恋のキューピッド。

　人生を終わらせかねないスクープ写真で脅されているとはいえ、友人とストーカー娘をくっつけようとしているのだから罪深い。

（まあ、鳳おおとり先輩も悪い子ではないんだけどな。ちょっと愛が重いだけで……）

　そうしてゲームは終了。

　意外な才能をみせた小春が優勝し、順当に紗さ雪ゆきが最下位となった。

「そんで、三位は翔馬な」

「うん。まあ、そうなるよね」

　小春に教わってはいたが、たった一日で上達するはずもなく翔馬は三位となった。

　ビリは顔に落書き、三位は一位の命令に絶対服従という罰が待っている。

「では、優勝者の鳳さん。翔馬の判決をお願い」

「は、はいっ」

「小春ちゃん、お手柔らかにね」

「手心を加える必要はないわ。なるだけ理不尽で愉快な命令がベストよ」

「こらこら、紗雪先輩。ビリは黙っててください」

　翔馬の前に立ち、緊張した面持ちのパーカー少女。

　小さな手をぎゅっと握り、やっぱり小さな胸に当てて、小春は意を決して命令を下す。

「あの──今日から秋あき山やま先輩のこと、翔馬くんって呼ばせてくださいっ」

「ぐっはあああっ!?」

　なんとも可愛かわいらしい命令に堪たまらず胸を押さえて膝ひざをつくイケメン。

　ロリを愛する紳士には威力が強すぎたらしい。

　合法ロリの放った台詞せりふに胸を撃ち抜かれた彼は瀕ひん死しの重傷である。

「……慧輝」

「なんだ？」

「僕、このまま成仏してもいいかもしれない」

「いっそ成仏してしまえ」

　そうして、小春は翔馬のことを『翔馬くん』と呼べる権利を手に入れた。

　ふたりの仲は無事に進展し、ダブルデート作戦は成功したといっていいだろう。

　ちなみにダントツで最下位だった紗雪には優勝者による落書きの刑が実行された。

　小春が紗雪の頰ほおに書いたのは『私は巨乳です』という謎なぞの自己申告。

　別にあだ名でもなんでもない単なる事実だが、これで家に帰るのは恥ずかしすぎる。

　自業自得とはいえ少し気の毒に思う慧けい輝きだったが、その後、帰宅して自室でくつろいでいると紗さ雪ゆきからこんなメールが届いた。

『帰り道、通行人の舐なめるような視線を浴びて新しい快感に目覚めてしまったわ』

「もはや罰ゲームじゃなくなってるな……」

　ドＭの痴ち女じよにかかれば罰ゲームもご褒美だった模様。

　恥ずかしさを快感に変えてしまう変態の心配はするだけ損だった。





　　　　　　◇






　放課後、小こ春はるに呼び出された慧輝は〝魔境〟へと足を踏み入れた。

　壁はおろか天井まで翔しよう馬まの写真で埋め尽くされた空間。

　秋あき山やま翔馬写真館──もとい、天文部の部室である。

「……なんか、翔馬の写真が増えてませんか？」

　入室した瞬間に感じ取った異変について尋たずねると、椅い子すに座って何やらビデオカメラを弄いじっていた小春がキュートな笑顔で答える。

「気のせいだと思います」

「絶対に気のせいじゃないよ。確実に増えてるよコレ……」

　翔馬攻略作戦と並行し、彼女のストーキング活動も順調な模様。

　小春の『秋山コレクション』は増える一方だ。

「この部屋、他の部員から苦情とかないんですか？」

「わたくし以外は幽霊部員なので。顧問の先生は放任主義で部室にくることはありませんし」

「ああ、止める人が誰もいないんですね」

　校舎の一室は完全に小春の城と化していた。

　部屋の中央に置かれたテーブルを挟み、小春の正面の席に座る。

「鳳おおとり先輩、ビデオカメラなんて持って何してるんですか？」

「これはですね、この前のボウリングの様子を撮影した動画を観みているのです」

「ああ、やっぱり撮ってたんだ……」

「動く翔馬くんをあんなに近くで撮れたのは初めてで、あの日は徹夜で鑑賞会を開いてしまいました」

「先輩の盗撮ライフが充実しているようでなによりです」

「翔馬くんと仲良くなって、前より近くにいられるので生音声も録音できるのですよ。家にいても翔馬くんが傍そばにいるみたいで幸せです。最近は眠る前に翔馬くんの声を聞くのが日課になってしまいました」

「そういうの、翔しよう馬まにはバレないようにしてくださいね」

　せっかく積み上げた好感度が崩壊しかねない。

　恋する乙女の顔をしていても、やっぱり彼女の本質はストーカーだった。

　一いち途ずに想おもってもらえて羨うらやましいと思う反面、ご愁傷様ですと思ったりもする。

「それで先輩、何かいいことでもあったんですか？」

「えへへ、わかりますか？」

「だって鳳おおとり先輩、なんか嬉うれしそうだし」

「実はですね……今度の休日、翔馬くんにふたりで遊びにいこうって誘われてしまったのです！」

「おお、すごいじゃないですか」

　少しずつ進展している証拠だ。

　ふたりのキューピッドとしては大変喜ばしい報告である。

「最近は夜もメールしたり、電話で話したりしているのですよ」

「仲良くなりすぎ」

　ほとんど友とも達だち以上、恋人寸前の関係だ。

　翔馬もいつの間にか小こ春はるのことを「小春ちゃん」と呼ぶようになっていたし、慧けい輝きのいないところでも彼女は頑張っていたのだろう。

　ここまでくれば、もう慧輝のサポートなんて必要ないように思える。

「…………」

　なんとなく寂しい気持ちになって、胸の内に生まれた空虚感を紛まぎらわすように、慧輝は改めて天文部の部室を見回した。

　カーテンが開けられ、初夏の光が差し込む部屋。

　いかにも天文部っぽいポピュラーな天体望遠鏡や双眼鏡。

　壁際に置かれた机の上に何種類もカメラが並べられている。

「すごいカメラの数だけど、これって全部天文部の備品ですか？」

「いえ、ほとんどわたくしの私物ですね」

「私物って……こういうのって、けっこう高いんじゃ？」

「ご心配には及びません。こう見えてわたくし、社長令嬢なのです」

「へ？　社長令嬢？」

「鳳建設って、ご存じありませんか？」

「ＣＭでたまに見るやつだ……」

　フライドポテトの食べ方も上品だったし、仕草の端々が洗練されているとは思っていたが、まさか社長令嬢だったとは。

「鳳おおとり先輩って、体は小さいのにいろいろ規格外ですね」

「むう……それ、絶対に褒めていないのです」

　尖とがらせた唇が、不意にふっと緩む。

　まるで彼女にだけ許されたような、とても愛らしい笑顔で。

「桐生きりゆうくん、ありがとう」

「え？」

「翔しよう馬まくんはロリコンさんなので、このリボンを隠していなかったら、きっと相手にされなかったと思います」

　そう言って、小こ春はるは制服の青いリボンにふれる。

「桐生くんのおかげです。好きな人に近づけて、わたくしはとても幸せです」

　素直な感謝を向けられ、照れくささを誤ご魔ま化かすように慧けい輝きは頰ほおをかく。

「俺は別に何も……俺が手伝ってるのは、あの写真を消してもらうためだし」

「ああ、あの写真ですか。それなら協力を約束してくれた日に消しておきました」

「え？　な、なんで？」

「桐生くんは約束を破る人ではないと思ったので。だって桐生くんは、翔馬くんのお友とも達だちですから」

　つまり、小春は最初から慧輝のことを信頼してくれていたということで。

　それがなんだかとても嬉うれしくて、胸の奥が熱くなった。

「……でも、いつまでも桐生くんに頼りっぱなしではダメですね」

「先輩？」

「実はもう準備は万端なのです。今日は、ちゃんとピンクの下着ですし」

「ピンクの下着？」

「女子生徒の間で流は行やっているジンクスです。好きな男の子に告白する時、桃色の下着を身に着けると成功率が大幅にアップするそうですね」

「へえ、そんなジンクスがあるのか」

　初めて聞いたが、女子の間で流行っているなら知らなくて当然かもしれない。

「あれ？　けど、そんな下着を着けてるってことは──」

　思わず小春に視線をやると、彼女はこくんと頷うなずく。

「わたくしは、ちゃんと勇気を出したいと思います。翔馬くんが可愛かわいがってくれる鳳小春は、本当のわたくしじゃないから」

「先輩……」

「翔馬くんに気持ちを伝えてみます。今度は、本当の自分で」

　その時、彼女の瞳に灯ともっていたのは確かな決意の色で。

「──小春先輩」

「はい？」

「スクープ写真で脅すとかはなしですよ？」

「しませんよそんなこと！　……って、あれ？　今、小こ春はる先輩って」

　鳳おおとり小春は勇気を出すと決めたのだ。

　だったら慧けい輝きにできることはひとつだけ。

「頑張ってください。俺、小春先輩のこと、応援してますから」

「…………はいっ、頑張りますっ」

　その想おもいが届くことを願って──見守るだけだ。







　テニス部の練習が終わるのを待って小春は作戦を開始した。

「あれ、小春ちゃん？」

「翔しよう馬まくん。よかったら、一緒に帰りませんか？」

　まずは校門のところで待ち伏せして目的の男子生徒に接触する。

　小春の誘いを断るはずもなく、翔馬は彼女と並んで帰路につく。

　やや緊張した面持ちの女の子と、相変わらず爽さわやかな笑顔のイケメン男子。

　決意を固めた小春は微かすかに頰ほおを染め、チラチラと翔馬の様子を窺うかがって。

　告白されるなんて思ってもいない翔馬はといえば、いつもの調子で小春にとりとめのない話題を振っている。

　そんな、なんとも甘酸っぱい青春の一ページを電柱の陰から見守る不審者がひとり。

「……なんか、俺までストーカーみたいだな」

　これといって特徴のない男子高生、桐生きりゆう慧輝である。

「小春先輩はひとりで大丈夫って言ってたけど、やっぱり気になる……」

　恋のキューピッドが尾行するなか、翔馬と小春のふたりはのんびりと歩いていく。

　夕ゆう陽ひに照らされた街は特にいつもと変わりない。

　たとえば、サボりもせず仕事をし続ける信号機とか。

　それぞれの家に向かう名前も知らない人々とか。

　どこにでも転がっている、ありふれた景色が、ふたりの速度に合わせて流れていく。

　そうして学校を出てから十分ほど経たち。

　並木道の真ん中に差しかかったところで小春が急に足を止めた。

「小春ちゃん？　どうかした？」

　振り返り尋たずねる翔馬に、けれど小春は答えない。

　緑の葉を茂らせた桜の木の下で、彼女はじっと彼を見つめる。

「憶おぼえていませんか？　一年前、この場所でわたくしと翔馬くんは会っているのです」

「え？」

「あの時、翔しよう馬まくんは風に飛ばされた帽ぼう子しを取ってくれました」

　そう言って、小こ春はるはパーカーのファスナーに手をかけ、静かに下ろした。

　現れたのは制服の白いブラウスと、襟元のリボン。

　その青色を想おもい人びとに見られた瞬間、彼女にかけられていた魔法は弾はじけて消えてしまった。

　そこにいるのは、彼よりひとつ年上の、高校三年生の鳳おおとり小春だ。

「小春ちゃん、そのリボン……」

「噓うそをついて、ごめんなさい。でも、少しでもあなたに近づきたかったのです」

　一年前、彼女が彼と出会ったその場所で、小春は気持ちを言葉に変える。

「ここで初めて会った時から、ずっと、ずっと──翔馬くんのことが好きでした」

　それは彼女が一年間、ずっと胸に秘めていた想い。

　溢あふれてどうしようもなくて、こうして伝えることでしか行き場のなかった熱。

　勇気を出して告白を決行した小春。

　夕ゆう陽ひに負けないくらい顔を赤くした少女は反則的な可愛かわいさで。

　彼女がストーカーだと知っている慧けい輝きでさえ、思わずどきりとさせられるほどで。

　けれど──曇り空のような翔馬の顔を見た瞬間、慧輝には結末が読めてしまった。

「……ごめん、小春ちゃん。僕はロリコンだから……」
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　それは過去、彼に告白した女の子達に告げてきたものと同じ言葉。

「小こ春はるちゃんとは──付き合えない」







　その後、ひとりになった翔しよう馬まが足を向けたのは自宅ではなく近くの小さな公園だった。

　さびれたベンチに腰を下ろした翔馬は、そのまま動かなくなってしまった。

　夕ゆう陽ひは闇やみに吞のみ込こまれ、空はすっかり夜の色に塗り替えられている。

　小春とは違い、慧けい輝きに男の生態を観察する趣味はない。

　尾行を中止してベンチに近づくと、足音に気づいた翔馬が顔を上げ、その整った顔に驚きの色を滲にじませた。

「よう、色男。可愛かわいい女の子を振った気分はどうだ？」

「慧輝……見ていたのかい？」

「まあな。実は、小春先輩にキューピッド役を頼まれてたんだ」

「……なるほどね。そういうことか」

　翔馬は少し笑って、それだけで、怒ったりはしなかった。

　むしろ怒っているのは慧輝のほうだ。

「小春先輩、泣いてたな……」

　好きな相手に受け入れてもらえなかった小春は泣いていた。

　あの場から立ち去った彼女の目に涙が浮かんでいたのを慧輝も見た。

　どれだけ傷つき、どれほど痛かったろう。

　彼女の涙を思い出すと、胸の奥が焼かれたように熱くなる。

「小春先輩がどれだけ真剣に告白したと思ってる？　あの人はお前に会うたびに緊張してた。そもそも一年間、話しかけたくてもできなかったくらい奥手なんだ。そんな先輩が勇気を出して気持ちを伝えたのに、ロリコンだから付き合えないとか、そんな馬鹿みたいな理由で許されると本気で思ってるのか!?」

　初めて撮ったツーショット写真を幸せそうに見つめていた小春を慧輝は知っている。

　彼女がどれほど真剣に翔馬を想おもっているかを知っている。

　恋のキューピッドとして、いちばん近いところで見てきたのだから。

「誰を好きになろうが、誰と恋をしようが、それは翔馬の自由だと思う。でも、たったひとつ学年が違うだけで、年上だからダメっていうのは──」

　それではあまりにも、あの小さな先輩が可哀かわい想そうだ。

「……やっぱり、慧輝は優しいね」

「翔馬？」

「あの並木道で出会った女の子のこと、僕は憶おぼえてたよ」

「そうなのか？」

「うん。すごく可愛かわいい子だったから、また会えないかと思って何度か同じ場所で待ち伏せたりしてたんだけどね」

「お前それ、完全に不審者……」

「でも、けっきょく会えなかったんだ」

　翔しよう馬まが帽ぼう子しの女の子に会えなかったのも無理はない。

　翔馬に惚ほれ、溢あふれる愛を抑えられずにストーカーと化した小こ春はるは、常に翔馬に見つからないよう行動していたのだから。

「その子が小春ちゃんだとは気づかなかった。今よりずっと髪が短かったからね」

　髪の長さが違うだけで女の子の印象は驚くほど変わる。

　だから彼は一年ぶりに再会した小春に気づけなかった。

「翔馬は、なんで年下じゃないとダメなんだ？」

「……そうだね。慧けい輝きには話してなかったっけ」

　視線でベンチを示され、慧輝は翔馬の横に座る。

「僕に姉がいるのは知ってるよね？　双子の姉し妹まいの」

「ああ、朝あさ妃ひさんと夕ゆう妃ひさんだろ。今、大学生だったよな」

　翔馬の家に遊びにいった時、何度か会ったことがある。

　性格は違うが、どちらも人懐っこい感じの明るい美人姉妹だ。

「僕がロリコンになった原因があのふたりなんだよ」

「どういうことだ？」

「あの姉妹は重度のブラコンなのさ。それも、かなり普通じゃないレベルで」

「普通じゃないって……」

「こんなエピソードがある。僕が中学一年の時、入浴のために僕が浴室に入ると姉ふたりが笑顔で全裸待機してたんだ」

「え……」

　いきなり予想外のエピソードが飛び出した。

「その日は二月十四日で、いわゆるバレンタインデーでさ。体をチョコでデコレーションしたふたりに〝私たちを食べて〟って言われた時はめまいがしたよ」

「うわぁ……それはキツイ」

　血の繫つながった家族が体にチョコを塗りたくって「私を食べて？」と迫ってくるとか。

　画え的てきにも精神的にもつらいものがある。

「……いや、待てよ？　瑞みず葉はならいいか？」

　体をチョコでデコレーションした可愛い妹が「わたしを食べて？」と迫ってくる場面を想像してみる。

「ご褒美じゃね？」

「慧けい輝きのシスコンはともかく。そんな感じで昔からいろいろ弄いじられてね。いつの間にか年上の女子を避けるようになっていたってわけ。気づいたらロリにまっしぐらさ」

「まあ、翔しよう馬まがロリコンになった理由はわかった」

　人体へのチョコデコレーションをリアルで実行してしまう姉し妹まいだ。

　破天荒な姉達に振り回され、玩具おもちやにされる弟の苦労は容易に想像できる。

　姉のせいで大変な幼少時代を過ごし、そこですっかり年上に嫌気が差した翔馬はロリしか愛せなくなってしまった。

「朱と鷺き原はら先輩みたいに、友人として遊びにいくくらいなら問題はないんだけどね。でも、恋愛対象になるかと言われると難しいんだよ。今の子は発育がいいから、高校生くらいになるともう見た目からして受け入れられないし」

「本当に最悪なカミングアウトだな……」

　相変わらず残念なイケメンである。

　発展途上のちっぱい以外はＮＧと言っているのだから手の施ほどこしようがない。

　もしかしたらロリコンは不治の病やまいなのかもしれない。

　下級生だろうと発育のいい子はお断り。

　見た目はロリでも年上の時点でお断り。

　これまで翔馬に告白して散っていった女の子達と同じく、ロリコンの射程範囲に入れなかったから小こ春はるは拒絶されたのだ。

「けどさ、それじゃあ、どうして翔馬はそんな顔してるんだ？」

「え？　僕、どんな顔してる？」

「瑞みず葉はの言葉を借りると、迷子みたいな顔してる」

「迷子……そっか。そうかもしれないね。なんかさ、小春ちゃんを泣かせてしまった時、すごく胸が痛かったんだよ。告白を断ったことは何度かあるけど、こんなに強い痛みは初めてだったんだ」

　そう言った彼の表情は、酷ひどく叱られた子どものようだった。

　きっと鳳おおとり小春という少女は、今まで翔馬に告白したどの女の子とも違っている。

　この救いようのないロリコン野郎の心を、こんなにも揺らしているのだから。

「楽しかっただろ？　小春先輩といるの」

「……そうだね」

「たぶんそれは、見た目とか歳としとか関係なしに、小春先輩だからだよ」

「…………わかってる」

　その声に含まれていたのは、小春を傷つけてしまったことの後悔と罪悪感。

　けれど、次に紡がれた言葉には別の響きが込められていた。

「僕も、このままじゃいけないって──わかってるよ」

　それは、迷いながらも彼が下した決断。

　自分と相手の心に向き合うために必要な、確かな〝決意〟だった。





　　　　　　◇






　翌日の放課後。天文部の部室は暗くら闇やみに満たされていた。

　慧けい輝きが初めて訪れた時と同じ人工の夜。

　遮光性に優れたカーテンが閉められ光が追い出された部屋の中、それでも床の上にぺたんと座る小こ春はるの姿を視認できたのは、彼女のスマホが持ち主を照らし出していたからだ。

　小さな手の中でぼんやりと光る液晶画面。

　映し出されていたのは、作戦の初日に撮った翔しよう馬まとのツーショット写真だった。

「小春先輩、やっぱりここにいた」

「桐生きりゆうくん……」

「電話にくらい出てくださいよ。心配するでしょ」

「……ごめんなさい」

　スマホをぎゅっと胸に抱いて、小春は再び「ごめんなさい」と口にする。

「桐生くんが応援してくれたのに、振られてしまいました」

「樹きの陰から見てました。小春先輩は頑張ったよ。アレはむしろ翔馬が悪い」

「そ、そんなことは……」

「だって、年上だから付き合えないとか意味不明でしょ？」

「それは…………そうかもです」

　振られた場面を思い出したのか、泣きそうな顔になって頷うなずく小春。

　慧輝は彼女の前にしゃがみ込み、小さな上級生の頭を優しく撫なでた。

「あいつ、顔はいいけど、ぶっちゃけ中身は最低ですよね。真顔で〝ちっぱい以外に興味はありません〟とか言うんですよ？」

「たしかに、そういうところは少しデリカシーに欠けるかもしれません……」

「でしょ？　女の子が勇気を出して告白したのに〝僕はロリコンだから〟って、どんな断り文句だよって話ですよ。酷ひどすぎると思いませんか？」

「お、思います！　それは本当に傷つきました！」

　勢いよく顔を上げた小春がお腹なかの底から叫ぶ。

　そこからはもうノンストップで、ふたりでひたすら秋あき山やま被告の罪状を読み上げていく。

「だいたい翔馬はわかってない！　年上には年上の魅力があるっていうのに！」

「ですよね！　昔から姉あねさん女によう房ぼうのほうがいいって言いますし！」

「そうそう。男だってやっぱり包容力のある年上に甘えたいって思うし！」

「あえて年下に飛びつく意味がわからないのです！」

「膨らみかけがいいとかマニアックすぎるだろ！　やっぱり巨乳がいちばんだ！」

「いえ、貧乳は貧乳で素晴らしいし需要もあると思います！」

「だいたいロリコンってなんだよ。小さい子が好きとか普通にアウトだろ！」

「ですです！　ロリコンは重罪だと思うのです！」

　熱を増していくふたりの議論。

　ロリコンは重罪との判決が出たところで被告人が顔を出した。

「……あの、そこまでにしてくれないかな。それ以上はさすがに僕も心が痛いよ。なんかもう罪悪感で胸が張り裂けそうだよ」

「し、翔しよう馬まくん!?」

　胸を押さえながら、開けっ放しだったドアから入ってきた翔馬。

　思わぬ訪問者に、小こ春はるが弾はじかれたように立ち上がり、あわあわと慌て出す。

「あ、あのあのっ、これは気の迷いというか、けして翔馬くんの悪口を言ってたわけじゃなくて、ただ日頃の翔馬くんへの不満をぶちまけていたといいますか……っ」

「小春先輩、漏れてる漏れてる。本音が漏れてるから」

「ああっ、しまったのですっ!?」

　気が動転して、すっかりポンコツと化したお嬢様の前に翔馬が進み出る。

　彼は小春の小さな手を握り、唐とう突とつな展開に彼女は目を瞬またたかせた。

「小春ちゃんと一緒にいた時間、すごく楽しかった」

「へ？」

「僕はロリコンだけど、小春ちゃんならもしかしたらと思って、でもそのためにはリハビリが必要っていうか……だから小春ちゃんに協力してほしいんだ」

「？　つまり、どういう……？」

「つまり、その──僕と、お友とも達だちから始めませんか？」

　それは、秋あき山やま翔馬にとって一世一代の告白だった。

　小春のことが気になっているのは事実だが、ロリコン的にはいきなり年上と付き合うのも抵抗があるので、少しずつステップを踏んでいこうというメッセージ。

　告白される経験は豊富でも、自分がする側になったのは初めてという秋山少年である。

　たったこれだけを伝えるのに相当の勇気を振り絞ったのだが、肝心の小春はというと、なんとも冷たいジト目で彼を見つめていたのだった。

「……ラブコメの主人公とか、よくその台詞せりふを使いますけど」

「うん？」

「それってつまり、はっきり付き合うとは断言せず、さりとてバッサリ断るわけでもなく、とりあえずキープだけはしておくという最低の選択なのですよね？」

「ぐはっ!?」

「翔しよう馬まくんは最低です」

「最低……僕は最低……」

　予想外の展開に、黙って見守るつもりだった慧けい輝きが堪こらえきれずに吹き出してしまう。

「……笑わないでくれるかな、慧輝」

「すまん、つい」

　そんな男子ふたりのやり取りを見て、小こ春はるもふわりと微笑ほほえむ。

「ふふ、冗談なのですよ。ロリコンだからダメとか酷ひどいことを言われたのですから、これくらいの仕返しは許してください」

「う……そうだね。その節は本当にごめん」

　傷つけて、謝って、許してもらって、ようやくゼロに戻って──

　彼女は彼の告白に答えるため、まっすぐに想おもい人びとを見つめた。

「わたくしは翔馬くんの傍そばにいられるだけで幸せです。ぜひ、お友とも達だちから始めましょう」

「……うん。よろしくね、小春ちゃん」

　キューピッドの理想とは少し違ったけれど、これはこれで悪くない結末だった。

「よかったですね、小春先輩」

「はいっ」

　日ひ溜だまりのような笑顔が見られただけで、彼女に協力してよかったと思えた。

　やっぱり女の子は笑っているほうがいい。

「ていうか、この部屋暗くないかい？　カーテン開けようよ」

「ああ、そうだな………………ん？　……あっ!?」

　その時、慧輝の脳裏によぎったのは重大な事案。

「ちょっと待て、翔馬──っ!!」

　制止の声は手遅れで、翔馬が遮光カーテンを勢いよく開け放つ。

　待ちわびていたようになだれ込む日光。

　爽さわやかな初夏の日差しに満足げに目を細める翔馬。

　しかし次の瞬間、彼の表情が凍り付いた。

「…………え？」

　姿を見せたのは、部屋全体に星のようにちりばめられた無数の写真。

　それらは小春が一年の歳月を費やして収集した狂気の秋あき山やまコレクション。

　想像してみてほしい。

　壁と天井にびっしりと盗撮写真が飾られている女の子の部屋を。

　そんな光景を目の当たりにした時「この子はこんなにも俺のことを愛してるのか！　俺も君を愛してるぜ！」みたいな展開に果たしてなるだろうか？

　否、普通は「こわっ!?　なにこれこわっ!?」とドン引きするだろう。

　無論、秋あき山やま翔しよう馬まも例外ではなかった。

　身に覚えのない、おびただしい数の自分の写真を見て、文字通り言葉を失う翔馬。

　全てが台無しになり、絶望感から顔を手で覆ってうなだれるキューピッド。

　和なごやかな雰囲気から一転、天文部の部室は葬式のような空気に包まれていた。

「これ、全部……小こ春はるちゃんが撮ったのかい？」

「はいっ、全部わたくしが撮りました！」

　褒めてくださいと言わんばかりに元気に肯定する盗撮魔。

　対して彼女の恋愛対象ターゲツトは死んだ魚の目になっていた。

「僕、やっぱり年上は無理かもしれない……」

「うん。まあ、そうだろうな……」

　年齢の問題は乗り越えられても、これはさすがにアウトらしい。

　いくら可愛かわいくても変態は無理っぽいということで最終結論フアイナルアンサー。

　ストーカー少女の愛は重すぎて、テニス部のエースでも打ち返せないようだった。
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　六月下旬の日曜日。爽さわやかな青空が広がった休日の朝。

　慧けい輝きは自室で純白のパンツを天に掲げていた。

　ベッドに仰あお向むけになり、女物のパンツを両手で掲げ持つ男子。

　どう見ても変質的な光景だが本人は至って真剣だ。

「このパンツは、いったい誰のものなんだろう……」

　先日、新たなシンデレラ候こう補ほだった藤ふじ本もと彩あや乃のが匂いフェチであることが判明した。

　男子の体臭に異様な執着を示す彩乃は、階段で抱き留められた際に慧輝の匂いに惚ほれ込こんでしまい、ことあるごとに慧輝に接近してはその匂いを愉たのしんでいたのである。

「可愛い顔してとんでもない変態だったな、藤本さんは」

　彩乃が恋文の差出人かもしれないという淡い期待は砕け散った。

　これで部外者がシンデレラという線はほぼ消えただろう。

「やっぱり、書道部の誰かがシンデレラってことなのか……？」

　書道の才能を持つイタズラ好きの先輩、朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　素直で明るく笑顔が天使のような後輩、古こ賀が唯ゆい花か。

　素っ気なくも優しいツンデレな同級生、南なん条じよう真ま緒お。

　しかし彼女達は全員が変態娘。

　慧けい輝きのペットになりたいとか、奴ど隷れいになってほしいとか言ってくるのだ。気に入られているのは確かだろうが、彼女達の好意が恋愛感情なのかと問われると首を傾かしげてしまう。

「んん……わからん」

　可愛かわいいデザインのパンツは一点の曇りもない純白。

　白の下着を好むシンデレラはさぞ清せい楚そな女の子なのだろうと期待に胸を膨らませていたのだが、この調子ではその理想も望み薄かもしれない。

「……けど、みんな可愛いところもあるんだよな」

　変態だとわかっていても、ふとした瞬間に見せる笑顔にどきりとすることがある。

　変態であることにさえ目をつぶれば、彼女達は文句なしに魅力的な女の子なのだ。

「……可愛かったら、変態でも好きになれるか？」

　口をついた自問に結論を出すことはできなかった。

　それは『変態娘を受け入れることができるのか？』という問いかけと同義だ。

　彼女達の誰かがシンデレラだった時、自分がどんな答えを出すのか、慧輝にはまだわからなかった。

「……顔でも洗ってスッキリするか」

　シンデレラのパンツを秘密の隠し場所に封印して部屋を出る。

　寝起きのＴシャツに短パンというラフな格かつ好こうで一階に向かい、脱衣室も兼ねている洗面所の扉を開け放つ。

「……ほぇ？」

　呆ほうけた声は、洗面所にいた先客の唇から零こぼれ落おちた。

　シャワーを浴びていたのだろう、肩の上で揺れるクセっ毛がまだ湿っている。

　かろうじてパンツは穿はいていたものの、今まさにブラジャーを手に持ったタイミングで、なかなかに大きなその胸は生まれたままの状態だった。

　細い肩も、可愛いおへそも、白く眩まぶしい脚も、全てがオープンワールド。

　文句のつけようのない女の子の裸がそこにあった。

「……あのね、兄さん？」

　慌てる素振りもなく、けれど胸はしっかりと手で隠す瑞みず葉は。

　少し頰ほおを赤くした妹が、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす兄に抗議の視線を送る。

「いくら兄妹でも、恥ずかしいんだからね？」

「はい！　すみませんでした！」

　全力で頭を下げて可及的速やかに扉を閉めた。

「はあ……びっくりした」

　同じ家で何年も暮らしているのだ。お互たがいの着替えに遭遇したり、使用中のトイレを開けてしまったりといったトラブルは何度かある。

　そういう事故が起きないよう気をつけてはいるから、高校に入ってからは一度もなかったのだが、今日は考え事をしていたせいで気が緩んでいた。

　綺き麗れい好ずきの瑞みず葉はがよく朝にシャワーを浴びているのは知っていたはずなのに。

「……瑞葉って、けっこう着き瘦やせするタイプなんだよな」

　服を着ているとそう見えないが実はけっこう胸が大きい。

　パステルグリーンのパンツもよく似合っていた。

　脳裏に焼き付いた白い肌を思い出して頰ほおが熱くなる。

「……って、妹の裸でなにドキドキしてるんだ、俺はっ」

　多少シスコンなのは自覚している慧けい輝きだが、妹の裸で昂たかぶるのは倫理的にアウト。

　兄は妹に欲情してはいけないのである。

　冷たい水で顔を洗いたい気分だが、洗面所は妹が使用中。

　瑞葉の着替えが終わるのを待つしかない。

　兄が妹の着替えを覗のぞく事案が発生し、桐生きりゆう家の休日は朝から波乱の幕開けとなった。







　その後、しっかりと服を着た瑞葉は慧輝の部屋にいた。

　ベッドの上で、兄妹が背中合わせになって読書中。

　同どう棲せい中のカップルのようだが、この兄妹の間では標準的なスキンシップだったりする。

　慧輝に背を預け、体育座りで文庫本を読む瑞葉は、先ほどの事故など気にしていないような素振りだが、本のページをめくる間隔が普段よりも長いことに慧輝は気づいていた。

「ね、兄さん？」

「ん、なに？」

「兄さんは、パステルグリーンのパンツをどう思う？」

「瑞葉に似合ってて、大変よろしいと思う」

「ありがと」

「どういたしまして」

　背中越しに交わされる、意味不明な会話のキャッチボール。

　それは照れ隠しとかそういう類たぐいの、いつものふたりに戻るために必要なプロセスで、脱衣所の事件の気まずさを引きずらないよう、あえて冗談めかして清算しているのだ。

「着替え中に乱入されるとか、兄さんにとっては事故でも、わたしにとっては事件なんだからね？」

「先ほどの件は、ほんとうにすみませんでした」

「もういいよ。わざとじゃないの、わかってるし」

　届く声に怒っている響きはない。どうやら本当に許してくれたらしい。

「でも珍しいよね。兄さんがわたしの着替えを覗のぞいたのって、中学の時以来だっけ」

「普段は気をつけてるからな。今日はちょっと、考え事してたから」

「もしかして、またなにか悩みごと？　妹に相談してみる？」

「いや、ちょっと相談しづらい内容だから」

「遠慮しなくてもいいよ。わたしと兄さんは家族なんだから」

「……やばい。妹が優しすぎて天使に思えてきた」

　さすがは最愛にして自慢の妹。

　変態娘達のせいで荒すさんだハートを癒いやしてくれる、まさに砂漠のオアシスである。

「瑞みず葉はは、俺が女の子をペットにしたいとか言い出したらどうする？」

「通報するけど」

「じゃあ、女の子の奴ど隷れいになりたいって言ったら？」

「通報する」

「女の子のパンツを嗅かぎたいって言ったら？」

「通報」

「だよなー。よかったー。やっぱり俺がおかしいわけじゃないんだな」

「や、妹にそんな質問する時点で変だから」

　確かに妹にする質問ではなかった。今後は変な質問は自重しよう。

「瑞葉は、俺が恋をしたいって言ったらどうする？」

「通報する」

「なんで!?」

「冗談だよ。兄さんが真剣なら、ちゃんと応援してあげる」

「お、おお。ありがとう」

「どういたしまして。パンツを褒めてくれたお礼だよ」

「パンツを褒めると恋を応援してくれるとか、どんなキャラ設定なんだ」

　背中合わせで、お互たがいの表情が読み取れないまま、兄妹の会話は続く。

「そういえば、学校の女子の間でジンクスが流は行やってるらしいな」

「ジンクス？」

「好きな男子に告白する時、桃色の下着を着けると成功率が大幅アップするらしい」

「それなら知ってる。たしかに女子の間では有名だね」

「そっか。やっぱり、けっこう広まってるんだな……」

「むしろ、どうして兄さんが知ってるの？」

「とある先輩から聞いた」

「そうなんだ」

　それきり会話は途切れ、ふたりはそれぞれ読書に集中する。

　お日様が暖かく照らす部屋に、時おりページをめくる音だけが響く。

「ね、兄さん？」

「んー？」

「たまには、のんびりするのもいいね？」

「……だな」

　暇な時間をダラダラ過ごすほど贅ぜい沢たくなことはない。

　気を許せる相手が傍そばにいれば最高だ。

　だから、これはきっと世界でいちばん幸福な時間。

　いろいろショッキングな出来事が重なり、疲れ果てていた慧けい輝きにとっては、摩耗した心を癒いやすための大切な休息だった。

　それから二時間ほど経たった頃、読んでいた本を閉じて瑞みず葉はがベッドから下りた。

「そろそろお昼にしよっか。兄さんは食べたいものある？」

「瑞葉の作るものならなんでもいい」

「それ、主婦が言われていちばん困るセリフ」

「簡単なものでいいよ。麵めん類るいとか」

「じゃあ、スパゲッティでも作ろうか。ひき肉があるからミートソースにしよう」

　楽しそうに口ずさんで瑞葉は部屋を出ていった。

　和洋中、どれも高水準の料理を生み出せる妹は桐生きりゆう家に欠かせない存在だ。

「ほんと、瑞葉はいいお嫁さんになるな」

　掃除好きで家の中を常に清潔に保ち、料理まで得意なのだから隙すきがない。

　このご時世、瑞葉くらい家事スキルの高い女子高生も珍しいだろう。

「さて、昼飯を食べたあとは何をしようか──」

　家にある映画のＤＶＤを観みてもいいし、夕方までダラダラ過ごすのもいいだろう。

　どちらにしても穏やかな時間が続くと慧輝は思っていた。

　その一時間後、ひとりの訪問者が家のチャイムを鳴らすまでは。







　午後一時過ぎ。ランチを終えた桐生兄妹がリビングでテレビを観ていると、来客を知らせるチャイムが鳴った。

　慧輝が対応し、玄関のドアを開けると、そこにいたのは見慣れた黒髪美女。

　大学生と言っても通用するであろう大人びた容姿。白のブラウスに、丈が長めの落ち着いたスカートを合わせた私服姿の朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきだった。

「こんにちは、慧けい輝き君」

「紗さ雪ゆき先輩、どうしたんですか？」

「暇だったから遊びにきたわ。これ、紗雪さんおすすめのお店のケーキよ。妹さんとふたりで食べて」

「あ、これはご丁寧にどうも」

「ふふ、ケーキどうしで共食いね」

「言うと思った。ぜんぜん面白くないです。……まあ、せっかくきてくれたんだし、どうぞ上がってください」

「お邪魔するわ」

　ケーキの紙箱をリビングの瑞みず葉はに預け、紗雪を自室に案内する。

「あら、ずいぶん綺き麗れいにしているのね」

「瑞葉が綺麗好きだから、俺も散らかさないようにしてるんです」

「素敵ね。近い将来、ここが私の犬小屋になるのね」

「ならないですね」

「慧輝君は私の何が不満なの？　美人で巨乳のお姉さんキャラとか、年頃の男の子には夢のような物件じゃない？」

「ペットになりたいとか言ってる時点でアウトですよ」

　紗雪には来客用のクッションに座ってもらい、テーブルを挟んで慧輝も腰を落ち着ける。

「それで、今日はどうしたんですか？」

「慧輝君に見せたいものがあるの」

「見せたいもの？」

　彼女はバックから犬耳の付いたカチューシャを取り出すと、そっと頭に装着した。

　そして今度は尻尾しつぽらしき物体を腰の下あたりに取り付ける。

「どうかしら？」

「どうかしらと言われても……」

　髪に合わせたのか、黒い犬耳とフサフサの尻尾で獣けも耳みみ娘と化した上級生。

　後輩の家でその格かつ好こうをする意味が理解できず、慧輝は無意識に身構えてしまう。

「そんなに警戒しなくても、別に変なことはしないわ」

「その格好が既に変なんですけど……」

「可愛かわいくないかしら？」

「……ちょっと、びっくりするくらい可愛いです」

「ふふ。素直な男の子は好きよ」

　実際、今の紗雪の姿はかなり愛らしかった。

　紗雪の素材がいいのもあるだろうが獣耳の破壊力は尋常じゃない。

　ペットにしたいとは思わなくても写真くらいは撮りたくなる魅力があった。

「この間はごめんなさい」

「？　なんのことですか？」

「ゴミ拾いに参加した時のことよ。ほら、その……いろいろとあったでしょう？」

「ああ、確かにいろいろとありましたね」

　橋の下で興奮した紗さ雪ゆきにいろいろ舐なめられた記憶が呼び起こされる。

「あの時のこと、少しやりすぎたかなって反省したのよ。飼い主に嚙かみつくなんて、ペットにあるまじき失態だったわ」

「俺は飼い主じゃないですけどね」

「それで、私は自主的に反省をしたわけだけど、慧けい輝き君にも非があると思うの」

「どういうことですか？」

「確かに私はおいたをしたわ。でもそれは、慧輝君の愛が足りないのが原因よ」

「えええ……」

「犬はご主人様の愛を感じられないと不安になる生き物なの。だから今日は、慧輝君に愛めでてもらいにきました」

「理屈はわかったけど……けっきょく俺は何をすればいいんですか？」

「私を犬みたいに扱ってほしいの」

「嫌です」

「そう。しかたないわね。できればこの手は使いたくなかったのだけれど……」

　紗雪が鞄かばんから取り出したのは南なん条じよう真ま緒おが描いたＢＬ本。

　慧輝と翔しよう馬ま──もとい、ケーキと翔しよう斗とが激しく互たがいを求め合う濃厚な同人誌である。

「してくれないなら、これを妹さんに献上するわ」

「それはマジで勘弁してください！」

「なら、どうすればいいかわかるわね？」

「……わかりましたよ。今から先輩を犬みたいに扱うことにします」

　契約が結ばれると、紗雪は満足げに微笑ほほえんだ。

　気軽に持ち歩いてはいけない有害図書は鞄の中に戻される。

「けど、犬みたいに扱うっていってもなあ……どうすればいいんだろ」

「慧輝君は犬と遊んだことはないかしら？」

「ありますよ。親の実家に大きな犬がいますから」

「じゃあ、その子にしてあげたことをすればいいと思うわ」

「あ、そうか。そういうことなら…………紗雪先輩、お手！」

「わんっ！」

　差し出した手に、紗雪が軽く握った手をのせた。

　なんだか、とても幸せそうな笑顔で。

　やっていることは激しく疑問だが、眩まぶしい笑顔に思わずときめいてしまう。

「つ、次は何をすればいいですか？」

「そうね……頭を撫なでてほしいわ」

「わかりました。じゃあ、こっちにきてください」

　手招きすると、素直に近寄ってくる紗さ雪ゆき。

　隣にすとんと座った彼女の頭を撫でてやると、気持ちよさそうに目を細めた。

「ふふっ。これ、とっても幸せよ」

「それはよかった」

　犬のように扱えと言われた時はどうなることかと思ったが、これくらいのスキンシップなら許容範囲内。むしろ少し役得かもしれない。

　そんなことを思いながら紗雪の頭を撫で続ける。

「…………」

　気づくと、隣に座る紗雪にじっと見つめられていた。

　頰ほおを赤く染めた少女の、何かを期待するような眼まな差ざしに慧けい輝きは緊張してしまう。

「……ね、慧輝君？」

「な、なんですか？」
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「飼い犬はね、ご主人様にお腹なかを撫なでられると喜ぶのよ？」

「…………へ？」

　数分後、準備を整えた紗さ雪ゆきはベッドの上に横たわっていた。

　仰あお向むけになった彼女の、ブラウスのボタンが下から三つほど外されており、真っ白なお腹があらわになっている。

　犬がお腹を見せるのは服従の意味が込められているというが──なるほど、これほど無防備な姿は、よほど信頼している相手にしか見せられまい。

　だとすれば、紗雪はそれだけ慧けい輝きを信頼しているということだろうか？

　そう思うと、ただでさえ熱い頰ほおが更に温度を上げた。

「ね、早く撫でて？」

「は、はい……」

　紗雪の横に座り、緊張しながらお腹を撫でてみる。

「……んっ、ふふ……くすぐったい」

「でしょうね」

「お腹を撫でられるのって変な感じね。思っていた以上に恥ずかしいわ」

「じゃあ、もうやめますか？」

「ダメよ。せっかく犬扱いしてもらってるんだから簡単にはやめないわ。くすぐったいし、恥ずかしいけど、なんだか安心するの。もっとしてほしいわ」

「わかりました」

　要求に応えてお腹を撫でると、彼女は心地よさそうに目を細めた。

　時おりくすぐったそうに身をよじらせ、くぐもった声を漏らすのが悩ましい。

　女の子のお腹を撫でるとか、それだけでも背徳感で妙な気分になるのに、滑なめらかな肌の感触とか、女子特有の甘い香りに理性が崩壊しそうになる。

　ベッドの上で女の子が熱い吐息を漏らしている状況は精神衛生上よろしくない。

「ね？　私、少しだけ犬の気持ちがわかったかもしれないわ」

「なんですか、それ？」

「慧輝君に撫でてもらっていると、心がふわふわして満たされた気分になるの。犬がこうしてほしがるのは、大好きなご主人様の優しさを感じられるからなのね」

「それって……紗雪先輩も喜んでくれてるってことですか？」

「ええ、スイーツバイキングでお腹いっぱいお菓子を食べた気分よ」

「よくわからないけど、すごく満たされているのはわかる」

「そうね。この幸せを慧輝君にもわかるように表すなら──これくらいかしら？」

　そう言って紗雪は両手を伸ばし、慧輝の頭を自らの胸に抱き寄せた。

「──むぐっ!?」

　その瞬間、慧けい輝きの顔面が幸せで満たされる。

　この世のモノとは思えないくらい柔らかい、最高級のクッション。

　異性の柔らかさと、甘い香りに意識がとけそうになる。

「慧輝君が大好きなおっぱいの感想はどうかしら？」

「控えめに言って……最高です」

「素直でよろしい。──ああ、可愛かわいいわ。慧輝君はなんて可愛いのかしらっ」

　後輩男子の純粋な反応が年上女子のツボを刺激してしまったのか、嬉うれしそうに足をジタバタさせた紗さ雪ゆきは更に強く後輩の頭を抱き寄せた。

　当然、そんなことをすれば彼女の巨乳に慧輝の顔が完全に埋まってしまい──

「ふがっ!?　ふごごごごおおおっ!?」

　この通り、全く呼吸ができなくなるのである。

　まさに天国と地獄。

　慧輝が巨乳で窒息しそうになった、その時、

「兄さん、お茶が入ったけど──」

　絶望的なタイミングで部屋のドアが開け放たれた。

　考えてみると、気配り屋さんの妹が客人にお茶を用意しないはずがない。

　彼女がトレイに飲み物とお菓子を載せて部屋を訪れるのは予測できたはずだ。

　兄が女子の胸に顔を埋うずめている現場を目撃した瑞みず葉はは、何事もなかったかのように踵きびすを返した。

「ごゆっくり～」

「待って!?　その気遣い、いらない！」

　部屋に紗雪を残して慧輝はすぐさま妹を追った。

　その後、一階のリビングにて緊急家族会議が開かれた。

　議題はもちろん、長男のアブノーマルな不純異性交遊についてである。

「先輩の女の子に犬耳着けてベッドに押し倒すとか、兄さんは変態さんだったんだね」

「誤解！　それ誤解だから！　俺はただ、紗雪先輩のお腹なかを撫なでてただけなんだ！」

「女の子のお腹を撫でるとか、その趣味はさすがにわたしも擁護できません」

「ああっ!?　弁解すればするほど誤解が深まっていく……っ！」

　そんな感じで、ご立腹の瑞葉に言い訳をしている間『まるで浮気現場を妻に目撃された夫みたいだな』と思う慧輝なのだった。







　もう少しで午後三時を回る頃、家の玄関先に紗雪と慧輝の姿があった。

「今日は楽しかったわ」

「俺は妹に見られて寿命が縮むかと思いました……」

「そう？　妹さんに見られて、私はちょっと気持ちよかったけど」

「俺は先輩みたいに羞しゆう恥ちを快感に変換できないんですよ」

　瑞みず葉はへの言い訳タイムから解放され、疲れ切った慧けい輝きが部屋に戻ったあと、わりとすぐに紗さ雪ゆきは「そろそろ帰る」と言い出した。

　滞在時間は二時間ほど。もともと長居する気はなかったようだ。

　見送りに出た慧輝は、紗雪にとある疑問をぶつけてみることにした。

「紗雪先輩は……俺じゃないとダメなんですか？」

　憧あこがれの先輩がドＭの変態だと知った時、紗雪の「私をペットにしてください」という告白に慧輝は「ＮＯ」と答えた。

　だというのに、慧輝は今も彼女の元から離れられずにいる。

　紗雪をペットにする気のない自分が彼女の傍そばにいていいのだろうか──

　そんなことをぐるぐる考えたりもする。

「先輩をペットとして可愛かわいがってくれるご主人様が欲しいなら、もっと相性のいい人を探したほうが──」

　言葉を差し止めたのは、彼女の指だった。

　唇にふれた指は細く華きや奢しやで、たったそれだけの接触で心臓が跳ねる。

「ドＭにはドＭなりのプライドがあるのよ。自分が認めた相手にしか心は預けないし、支配されたいとも思わない。私は、慧輝君しかご主人様と認めないわ」

　そう言い放って、紗雪は不意打ちぎみに後輩の頰ほおをぺろりと舐なめた。

「ちょっ、紗雪先輩!?」

「マーキングよ。私の飼い主さん候こう補ほは人気者だから、他の子に取られないようにね」

　意味深な言葉に素敵なウインクを添えて彼女はくるりと背を向ける。

「今日はありがと。──いっぱい愛してくれて、満足よ」

「その言い回しは各所に誤解を振りまくのでやめてください」

　ご近所で噂うわさになりかねない危険な台詞せりふを言い残し、台風のような上級生は帰っていった。







　紗雪が帰宅してわずか五分後、桐生きりゆう家に再び来客を報しらせるチャイムが鳴り響いた。

　玄関のドアを開けた慧輝が見たのは、太陽のように眩まぶしい笑顔。

「慧輝先輩、こんにちは」

「唯ゆい花かちゃん？　どうしたの？」

「暇だったので遊びにきちゃいました」

　紗雪と入れ替わるようにやってきたのは、金色の髪と青い瞳を持つ女の子。

　小柄な体に異国の色をちりばめた古こ賀が唯ゆい花かの訪問だった。

　今日の唯花は短めのスカートにクリーム色のカーディガンを組み合わせた私服姿で、いかにも元気な女の子といった雰囲気だ。

「これ、唯花が焼いたお菓子です。瑞みず葉は先輩とおふたりでどうぞ」

「あ、これはどうも。ご丁寧に」

　受け取った紙袋の中には、綺き麗れいにラッピングされたマドレーヌが入っていた。

「せっかくきてくれたんだし、どうぞ上がってくれ」

「お邪魔しまーす」

　お手製のお菓子を居間にいた瑞葉に預け、唯花を自室に案内する。

「わー、慧けい輝き先輩のお部屋、初めてです」

　物珍しそうに部屋を見回す金髪少女。

「見た感じ、エッチな本は見当たらないですね」

「見当たるところにあったら事件だろ」

「ということは、あるんですね？」

「えーと…………とりあえず適当に座ってくれ」

　来客用のクッションに座ってもらい、テーブルを挟んで慧輝も腰を落ち着ける。

　そのタイミングで瑞葉がお茶を持ってきてくれて、唯花がお礼を言っていた。

　温かいお茶をのほほんと飲む後輩を観察してみる。

　紗さ雪ゆきの時も思ったが、自分の部屋に女の子がいる状況はなかなかに緊張する。

　ある程度の好意と信頼がなければ男子の家に上がることはないだろうし、可愛かわいい女の子が訪ねてきてくれるのは、年頃の男の子にとってかなり嬉うれしいイベントだ。

　しかしそれは訪ねてきたのが普通の女の子だった場合の話。

　そして古賀唯花は控えめに言って普通じゃない。

　男子の口に自分の脱ぎたてパンツを詰め込むくらいに普通じゃない。

　先ほどの紗雪の前例もあるし、慧輝が警戒してしまうのも無理からぬことだった。

「それで、今日はどうしたんだ？」

「率直に言いますと、慧輝先輩を調教しにきました」

「へえ、調教…………調教!?」

「最近の慧輝先輩は唯花に対する態度がなってないと思うんです。唯花がバニーガールをした時も勝手に写真を撮ったりしたし、この前は胸までさわられました。ここらへんで唯花の奴ど隷れいとして自覚を持ってもらうために躾しつけをする必要があると思ったんです」

「いやいや、俺ってば奴隷じゃないし。いきなり調教とか躾とか言われても困るんだけど」

「安心してください。躾と言ってもすごくソフトですから。慧輝先輩には、少しだけ恥ずかしい思いをしてもらうだけです」

「恥ずかしい思いって……具体的に何をするんだ？」

「ずばり！　これです！」

　彼女が紙袋から取り出したのは、バニーガールの衣装だった。

　カチューシャタイプのうさ耳から網タイツまで一式完かん璧ぺきに揃そろっている。

　しかしなんだろう。そのバニー衣装には違和感があった。

　以前、部室で唯ゆい花かが着ていたものよりもサイズがだいぶ大きいような……？

「ええっと……唯花ちゃんがここでバニーガールになるってこと？」

「なにを言ってるんですか？　慧けい輝き先輩が着るんですよ？」

「え……」

「バニーの衣装を着た恥ずかしい姿の先輩を、唯花が心ゆくまで楽しむ遊びです」

「じ、冗談だよな？」

「もちろん冗談じゃないですよ？　唯花は超本気です」

　震える声での抗議を笑顔で却下され、慧輝は悟った。

　この子、本気だ。本気で俺にバニー衣装を着せる気だ──と。

「男にバニー衣装を着せるとか正気か!?　誰も幸せにならないぞ!?」

「いうことをきけないイケナイ子には罰ゲームですよ？」

「罰ゲーム？」

「この本を瑞みず葉は先輩に見せてきます」

「そ、それは──っ!?」

　本日二度目の登場となる、真ま緒お先生のＢＬ本だった。

　書道部の女子全員が脅迫に用いるという悪魔の本。

　表紙が腐臭を放つ薄い本を手に、金髪碧へき眼がんの小悪魔が黒い微笑を浮かべる。

「さあ、慧輝先輩？　どうします？」

「う……」

「選んでください。バニーになるか、瑞葉先輩に恥ずかしいＢＬ本を見られるか」

「なにその究極の二択……」





　【Ａ、うさ耳衣装でバニーボーイに大変身】

　【Ｂ、自分がモデルのＢＬ漫画を妹が熟読】






　どちらを選んでも救いはない。

　無論、バニー衣装は嫌だ。

　そんな恥ずかしい真ま似ねはしたくない。

　けれども、自分がモデルとなっているＢＬ漫画を妹に読まれるのも嫌すぎる。

　慧けい輝きそっくりの男子が翔しよう馬ま似のイケメンにケツを掘られて悦よろこび喘あえいでいる漫画だ。

　そんな濃厚すぎる新世界を愛する妹に見せたくない。

　可愛かわいい瑞みず葉はの口から「兄さんの不潔」なんて言葉が発せられようものなら、ショックのあまり心臓発作を起こしかねない。

「…………」

　慧輝の額から汗の雫しずくが流れ、顎あごを伝って床に落ちた。

　果たして追い詰められた桐生きりゆう慧輝の決断は──？







　十分後。唯ゆい花かは床にうずくまり、その細い肩を激しく震わせていた。

「ふ……あははっ、慧輝先輩、似合わなすぎ……っ、ふふふっ、お、お腹なか痛いですっ」

「唯花ちゃん、笑いすぎ……」

　そんな唯花を虚うつろな視線で見下ろす部屋の主はちょっと、尋常ではない姿をしていた。

　頭の上でぴょこんと揺れるファンシーなうさ耳。

　セクシーな網タイツで覆われたごつい脚。

　お尻しりについている丸い尻尾しつぽは悪夢のようにアンバランスで、硬い胸板がこれでもかと絵面の酷ひどさに拍車をかけている。

　ピッチピチのバニー衣装に身を包んだ男子高生がここにいた。

　女の子が着ればロマン溢あふれる衣服だが、男が着ると地獄絵図でしかない。

　その姿を鏡で見た時は窓から飛び降りたくなった。

「ふう……もう一年分くらい笑いました」

　お腹を抱えて笑い転げ、ようやく満足した巨悪の根源が体を起こす。

「せっかくだから記念撮影しちゃいましょうっ」

「えええ……」

「なにかご不満でも？　慧輝先輩だって唯花のバニー姿撮ったじゃないですか」

「もう好きにしてくれ」

「では、なるだけセクシーなポーズをお願いします」

「はいはい……こんな感じでいい？」

「おお、女め豹ひようのポーズとはやりますね！　目線はこっちにお願いしますっ」

　ご機嫌なご様子でスマホをかまえる唯花は、撮影する間も終始楽しそうだった。

「あはっ。女の子にちょっと脅迫されたくらいでそんな恥ずかしい格かつ好こうするなんて、慧輝先輩はほんとうに優柔不断なブタ野郎ですね」

「ブタ野郎!?　今、ブタ野郎って言った!?」

　ＢＬ漫画で脅して無理やり着させといてブタ呼ばわり。

　理不尽に罵ば倒とうされたりしながら撮影会は続き。

　やがてそれにも飽きた女王様から着席のお許しが出たので慧けい輝きは座布団に座った。

　テーブルを挟み、金髪少女とバニーボーイが向かい合って座る意味不明な光景。

　異質な空間の中、唯ゆい花かは先ほどとは違う、柔らかな笑顔を見せる。

「慧輝先輩って、ほんと変な人ですよね」

「この格かつ好こうがってこと？」

「違いますよ。心の話です。だって、普通はこんなことに付き合ってくれませんよ？」

「俺だって脅されてなかったらやらなかったよ」

「……じゃあ、こんなことをさせる唯花のこと、嫌いになっちゃいましたか？」

「へ？」

　思ってもいなかったことを言われて反射的に顔を上げる。

　そこには唯花のニヤニヤした顔があった。

「ふふ。──そんな慧輝先輩だから奴ど隷れいにしちゃいたくなるんです」

　どうやら慧輝は嵌はめられたらしい。

　実際、かなり酷ひどいことをされているのに、唯花のことを嫌うという発想がなかった。

　それを指摘されて、なんだか照れくさい気持ちになる。

「唯花、今日はとても機嫌がいいので、可愛かわいい先輩にご褒美をあげますね」

「ご褒美？」

　唯花はその場で膝ひざ立だちになると、おもむろにスカートの中に手を入れる。

　そして可愛らしい水色のパンツを引き下ろした。

「待て!?　なぜパンツを脱ぎ始める!?」

「最近、ちょっと飴あめが足りなかったかなと思いまして。ご主人様としては、奴隷をねぎらうのも務めというか、可愛い下僕にはご褒美をあげたくなるものなんです」

「だからって、どうしてそこでパンツを脱ごうとするの!?」

「だって、男の子は女の子のパンツが大好きですよね？」

「え？　いや、それは……」

「嫌いなんですか？」

「嫌いじゃないし、むしろ好きだけど。それはそれ、これはこれっていうか、別に脱ぎたてパンツが欲しいわけじゃなくて、簡単に手に入らないからこそ価値があると思うんだ」

「ちょっとよくわからないです」

「そもそも唯花ちゃん、男子にパンツを渡すことに抵抗とかないのか？」

「もちろん先輩以外の男の子は嫌ですよ？　慧輝先輩は唯花にとって〝特別〟なんです」

「特別……」

　それは唯花が以前にも口にしていたことだ。

　奴ど隷れいにしたいと思える人は慧けい輝きだけとも言っていた。

「唯ゆい花かの特別だから、先輩が喜んでくれるなら、いつでもパンツを恵んであげます」

　後輩に書庫に呼び出され「奴隷になってください」と告白された時。

　唯花は、慧輝が喜ぶと思って自らのパンツを差し出したのだ。

　奴隷になってもらう報酬として、男子が求めてやまないパンツを対価に選んだ。

　そこでパンツを選んでしまうセンスはともかく、慧輝に喜んでほしかったのは本当らしい。

「…………」

「？　どうしたんですか？　唯花の顔をじっと見て」

　朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきや古こ賀が唯花の本性を知って以来、彼女達はシンデレラではないと思っていた。

　だがしかし、たとえば鳳おおとり小こ春はるもストーカーの変態娘だが、彼女は翔しよう馬まにぞっこんだ。

　むしろ恋愛感情を抱いだいたからこそストーカーになったパターンである。

　もしかすると、紗雪や唯花もそうなのだろうか？

　飼い主になってほしいとか、奴隷になってほしいとか、それらの屈折した欲求が生まれた原因が〝恋〟なのだとしたら──そう考えるのは、いささか都合がよすぎるだろうか？

「あの……先輩？　そんなに見つめられると恥ずかしいです……」

「あ、ああ……ごめん」

　微かすかに頰ほおを赤く染める下級生。

　そんなふうに、急に普通の女の子に戻られると困ってしまう。

　恥ずかしがる表情が可愛かわいくて、どうしていいかわからなくなる。

「それに……ふふっ、今の慧輝先輩は大変愉快な格かつ好こうなんですから、真面目まじめな顔とかしないでください。また笑っちゃうじゃないですか」

「唯花ちゃんが着せたんだろ……さすがにもう着替えるから、唯花ちゃん、ちょっと部屋から出てくれないか？」

「そうですね。そうします」

　退室するために腰を上げようとした唯花だが、彼女は自分がパンツを下ろしたままだったことを失念していた。

　水色のパンツは彼女の太もものあたりまで引き下ろされており、そんな状態で急に立とうとすればバランスを崩すのは当然で──

「──あ、あれ？」

　案の定、唯花は足をもつれさせ、小さな体がふらりと前に傾いた。

「きゃっ!?」

「危なっ!?」

　倒れかけた少女の体を慧輝が支える。

　慌てて手を伸ばした拍子に体がテーブルにぶつかり、ガタンと鈍にぶい音がしたが、唯ゆい花かに怪け我がはなかった。

　抱き留めた肩の細さと、鼻をくすぐる甘い匂いにどきりとする。

「だ、大丈夫か？」

「は、はい。大丈夫……です」

　抱きかかえ、抱きかかえられた状態のふたり。

　ゼロに近い至近距離で、ふたつの視線が嚙かみ合あった。

　少女の青い瞳が微かすかに揺らぎ、桃色の唇が、緊張を伝えるようにきゅっと結ばれる。

　その仕草が可愛かわいすぎて、細い肩を抱きとめたまま、離す機会を完全に逃してしまって、

「兄さん？　今、なんかすごい音がしたけど──」

　そして、またもや最悪のタイミングで部屋のドアが開かれた。

「あー……お邪魔だったかな？」

　繰り広げられていた光景を前に瑞みず葉はが微妙な顔をする。

　バニー衣装に身を包んだ慧けい輝きと、パンツ脱ぎかけの唯花。

　そんなふたりが身を寄せ合って意味深に見つめ合っておりましたとさ。

「って、これ完全にアウトだろ!?」

「うん。それ、けっこうわたしのセリフ」

　にこりと笑って扉を閉める妹。

　慌てて追いかける慧輝だが、自分がバニー姿だったことを失念しており、瑞葉の冷たい視線を全身に浴びる結果となった。

「男の子がバニー衣装とか、兄さんにそんな趣味があるなんて思わなかった」

「今世紀最大の誤解！」

「後輩の子のパンツを脱がしてなにしてたの？」

「あれは唯花ちゃんが勝手に脱いだんだ！」

「そんな変な女の子、いないよね？」

「それがいるんだよ！　世界には想像もできないくらい不思議な女の子が生息してるの！」

「それってどこの異世界の話？」

「うおおおおおおおおおっ!?　瑞葉がお兄ちゃんを信じてくれないっ!!」

　バニーボーイとパンツ脱ぎかけガールが瑞葉に与えた誤解は壮大だった。

　すっかり疑心暗鬼になってしまった妹に、兄は無実だと信じてもらうのに三十分ほど時間を要したのだった。







　夕刻になって唯花が帰り、桐生きりゆう家はようやく平穏を取り戻した。

　瑞みず葉はの作ってくれた美お味いしい夕食を堪たん能のうし、一番風呂を妹に譲って自室に戻った慧けい輝きはベッドに腰かけてスマホを弄いじっていた。

「……お、なんかけっこうメールがきてるな」

　食事の間、部屋に放置していたスマホには何件かメールが届いていた。

　それらを確認し、メッセージを返していく。

　新着メールは『小こ春はるちゃんとデートしたよ』『翔しよう馬まくんとデートしました』『絶賛原稿中』『桐生きりゆう君のパンツが欲しい。嗅かぎたい。ハァハァ』などなど、ほとんどが他た愛あいのない内容だったので適当に返事を送っていく。

　デート報告には祝福と呪のろいを込めて『リア充じゆうは爆発してください』と返信し、原稿中のＢＬ作家には『作業おつかれ～』と心にもないねぎらいの言葉を送っておく。

　セクハラメールには『自分のパンツでも嗅いだら？』とだけ返信しておいた。

　ある程度返し終えたところで新しいメッセージが届く。

「南なん条じよう？」

　差出人は『絶賛原稿中』の南条真ま緒おで、短く『今、電話いい？』とだけ書かれていた。

　断る理由もないので『いいよ』と返すと、少ししてから電話がかかってきた。

『──こんばんは、桐生』

「おー、南条が電話とか珍しいな。どうしたんだ？」

『今さ、ケーキが翔しよう斗とに乳首を責められて感じてるシーンを描いてるんだけど』

「いきなり最悪な実況中継だな……切っていいか？」

『待って待って！　うまく描けないから、桐生が協力してくれないかなと思ってさ』

「いちおう聞くけど、協力って？」

『試しに喘あえいでみてくれない？　男に乳首を責められて気持ちよくなってる感じで』

「お断りだ！」

　何が悲しくて男に乳首を責められる演技をしなくてはいけないのか。

『んじゃ、別の用件。今日さ、部長と唯ゆい花かが桐生の家にいかなかった？』

「よく知ってるな」

『あのふたり、部室で堂々と計画練ってたからね。原稿してるフリして聞いちゃった』

「なるほど。計画的な犯行だったのか」

　どうりで唯花のきたタイミングがいいと思ったら、ふたりで相談して時間を決めていたらしい。仲が良いのか悪いのか、謎なぞすぎる書道部員達である。

『ほんとうは邪魔したかったんだけど、今は原稿の締め切りがやばくってさ』

「お前はいつも締め切りに追われてるのな」

『それで……なにもなかった？』

「いろいろ大変なことはあったけど、正直あまり言いたくはない」

　特にバニーボーイ誕生秘話についてはその記憶ごと時空の彼方かなたに放ほうり投なげたい。

『そっか。……ふむ、これは大丈夫な感じかな』

「なにが？」

『ううん、なんでもない。ちょっと安心しただけ』

「？？？」

　スピーカーから届けられる意味不明な発言に首を傾かしげる。

　電話は相手の表情がわからないから、なおさら意図が伝わりにくい。

『あのさ、桐生きりゆう……桐生ってさ、女の子と付き合ったこととかあるの？』

「は？　いきなりどうしたんだ？」

『今の桐生に彼女がいないのは知ってるけど、中学の時は彼女とかいたのかなーと思って。まあ、ちょっとした好奇心ってやつ』

「いなかったな、残念ながら」

『そっか。なんか想像通りすぎてつまんないね』

「聞いておいてそのコメント……」

『……じゃあさ、たとえばだけど……あたしとか、どう？』

「は……？」

『──っていう冗談なんだけど』

「心臓に悪いわ！　ドキドキするからそういう冗談はやめてくれ」

『あ、ドキドキはするんだ？　……ふふっ』

「なんでそこで嬉うれしそうなんだ？」

『な、なんでもないからっ。──じゃあ、もう切るねっ。おやすみ！』

　急に早口になったかと思うと一方的に切ってしまった。

「なんだったんだ……」

　真ま緒おの目的がいまいちわからない。単に資料用の『喘あえぎ声ごえ』が欲しかっただけかもしれないが、それにしてはいろいろと詮せん索さくしてきたような気がする。

　今の会話に含まれていた芳ほう醇じゆんな青春の香りを、全く嗅かぎとれない慧けい輝きなのだった。







　真緒との通話のあと。途切れることなく送られてくる小こ春はるのデート報告に返信していると、お風呂上がりでパジャマ姿の瑞みず葉はが部屋にやってきた。

　なぜか、愛用のドライヤーを手に持って。

「兄さん、ドライヤーして？」

「え？　ああ、うん。いいけども」

　妹の脈みやく絡らくのないお願いを了承すると、彼女はトコトコと慧輝の傍そばにやってきて、ちょこんと座った。

　なぜか、ベッドに腰かけている慧けい輝きの膝ひざの上に。

「え、そこなの？」

「ここがいいの」

「今日の瑞みず葉はさんは甘えん坊か？」

「兄に甘えるのは妹の特権なのです」

「権力を振りかざされちゃ、しかたないな」

「うむ。よきにはからえー」

「どこの殿様だよ」

　芝居がかった台詞せりふに少し笑って、妹の髪にドライヤーをかけていく。

　兄の奉仕に、瑞葉は気持ちよさそうに目を細めた。

　ふたりがもっと小さい頃はこういうこともよくしていた。

　男と女の兄妹は、いくら仲がよくても成長と共に自然と距離ができるものだ。

　一緒にお風呂に入らなくなるし、別々の布団で寝るようになる。

　ただ、慧輝と瑞葉の場合は、心まで離れたように感じたことはない。

　若干、本日の様々な出来事のせいで溝ができた気はするが、それは例外として。

「──はい、終わり」
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「ありがと」

　お礼を言いつつも瑞みず葉ははそこを動こうとしない。

　それどころか、リラックスした猫のように兄に背中を預けてきた。

「今日はびっくりした。あんなに綺き麗れいな人と、あんなに可愛かわいい子が変態さんだったなんて」

「俺も初めて知った時はびっくりしたよ」

　言い訳をする過程で、瑞葉には彼女達の変態事情を話してしまった。

　そうでもしないと自分が変態扱いされてしまう状況だった。

「なんか兄さん、面白いことになってるね」

「面白くなんてないから」

「ペットにしてほしいとか、奴ど隷れいになってほしいとか、可愛い女の子たちに言い寄られて、本当は嬉うれしいとか？」

「そんなことは……」

「案外、お似合いかもね。兄さんもシスコンという名の変態だし？」

「シスコンは変態じゃありません！」

　やはり今日の彼女にはそこはかとなく棘とげがある。

　あまり怒ったりしない子なので、不機嫌な瑞葉というのはかなりレアだ。

「……瑞葉、怒ってる？」

「べつに怒ってない。ただ……」

　肩越しに振り向いた瑞葉は、少し拗すねたような顔で、

「兄さんは──わたしの兄さんなんだからね？」

　浮気性な恋人を責めるような口調で、兄の所有権を主張したのだった。

　そんな可愛いことを言うから兄がシスコンになると理解しているのだろうか。

　結論、慧けい輝きがシスコンなのは瑞葉が可愛すぎるのがいけない。

　妹がいれば、もう何もいらないと思った。







　入浴を済ませた慧輝は自室に戻ってきた。

　瑞葉はもう眠ってしまったのか、隣にある妹の部屋は明かりが落ちているようだ。

「さて、俺も今日はもう寝るか」

　時刻は夜の十時過ぎ。

　普段の就寝時間よりやや早いが、睡眠は多めにとっておいて損はない。

　特に今日は変態娘達の訪問があり、あまり休日という感じがしなかった。

　明日からの新しい一週間に備えて体を休めるとしよう。

「……と、その前に」

　ベッドのマットレスを枕まくらのほうからめくる。

　剝むき出だしになったベッドの下地は、正方形の木のパネルをはめ込んだような構造となっていて、そのパネルの一枚を手で押し込むと〝ふた〟が開く仕組みになっている。

　それはベッドに組み込まれた収納箱。

　家族すら知らない秘密の収納スペースだった。

　ラブレターはともかく、女物のパンツは絶対に見つかってはいけない代物だ。

　もともとは秘蔵のエロ本を隠していたこの場所に、純白のパンツをラブレターと一緒に封印しているのだった。

　人は大事な物ほどきちんと仕し舞まってあるか確認してしまうものだ。

　最近は寝る前にラブレターとパンツを確かめるのが日課になっていた。

（まあ、朝に確認したばかりだから、あるに決まってるんだけどな）

　その思考通り、収納箱にはきちんと桃色の封筒が入っていた。

「…………あれ？　え？　な、なんでっ!?」

　確かにラブレターは入っていた。

　けれど、入っていたのはそれだけだった。

　今朝、慧けい輝きがそこに隠したはずのものが見当たらなかったのだ。

「シンデレラのパンツが…………ない？」

　ラブレターの差出人が落としていった、慧輝にとってのガラスの靴。

　純白のパンツが跡形もなく消失していた。





　　　　　　◇






　慧輝の部屋からシンデレラのパンツがなくなった。

　まず考えられるのは家族による犯行だが、瑞みず葉はが発見したとは考えにくい。

　仮に妹が発見していたら、その日のうちに「兄さん、このパンツはなに？」という質問から始まる緊急家族会議が開かれているはずだ。

　だとすると、犯人は日曜日に部屋を訪れた人物ということになる。

　その日、慧輝の部屋に入ったのは妹を除くとふたりだけ。

　朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきと古こ賀が唯ゆい花か。

　それぞれ、瑞葉への言い訳タイムで慧輝が部屋を空けた〝空白の時間〟が存在する。

　パンツを探す時間は充分にあっただろう。

「やっぱり、紗雪先輩か唯花ちゃんがシンデレラなのかな……」

　パンツが失われた日の翌日。月曜日の放課後。

　天文部の部室で、緊急のシンデレラ対策会議が開かれていた。

　議題はもちろん『消えたパンツ』についてで、会議の参加者は三人。

　トレードマークのパーカーを羽織った小こ春はるがちょこんと椅い子すに座り、彼女の隣に翔しよう馬ま、テーブルを挟んで向かいに慧けい輝きが座るいつもの形だ。

　ちなみに、翔馬の強い要望で天井に貼はられていた写真は全て撤去されている。

　壁の写真はそのままだが、これだけでもかなり威圧感は薄れたといえよう。

　キューピッドの件でお礼をしたいということで、小春が正式に協力者に名乗りを上げ、今後は天文部の部室を『シンデレラ捜索本部』として提供すると言ってくれた。

「僕はむしろ、パンツがなくなったことよりもシンデレラ候こう補ほが変態だったことに驚いたけどね。朱と鷺き原はら先輩がドＭのペット志願者で、古こ賀がさんがドＳの女王様で、真ま緒おちゃんが腐女子だなんて、まだ信じられないよ」

　相談を持ちかける以上、翔馬にはこれまでの事情を話した。

　書道部の女子部員がもれなく変態だったことも。

「慧輝は、なんだかいろいろ大変だね」

「南なん条じように関してはお前も無関係じゃないからな。俺達をネタにＢＬ本を描いてるんだから」

　慧輝と翔馬のカップリングで濃厚なＢＬ漫画を製造しているのだ。

　改めて考えてみると、とてつもなく迷惑な話である。

「まあ、別に僕は慧輝とならかまわないよ」

「ウホッ!?」

「し、翔馬くん!?」

　思わぬ問題発言にざわつく現場。

　冷え込んだ空気を作った犯人が朗ほがらかに笑う。

「あはは、冗談だよ冗談。さすがに男は射程外だよ」

「言っていい冗談と悪い冗談があるだろ」

「し、心臓が止まるかと思ったのです……」

　翔馬のホモ疑惑が解消されたところで話題を戻す。

「紗さ雪ゆき先輩と唯ゆい花かちゃんは、シンデレラじゃないと思ってたんだ。ふたりが俺に求めているのは自分を飼ってくれるご主人様で、自分に尽くしてくれる奴ど隷れいだから。俺に対する恋愛感情なんてないと思ってたんだけど……」

「だけど？」

「紗雪先輩も唯花ちゃんも──ピンクの下着を着けてたんだ」

「うん？　下着？　どうしていきなり下着の話になるんだい？」

「そういうジンクスがあるのです。好きな男の子に告白する時、桃色の下着を身に着けると成功率がアップするっていう」

「へえ、そんなジンクスがあるんだ」

「紗さ雪ゆき先輩に告白された時、ちらっと見えたブラはピンクだった。口に詰め込まれた唯ゆい花かちゃんのパンツもピンクで間違いない」

　あれほど鮮烈な体験を忘れるはずがない。

　ふたりの下着の色は鮮明に憶おぼえていた。

「それに、ラブレターの封筒もピンクだった」

「……なるほど。偶然にしてはできすぎだね」

　紗雪と唯花が鮮烈な〝告白〟をしてきた時、どちらも桃色の下着を着けていた。

　紗雪のブラジャーも、唯花のパンツも桃色だった。

　桃色の下着に、桃色の封筒。

　女子生徒の間で流は行やっているというジンクス。

　これらの共通点が単なる偶然とは思えない。

「ジンクスを知っていて告白の際にピンクの下着を選んだのだとしたら、ふたりのどちらか、あるいはふたりとも桐生きりゆうくんのことが好きかもしれない──ということなのですね」

「う……そう言われるとちょっと恥ずかしいけど、そういうことですね」

　ふたりのことを考えると昨日の出来事を思い出してしまう。

　紗雪の体の柔らかな感触とか、間近で見た唯花の照れた表情とか。

　女の子に好意を向けられているかもと想像すると、やはり顔が熱くなってしまう。

「さすがにふたりとも俺のことが好きってことはないにしても、どちらかがシンデレラの可能性は高いと思う」

「実際、慧けい輝きの部屋からシンデレラのパンツが消えているわけだからね。パンツを盗とった犯人がシンデレラと考えていいと思うよ」

「まさか、シンデレラがパンツを取り戻しにくるとは思わなかったけどな」

「そうだね。わざわざ危険を冒してまでパンツを回収するなんて、どういう意図があるのかな」

「でも、これは考えようによっては収穫かもしれないのです」

「どういうことですか？」

「パンツを回収したのが本当にシンデレラなら、彼女はラブレターにパンツを添える気はなかったということになります」

「……つまり、シンデレラは意図的にパンツを残したわけじゃないってことか」

　純白のパンツはシンデレラの意思で残されたものではなく、なんらかの事情、もしくは事故によってテーブルの上に置かれていたということ。

　おそらくはパンツを置き去りにするしかない緊急事態が発生したのだ。

「慧輝が部室に戻った時、慌てて隠れたシンデレラが回収し忘れたのかもしれないね」

「まあ、どうして部室で新品のパンツを取り出したのかって謎なぞは残ってるけどな」

　妥当そうなのは、着替えとして持っていたというところだろうか。

　そのあたりの真実はシンデレラ本人に聞くしかないだろう。

「シンデレラがパンツを持っているのは好都合かもしれないね。それを所持している女の子がラブレターの差出人ってことだから」

「そうだな。相手があのパンツを持っていれば、それは決定的な証拠になる」

　シンデレラは自分の正体を慧けい輝きに隠している。

　それはラブレターに差出人の名前がなかったことからもわかる。

　黙ってパンツを奪っていったのも慧輝に正体を知られたくないからだ。

　そんなシンデレラに真実を認めさせるためには、言い逃れできない決定的な証拠を見つけ出す必要がある。

　持ち出された純白のパンツはその証拠となりえるものだ。

「パンツの消失は痛いけど、ふたりにまで絞れたのは大きいね」

「ああ……」

　パンツ消失事件により、再び捜査線上に名前があがった紗さ雪ゆきと唯ゆい花か。

　実際にパンツが消えている以上、どちらかが確実に犯人だ。

「シンデレラがパンツを持ってるなら、それを見つけることができれば手っ取り早いんだけどな……」

「スカートめくりでもしてみるかい？」

「却下だろ」

「わたくしが調査しましょうか？　盗撮とか、得意分野なのです」

「さすがにスカートの中を盗撮するのはダメでしょ」

　シンデレラのパンツは細部まで記憶しているため、写真があれば照合は可能だ。

　小こ春はるなら女子更衣室にカメラを設置することも可能だろうが、リスクが高すぎる。

　万が一、誰かにカメラを発見されたら大問題だ。

「とりあえずは、ふたりのうち、どちらがシンデレラか……だな」

「桐生きりゆうくんは、どちらがシンデレラだと思うのですか？」

「そうですね……」

　紗雪と唯花のうち、どちらがシンデレラである可能性が高いか？

　今までの情報を整理すると、天てん秤びんは案外、すんなりと片方の少女に傾いた。







　部室の鍵は開いていて、中にはひとりの女子生徒がいた。

　窓辺に立ち、初夏の風に長い黒髪を揺らして外を見つめていた彼女は、慧輝に気づくと風になびく髪を押さえながら振り向いた。

「あら、遅かったのね。今日はもうこないと思ったわ」

「紗さ雪ゆき先輩だけですか？」

「あのふたりなら慧けい輝き君がこないからって帰ったわ。私は残っていたから慧輝君に会えたわけだけど、これも残り物には福があるってことなのかしら」

「それ、たぶん意味が違います」

　言葉を交わしながら、頭の中では別のことを考えていた。

　思考の中心にあるのは目の前にいる朱と鷺き原はら紗雪のこと。

　書道部の部長にして、ドＭで隷属願望のあるペット志望の上級生。

　シンデレラ候こう補ほとして、最も可能性が高いと思われる人物が紗雪だった。

　部室の大掃除をした日、この部屋を最後に出たのは彼女だと瑞みず葉はが証言している。

　最後に部室を出た人物──つまり、最後まで部室に残っていた人物。

　ラブレターを残した容疑者としてこれほど怪しい女の子もいないだろう。

「慧輝君、どうしたの？」

　急に黙り込んだ後輩を、紗雪が不思議そうに見つめる。

　一見、彼女は普段通りだ。

　仕草も、口調も、雰囲気も、普段の朱鷺原紗雪と変わらない。

　彼女がシンデレラならたいした演技力である。後輩の部屋からパンツを持ち去ったあとで、これほど自然に振る舞うことができるのだから。

「俺、紗雪先輩に大事な話があるんです」

「なにかしら？　私の胸のサイズなら秘密よ？」

「違います」

「じゃあ、もしかして──私をペットにしたくなったとか？」

　冗談めかした彼女の台詞せりふ。

　けれど、ひとつの決意を胸に秘めていた慧輝は至って真剣に返答した。

「そうですね。それもいいかもしれません」

「……え？」

　驚きに目を見張った彼女の傍そばに進み出る。

　窓辺に立つ黒髪の少女の、白雪のようなその頰ほおに、慧輝はそっと手をあてた。

　それはもしかしたら、これまでの関係を壊しかねない決断。

　その決断が意味するのは、先輩と後輩ではない、ふたりの新しい繫つながりで。

　少し前、彼女がペットにしてほしいと言ったこの部屋で、慧輝はその誓いを宣言する。

「俺──紗雪先輩の飼い主になります」
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　それは慧けい輝きが書道部に入部して間もない頃の話。

　高校一年生の慧輝は、暇さえあれば部室に顔を出すようになっていた。

「あら、今日もきたの？　名前を貸してくれるだけでよかったのに、これじゃ本当の部員みたいね。私が言うのもなんだけど、もっと青春っぽいことしなくていいの？」

「いいんですよ。ここは静かで落ち着くんです」

「ふぅん？　桐生きりゆう君って、変わってるのね」

「あ、もしかして、俺がいると作業の邪魔になりますか？」

「そんなことないわ。ひとりだと静かすぎるから、桐生君がきてくれるのは嬉うれしい」

　そう言って紗さ雪ゆきは本当に嬉しそうに笑った。

　そんなふうに彼女が笑顔になってくれると、慧輝も嬉しかった。

　今思えば、慧輝が部室に足を運び続けたのは彼女の笑顔を見るためだったのだろう。

　初めて会った時、もう二度と彼女に悲しい顔をしてほしくないと願ったから。

　イタズラ好きで、人の顔に落書きしたりする子どもみたいな上級生。

　でも、字を書く時に見せる表情は別人のように大人びている。

　特別なことなんて何もない。

　ただ一年間、放課後の少しの時間を同じ部屋で過ごしただけ。

　いくつも言葉を交わして、少しずつ仲良くなって。

　いつしか彼女は、慧輝にとって憧あこがれの先輩になっていた。
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　紗雪にご主人様宣言をした翌日。その放課後。慧輝は学校の図書室にいた。

　今日は図書委員としてではなく、利用者として。

　窓際のテーブル席で、慧輝はとある専門書を開いていた。

「──あ、こんなところで桐生君を発見」

「藤ふじ本もとさん」

　前髪で片方の目を隠した女子生徒、藤本彩あや乃のがとことこやってくる。

　そして、いきなり背後から抱きついてきた。

「ぎゅーっ」

「ちょっ、藤本さん？　首はさすがに苦しいんだけど」

「……んー、久しぶりの桐生君の匂い。至福の時。ハァハァ」

「藤ふじ本もとさんも相変わらずだな……」

　せっかくの美少女が台無しだ。

　彼女は首に抱きついたまま、慧けい輝きが読んでいた本に興味を示す。

「なに読んでるの？　……犬？　桐生きりゆう君、犬を飼うの？」

「犬を飼うわけじゃないんだけど。参考のために生態を知りたいんだ」

「ふぅん？」

「藤本さんは生徒会の仕事？」

「ううん。テストが近いから、勉強しにきただけ」

「ああ、そういえばそろそろ期末テストだっけ……」

　放課後に図書室でテスト勉強とか、さすがは生徒会副会長。

　藤本彩あや乃のは、表向きは真面目まじめな優等生だ。

　だが、その本性は男子の体臭に興奮する匂いフェチの変態である。

　そんな彩乃は、なぜか慧輝の匂いを気に入ってしまったらしく、今もこうして首に抱きついて匂いを堪たん能のうしているのだ。

　第三者には女子が男子に甘えている図にしか見えないところが恐ろしい。

　慧輝も、彩乃が自分のことを好きなのかもしれないと勘違いしてしまったし。

　お気に入りの匂いを満喫し、満足した彩乃は慧輝の隣の席に座った。

「桐生君、テストの成績で勝負しない？　お互たがいのパンツを賭かけて」

「嫌だよ。まだ俺のパンツを諦あきらめてないのか？」

「桐生君のパンツはそれだけの価値がある。一晩中嗅かいでハァハァしたい」

「欲望に忠実すぎてドン引きだわ」

「それだけ桐生君の匂いが魅力的ってこと」

「匂いを褒められてもなあ」

「桐生君は、女の子の匂いにドキドキしたりしない？」

「そう言われると…………ドキドキしてしまう時もある」

　書道部の女の子と接している時とか、不意に甘い匂いがして困ることがある。

「女の子って、なんであんないい匂いがするんだろ……」

「女の子も同じ。男の子の匂いにドキドキするものなの」

「でも俺は脱ぎたてパンツでハァハァしたいとは思わないけどな」

　彩乃ヘンタイと同列に語られたくはない。

　鞄かばんから取り出した数学の問題集を開きながら、思い出したように彩乃が言う。

「そういえば、桐生君は見にいったの？　そろそろ終わりのはずだけど」

「？　なんの話？」

「あれ、知らなかった？」

　意外そうに口にする副会長。

　彩あや乃のが教えてくれた情報は、初めて耳にするものだった。







　その日の夜、慧けい輝きは自室で漫画を読んでいた。

　普段読んでいる少年漫画ではなく、キラキラとした絵が特徴の少女漫画だ。

　ベッドに腰かけた慧輝が少女漫画を熟読していると、お風呂上がりでパジャマに着替えた瑞みず葉はがやってきた。

「あれ？　兄さんが少女漫画を読んでる。めずらしいね」

「小こ春はる先輩に借りたんだ」

「小春先輩って、小さい三年生の人？　最近、よく翔しよう馬ま君と一緒にいる」

「そうそう。その小春先輩」

「すごい量だね。どうやって運んだの？」

「小春先輩が車で持ってきてくれた。これを持って階段を上るのはきつかった」

「だろうね。これ、少なくとも百冊はあるもん」

　ベッドの脇に置かれた段ボール箱にはたくさんの少女漫画が詰まっていた。

　小春はかなりの少女漫画好きで、膨大な数の単行本を所有しているらしい。

　その中から小春が厳選した少女漫画を借り受けたのだ。

　依頼したその日のうちに家まで運んでくれたのだが、さすがは社長令嬢というべきか、車は高級感漂う黒塗り車で、黒スーツ姿の運転手付きというブルジョワぶりだった。

　なんというか、すごい人と知り合いになったものだ。

「ちょうどいい。瑞葉が持ってる少女漫画も貸してくれ」

「別にいいけど。そんなに読んでどうするの？」

「理想の男になるためだ。そのためなら死ぬほど恥ずかしいヒーローの台詞せりふだって完かん璧ぺきにマスターしてみせる！」

「おお。よくわからないけど、兄さんが燃えてる」

「ああ、今の兄さんはやる気に満みち溢あふれているぜ」

「ちなみにお風呂、あいたよ？」

「もう少し読んだら入る。玉たま美みと恭きよう介すけがいいところなんだ」

「そっか。お湯が冷めないうちに入りなよ？」

「了解」

　それから毎晩、慧輝はひたすら少女漫画を読みふけった。

　シンデレラ探しに関わる〝とある研究〟のために。
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　放課後は図書室で犬関連の本を読よみ漁あさり、夜は小こ春はるや瑞みず葉はに借りた少女漫画をひたすら読みふける。

　そんな日々を送り、シンデレラのパンツ消失から一週間後の日曜日の朝。

　待ち合わせ場所の駅前広場に慧けい輝きが到着した時、そこには既に紗さ雪ゆきの姿があった。

　長い黒髪が素敵な彼女は、清せい楚そなデザインのブラウスに、ハイウエストのフレアスカートという大人っぽい私服姿で、小さめのショルダーバッグを肩にかけている。

　その横顔はどこか楽しげで、散歩を待ちわびる犬のようだ。

「おはようございます、紗雪先輩」

「おはよう、慧輝君」

「早いですね。俺、十分前にきたのに」

「私は忠犬だもの。ご主人様を待たせるわけにはいかないわ」

「良い心がけですね」

　いつもなら「俺はご主人様じゃないです」と言うところだが、今日は事情が違う。

「じゃあ、前々から告知していた通り──」

　黒髪の上級生の前で慧輝は堂々と宣言する。

「俺は今日一日、紗雪先輩のご主人様になります！」

　そう、本日のデートの目玉は慧輝が企画した『一日ご主人様体験』だ。

　その名の通り、慧輝が一日だけご主人様になるというもので、紗雪好みのドＳキャラと化した慧輝が彼女をドキドキさせるというコンセプトである。

　この企画を通して紗雪のことをより深く理解し、調査に生かすことで彼女がシンデレラかどうかを見極めるのが目的だ。

　そのために少女漫画を参考にしてＳっぽい男性キャラの研究もしてきた。

（徹夜で少女漫画を読み込んできた今の俺に死角はない！）

　徹夜の成果で心の声もハイテンションである。

「一日限定とはいえ、慧輝君がご主人様だなんて夢みたいだわ！」

　一方、紗雪のほうも慧輝とは違う理由でハイテンションだった。

「というわけで、さっそく出発しましょう！」

「先輩、ストップ！」

　散歩にはしゃぐ犬のように先行しようとした紗雪を慧輝が止める。

　服の襟を摑つかまれ、カエルのような声をあげた彼女は恨めしそうに後輩を見た。

「なにをするの。服が伸びるじゃない」

「犬が先にいってはいけません。飼い犬は飼い主の隣を歩くのが正解です」

「あ……そうね。ごめんなさい、慧けい輝き君……」

「違うでしょ？　今の俺は〝ご主人様〟です」

「は、はいっ！　ご主人様っ！」

　その瞬間、数人の通行人に冷ややかな視線を向けられたが、気にしたら負けである。

　一日限定とはいえ、今日のふたりの関係は飼い主とそのペット。

　デートの方針を考えれば、通行人の視線程度でいちいち怯ひるむわけにはいかないのだ。

「それじゃあ先輩、今度こそいきましょうか」

　そう言って、ご主人様はペットの手を握った。

「ご、ご主人様？　どうして手を繫つなぐの？」

「さすがに首輪とかリードは無理なんで、せめて手を繫ごうかと。ダメですか？」

「ダメじゃないけど、少し恥ずかしいわ……」

「前から思ってたけど、紗さ雪ゆき先輩は恥ずかしがるポイントが変ですよね」

　平気で胸をさわらせたり、筆下ろししてあげるといった際どい台詞せりふを臆おく面めんもなく言い放つくせに、手を握られたくらいで頰ほおを赤くするのだから女の子はわからない。

「女の子にはいろいろあるのよ。準備とか。覚悟の装そう塡てんとか。……でも、そうね。今の私はペットだものね」

　彼女は自分に言い聞かせるように何度か頷うなずいて、繫いだ手をきゅっと握り返した。

「……放さないでね？」

　そうして、ようやくふたりは駅に向かって歩き出す。

　繫いだ手はリードの代わり。

　手を引かれて歩く紗雪はどこか落ち着かない様子で。

　慣れない新しい靴に戸惑う子どものようで、なんだか妙に可愛かわいかった。







　電車とバスを利用してふたりが訪れたのは遊園地だった。

　借りた少女漫画に、金持ちのお坊ちゃん（ドＳ）が、専属メイドで幼おさな馴な染じみでもあるヒロイン（ややツンデレ）を遊園地に連れていく話があったので参考にさせてもらった。

　ここからは少女漫画で得たドＳの知識でどこまで戦えるかが鍵となる。

「けっこう人がいるわね」

「休日ですからね。先輩は、何か乗りたいものはありますか？」

「んー……ここはやっぱり、ご主人様の慧輝君に決めてほしいわ」

「そうですね。なら、最初はやっぱり王道で──」

　慧輝の視線が、ひとつの遊具に向けられる。

　遊園地といえば誰もが最初に連想する、通常では味わうことのできない速度とスリルを体験できる定番のアトラクション──

「遊園地ときたらジェットコースターでしょう」

「えっ!?」

　ジェットコースターの名前が出た瞬間、紗さ雪ゆきが大きな声をあげた。

「紗雪先輩？　もしかして、絶叫系とか苦手ですか？」

「いえ、その、私……今日はスカートだから」

「別に平気だと思いますけど。スカートの人も普通に乗ってるし」

「でも、万が一ってことがあるでしょう？」

　もじもじと、なぜかしきりにスカートを気にする紗雪。

　頑かたくなにジェットコースターを嫌がったり、スカートを気にしたり。

　何か──様子がおかしい。

（……はっ!?　まさか!?）

　その時、慧けい輝きの脳裏にとある仮説が浮かんだ。

（もしかして紗雪先輩、今日はシンデレラのパンツを穿はいているんじゃないか？）

　ラブレターに添えられていた純白のパンツ。

　もしも紗雪がシンデレラなら、そのパンツは慧輝に見られてはいけない下着のはずだ。

　せっかく取り戻したのだから、普通は見つからないよう大切に仕し舞まっておくだろう。

　だがしかし、彼女はドＭの痴ち女じよであり、普通の女の子ではない。

　冷たい言葉とか、酷ひどい仕打ちに興奮する変態である。

　あえて見られるわけにいかないパンツを装着してデートに臨むことで、ギリギリのスリルを堪たん能のうしようとしていても不思議はない。

　慧輝には理解できない感覚だが、ドＭの変態にはたまらない快感だろう。

　更に穿うがった推測をすれば、その快感を得たいがためにパンツを持ち去った可能性もある。

　あくまで可能性の話。推測の域は出ないが、調査する価値はあるはずだ。

「なるほど。先輩がジェットコースターを避けたいのはわかりました」

「……ほっ」

「でも、ここはあえて乗ります」

「ええっ!?」

　無情な決定に、紗雪はご飯をお預けにされた犬のような顔をする。

「ど、どうしても……乗るの？」

　怯おびえた声。潤んだ瞳が切実に「乗りたくない」と訴えている。

　思わず甘やかしたくなる仕草だが、今の慧輝はドＳのご主人様。

　たとえ神様が許しても、ご主人様は許してあげないのだ。

「今日の俺は、紗雪先輩のご主人様ですよ？　飼い主のいうことがきけませんか？」

「うっ……そ、そうくるのね……いいわよ。ペットとして地獄にだってお供するわ」

「そうこなくっちゃ」

　口車に乗せられたペットな彼女を連れ、ジェットコースターの乗り場を訪れる。

　人気の遊具だけあり、多くのお客さんが並んでいたが、回転率がいいのかすぐに順番が回ってきた。

　スタッフの案内に従って慧けい輝き達も列車に乗り込む。

　安全バーが作動し、乗客の命を保証すると、静かに列車が動き出した。

　ゆっくりと、しかし着実にレールを昇っていく。

　嵐の前の静けさというか、この独特の緊張感が慧輝はけっこう好きだった。

　隣を確認すると、紗さ雪ゆきは青ざめた表情で、やはりしきりにスカートを気にしていた。

「……ね、ねえ、慧輝君？」

「なんですか？」

「こういう乗り物って、眼鏡めがねをかけている人とか、飛んだりしないのかしら？」

「え？　しないと思いますけど」

　素朴な疑問に答えた瞬間、ジェットコースターは急加速した。

　急勾こう配ばいのレールを物もの凄すごい速度で落ちていく──

　もちろん、乗客に会話をする余裕などない。

　響き渡る絶叫は彼女のものか、それとも他の誰かのものだろうか。

　ただひとつだけわかったことは、ジェットコースターに乗ろうと女子のスカートはめくれないというせつない真実だけだった。

「こ、こわかったわ……」

　数分後、ジェットコースターから降りた紗雪は涙目だった。

　シンデレラのパンツとか関係なく本当に絶叫系が苦手だったらしい。

　記念すべき最初の遊具で、さっそく新しい一面を知ることができたのは幸さい先さきがいい。

　次は何に乗るか相談しながら歩いていると、前方から小さな女の子が走ってきた。

　女の子の手には棒状の、魔法少女のステッキ的なものが握られていて、慧輝達とすれ違う際、そのステッキの先が紗雪のスカートに引っかかった。

「ひゃあっ!?」

　ふわりと絶妙な具合にめくれあがるスカート。

　もう少しでパンツが降臨しそうなタイミングで彼女の手がスカートを押さえつける。

（……くっ、惜しい！　もう少しで合法的にパンツを確認できたのに！）

　パンツを拝めなかったことを本気で悔しがる男子高生がここにいた。

　ステッキの女の子は一連の出来事にまるで気づかないまま駆けていく。

　一方、被害者の少女はスカートを押さえたまま、ちらりと上目遣いに慧輝を見た。

「……見た？」

「残念なことに見えませんでした」

「そう……」

　パンツのガードに成功し、ほっと息をつく紗さ雪ゆき。

　そんな彼女の様子に、これはやはり怪しいと疑念を膨らませるご主人様であった。







「……ほら、どうしたんですか、紗雪先輩？　早く咥くわえてくださいよ」

「で、でも……こんな場所でなんて……恥ずかしいわ」

「先輩が欲しいって言ったんですよ？」

「そうだけど……慧けい輝き君、焦じらすんだもん。だんだん恥ずかしくなってきたの」

「紗雪先輩はご主人様のいうことがきけないんですか？」

「そ、その言い方はずるいわ」

「けど先輩は、こういう強引なのが好きなんでしょう？」

「意地悪ね……わかったわよ」

　慧輝が差し出した棒状の〝それ〟に、紗雪はその綺き麗れいな顔を近づける。

　長くて、太くて、逞たくましい肉棒。

　彼女は潤んだ瞳でそれを見つめ、ごくりと喉のどを鳴らすと、意を決して口に含んだ。

「あぁ……いい感じですよ。その卑しい口を開けて好きなだけ味わってくださいね」

「ふぁ、ふぁい……」

　せつなげな表情で、彼女はもごもごと肉棒を頰ほお張ばっていく。

「あんまり欲張っちゃダメですよ。先っぽだけです」

「んっ、んん……っ、い、意地悪ぅ……」

「あははっ。物欲しそうな顔しちゃって、はしたないなぁ」

「ら、らってぇ……」

「もっと欲しいなら、おねだりしてください」

「は、はいっ。ご主人様の、太くて逞しいそれぇっ、もっと私に食べさせてぇっ」

「いいですよ。好きなだけ食べてください。紗雪先輩、俺のはおいしいですか？」

「うんっ、これっ、これ好き……っ、ご主人様の……太くて、おいしくて、大好きいっ」

　恍こう惚こつとした表情で肉棒──もといフランクフルトを食べる紗雪。

　食べ物を与えているだけのはずなのに、なぜだろう、物もの凄すごいエロスを感じる。

　肉棒を頰張る表情が卑ひ猥わいすぎて小さいお子さんとかには見せられないレベルだ。

　慧輝達が危険なランチタイムを繰り広げているのは遊園地内のフードコーナー。

　屋外に設置されたテーブル席だ。
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　テーブルの上にはフランクフルトの他に、たこ焼きや焼きそばなども並んでいる。

　フランクフルトは慧けい輝きが食べるつもりで買ったのだが、紗さ雪ゆきが「味見させて？　犬にエサを与えるみたいに」と言い出したので要求に応えてあげたのだ。

　飼い主にエサを貰もらう犬の気分を味わえて、紗雪はご機嫌だった。

「ふふ。大衆の面前でご主人様に食べさせてもらうの、恥ずかしくて興奮したわ」

「愉たのしんでいただけてなによりです」

「でも、どうして最初、焦じらしたの？」

「ペットの躾しつけ方の本に書いてありました。甘やかしすぎてはいけない。エサを与える時はまず焦らして犬に待つことを覚えさせるのが重要──だそうです」

「犬の躾しつけも大変なのね」

「しかし物価が高いですね。フランクフルト一本で四百円もするとは。さすがは遊園地」

「仕方ないわ。夢の国の維持には経費がかかるのよ」

「夢も希望も打ち砕かれる話ですね」

「大人が高めの料金を払うことで、子ども達の笑顔を守っているとも言えるわ」

「なるほど。そう考えると手痛い料金設定も許せてしまう」

「まあ、子ども達の笑顔が増えれば増えたぶん、同時に経営者も笑っているでしょうけど」

「それは嫌だな……」

　札束のお風呂でシャンパンを片手に高笑いする小太りのおっさんを想像してしまった。

　激しく食欲を失なくす光景である。

　たこ焼きを食べながら、慧けい輝きはここまでのデートを振り返ってみる。

　嫌がる紗さ雪ゆきを絶叫マシンに乗せて泣かせてみたり、ぶっといフランクフルトを食べさせたり、ドＳっぽくかつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞ってみた。

　嫌がる女の子を無理やり絶叫マシンに乗せるとか、普通の女子ならドン引きするような最低男だが、それが紗雪には大好評で、とても幸せそうに慧輝の命令をきいていた。

　それで乗り終わったら涙目になっているのだからドＭの心はよくわからない。

「それにしても意外でした。紗雪先輩、絶叫系がダメなんですね」

「そうね。ああいうのは心臓が壊れそうになるから好きじゃないわ」

「そんなに苦手なのに、俺が命令すれば乗るんですね」

「嫌なことを強要されるのって、とても興奮するもの。嫌なのに気持ちいいのよ。ご主人様に酷ひどいことをされてるって実感するとゾクゾクしちゃうわ」

「うわぁ……」

　絶叫マシンは泣くほど嫌だけど、嫌なことを強要されるのは嬉うれしいらしい。

　やはり紗雪は本物の変態だ。

（……けど、絶叫マシンに怯おびえる先輩は可愛かわいかったな……）

　恐怖に震える女の子も悪くないと思ってしまうあたり危険領域に達している。

　演技のつもりが、徐じよ々じよにドＳに染まりつつあるのかもしれない。

「って、染まっちゃダメだろ!?　──違う！　これはあくまで調査のためなんだあっ！」

「慧輝君？　どうしたの？」

「あ、いや……なんでもないです」

　取り乱してしまった。

「さて。ご飯も食べたし、そろそろ午後の部にいきますか」

「……また絶叫マシンなのかしら？」

「次は先輩が乗りたいものにしましょう。あんまり意地悪すると、俺のペットが拗すねちゃいそうだし」

「俺のペット…………ふふっ」

　ペット扱いされて喜ぶ女子高生がここにいた。変態なのに可愛いから困る。

「ね、ご主人様？　私、アレに乗ってみたいわ」

　紗雪が指差したのは、遊園地という夢の国において、ジェットコースターと同等の存在感を放つ乗り物だった。







「すごく高いわ、ご主人様」

「そりゃ、観覧車ですからね」

　車輪状のフレームにゴンドラを取り付けた観覧車は、絶叫マシンのような爽快感はないものの、高所からの景色をゆったりと楽しむことができる人気の乗り物だ。

　その特性から、特にカップルに人気が高い。

　狭いゴンドラの中で、誰にも邪魔されずふたりきりになれるからだ。

「ここでなら、心置きなくペットになれるわね」

　向かいに座っていた紗さ雪ゆきが慧けい輝きの隣にやってくる。

　そして犬が飼い主に甘えるように肩に頭を乗せてきた。

「うふふ、慧輝君を独り占めよ」

　ふわりと香るシャンプーの香り。女子特有の柔らかな体の感触と、マシュマロみたいな甘い声がセットになって慧輝を襲う。

　正直、彼女いない歴＝年齢の慧輝にとっては望外の幸せというか、今後味わえるかどうかもわからない奇跡の体験だった。

　けれど、今日の目的は男子の幸福を嚙かみしめることではない。

　シンデレラ探しのため、心を鬼にしてご主人様として振る舞わなければならない。

「……観覧車はあとにするつもりだったけど、まあいいか」

「？　慧輝君？」

「先輩、首輪は持ってきてますよね？」

「え、ええ。慧輝君が持ってこいって言うから」

「着けてください。今、ここで」

「なにをするの？」

「それはもちろん────お仕置きです」

　数分後、そのゴンドラは異様な雰囲気に包まれていた。

　黒髪の少女の首には犬用の真っ赤な首輪。

　首輪に繫つながれたリードは座席に座る慧輝が握っており、紗雪は慧輝の足元に跪ひざまずいている。

「許きよ可かもなくご主人様に飛びついてくるなんて、紗雪先輩はダメな子ですね」

「ご、ごめんなさいっ！　紗雪は悪い子ですぅっ」

　笑顔で女の子に酷ひどい台詞せりふを浴びせかけるドＳな男子。

　それなのに、見上げる少女のほうに嫌がる素振りはなく、むしろその逆──

　もっと、もっととねだるように、彼女の綺き麗れいな瞳が物欲しそうに、はしたなく揺らぐ。

「さあ、先輩？　反省しているなら、その証あかしに俺の指を舐なめてください」

「は、はいっ」

　差し出された指に紗雪が口づける。

　指先に何度もキスをして。

　甘えるように舐なめて。

　頰ほおを真っ赤にしながら口に含む。

　紗さ雪ゆきが指に奉仕をするたびに、彼女の大きな胸がフルフルと揺れた。

「そんなに大きなおっぱいをぶらさげて、恥ずかしくないんですか？」

「ふ、ふぁい……大きなおっぱいでごめんなさいっ」

「こんなことで悦よろこぶなんて、先輩はどうしようもないメス豚ですねっ」

「はいっ、はいぃっ！　紗雪ははしたないメス豚ですぅ！」

　ドＳな慧けい輝きのセクハラ発言にも笑顔で媚こびへつらう現役女子高生。

　指舐め強要と言葉責めを組み合わせたプチＳＭプレイである。

　少女漫画から得た研究結果によると、男の指を舐めさせられるのはプライドの高い女子にとってはかなりの屈辱らしい。

　逆に言えば、ドＭの痴ち女じよにとってはご褒美以外の何物でもないということ。

　実際、紗雪はとても喜んでいるようだ。

（でもこれ、思った以上にやばいな……）

　フランクフルトを超えるエロさがここにあった。

　指を舐められた際の、くすぐったいような、気持ちいいような奇妙な感覚に頭がクラクラしてくるし、女の子に指舐めを強要する背徳感が少しだけ心地いい。

（やばいな……俺、本当にドＳに染まってきてないか？）

　シンデレラ探しのためにしているはずなのに、楽しんでしまっている自分がこわい。

　自分の中の新しい可能性に戦せん慄りつする慧輝の指に、紗雪が甘いキスを繰り返す。

「ああ、幸せ……幸せよ。慧輝君が指を舐めさせたり、酷ひどい言葉でなじってくれるなんて夢のようだわ」

　心からの気持ちを歌い、少女はうっとりと微笑ほほえむ。

「ありがとう、ご主人様──」

　素敵な笑顔で感謝を告げて、紗雪は不意に身を乗り出した。

　狭いゴンドラの中、ふたりの距離は一瞬にしてゼロになり。

　そして、彼女はぺろりと、慧輝の口元を──舐めた。

「……え？」

　ペットが放った見事な不意打ちにフリーズするご主人様。

　というか、今、彼女の舌が少し唇にふれたような──？

「ちょっ!?　な、なあああああああああああっ!?」

　限りなくキスに近いキス未満──取り乱した慧輝は弾はじかれたように飛び上がる。

　その衝撃でゴンドラが揺れ、ふらついた慧輝は背後の窓に頭を打ち付けた。

「んが……っ!?」

　後頭部と窓が奏でた鈍い音と、痛みによる間抜けな声が重なる。

　頭を強打した慧けい輝きはその場にばたりと崩れ落ちた。

「ご、ご主人様っ!?　ご主人様あっ!?」

　遠のいていく意識の中、彼女が自分を呼ぶ声が聞こえていた。

　そうして慧輝の体はその機能を完全にシャットダウンした。





　　　　　　◇






　慧輝が高校に進学し、少し経たった四月の放課後。

　帰宅しようと廊下を歩いていた慧輝は窓の外に気になるものを見つけた。

　中庭のベンチに座るひとりの女子生徒。

　彼女のスカートは青色で、二年の先輩だとわかった。

「……あの人、すごい胸だな。本当に高校生なのか？」

　遠目にもわかる、制服を激しく押し上げるふたつの果実。

　のちに『紗さ雪ゆき先輩』と呼ぶことになる上級生の第一印象は『すごい巨乳さん』だった。

　何よりもまず、規格外なその胸の大きさに驚いて。

　長く美しい黒髪に目を奪われ、雪のような白い肌にどきりとして。

　そして──今にも泣き出しそうな彼女の表情に胸を締めつけられた。

　気づくと、昇降口を目指していたはずの足は、無意識に中庭に向いていた。

「あの、どうしたんですか？」

　声をかけると、彼女は驚いたように慧輝を見た。

　話を聞くと、前の三年生が卒業して書道部の部員が彼女ひとりになってしまい、このままでは廃部になってしまうという。

　彼女が手にしていたのは書道部員募集のチラシ。

　自分で書いたと思われるチラシは、素人目にも上手なのはわかったが、文字オンリーの広告でいかんせん地味だった。

　文化部にしても、吹奏楽部とか美術部とか、華やかな部活はたくさんある。

　しかも現状、部員は彼女ひとりだけときた。

　これでは新入部員は望めないであろうことは、頭の緩い慧輝でも容易に想像できた。

「じゃあ、俺が入りましょうか？」

「え？　……い、いいのっ!?」

「それで先輩が泣きやんでくれるなら安いものです」

「な、泣いてなんかいないわっ」

　それは、桐生きりゆう慧けい輝きと朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきが初めて出会った時のこと。

　泣きそうになっていた上級生を見かけて声をかけたのが、まるで接点のなかった書道部への入部を決めたきっかけだった。





　　　　　　◇






　眠りから覚めると、目の前にふたつの大きな山があった。

「あら、目が覚めたみたいね？」

「ええ……なんていうか、こう、物もの凄すごい光景ですね」

　大きな山の正体は紗雪の胸だった。相変わらず大きい。

　なんとも贅ぜい沢たくなことに巨乳美女の膝ひざ枕まくらで寝ていたらしい。

　時刻はわからないが、青かった空が夕ゆう陽ひに染まっていて、寂しげな色を映していた。

　他のお客さんも、もうそれほど残っていないようだ。

　どうやらかなりの時間、眠った状態で過ごしてしまったらしい。

　徹夜で少女漫画を読んでいたのも原因だろう。

　気を失ったことで、目を逸そらしていた眠気が一気に襲ってきたのだ。

「……あ、いいのよ。もう少しこのままで」

　体を起こそうとしたら紗雪が膝枕の延長を申し出てくれた。

　せっかくなので厚意に甘えることにして、横になったまま彼女に話しかける。

「……俺、爆睡してたんですね」

「そうね。ぐっすりだったわ。観覧車が止まっても起きなかったから、従業員の人がここまで運んでくれたのよ」

「すみません。せっかくのデートだったのに」

「いいのよ。ご主人様を膝枕できるなんて、ペットとしてとても誇らしいわ。寝言で〝一生紗雪のご主人様でいてやるぜ〟って言ってくれたし」

「……言ってませんよね？」

「あら、慧輝君は眠っていたのだから、本当のことはわからないでしょう？」

「仮に言ってたとしても寝言ならノーカウントです」

「残念ね。でも、いつか本当に言わせてみせるわ」

　そんなふうに、笑顔で決意表明をする上級生。

　冷たくあしらわれてもめげないところはさすがだった。

「昔の夢を見てたんです。俺が紗雪先輩と初めて会った時の」

「そう」

「紗雪先輩は、どうして書道部を守りたかったんですか？」

「……正直に言うとね。私、書道ってあまり好きじゃなかったのよ」

「えっ？　そうなんですか？」

　その告白は、創作中の真剣な彼女を知る慧けい輝きにとって意外すぎるものだった。

「私の家は昔から書道を生業なりわいとしてきたの。それで小さい頃からずっと筆を握らされていたのだけど、父がプロの書道家だからすごく厳しくてね。今でこそある程度は自由な時間も取れるけど、中学校にあがるまで友とも達だちとどこかに遊びにいったこともなかったし、一日のほとんどを字を書いて過ごしたわ」

「それはまた……過酷な幼少時代ですね」

「そんなだから部活に入るのも禁止されていたのだけど、書道部ならいいっていうから、高校に進学した時なんとなく入部してみたの。そしたら先輩が皆いい人でね。後輩の私のことを可愛かわいがってくれて、たくさん褒めてくれたわ。一年生なのにいちばん上手だって、すごいって、頭を撫なでてくれたりね」

「そう、なんですか……」

「あ、でも安心して。先輩はみんな女の子だったから。頭を撫でてくれた男の子は慧輝君が初めてよ」

「いや、誰もそんな心配はしてないけど」

　噓うそだった。本当は少しだけ考えてしまった。

　知らない男が彼女の頭を撫でる光景を想像してしまった。

（あれ……なんで俺、こんな嫌な気持ちになってるんだろう……？）

　その光景を思い浮かべると、ちくりと胸を刺すような痛みがした。

　その正体がわからずに、なんだかモヤモヤしてしまう。

「お父さんが厳しかったから、あんまり人に褒められるって経験がなくて。なんかね、いつの間にか書道部が、とても大切な場所になっていたのよ」

　気まぐれで入部した書道部。

　一年生の紗さ雪ゆきは、そこで優しい先輩に恵まれ、書道が好きになっていったのだ。

「……でも、私が一年生の時、書道部には二年生がいなかったから、先輩達が卒業したら、私ひとりになってしまったわ」

「それであの時、中庭で泣いてたんですね」

「な、泣いてなんかいないわ」

「はいはい。そういうことにしておきます」

「むぅ……今日の慧輝君はほんとうに意地悪ね」

「けど紗雪先輩は、そんな意地悪なご主人様がいいんでしょ？」

「……うん。えへへ。慧輝君に意地悪されるの、大好きよ」

　紗雪はやっぱり変態だったけれど、知らなかった彼女の過去を知れてよかったと思う。

「ね、慧けい輝き君？　私も慧輝君に聞きたいことがあるのだけど」

「なんですか？」

「どうして急に、一日ご主人様になるなんて言い出したの？」

「そうですね……俺、もっと紗さ雪ゆき先輩のことを知りたいと思ったんです」

「どういうこと？」

「先輩が真剣だったからです。唯ゆい花かちゃんといがみ合うのも、藤ふじ本もとさんに嫉しつ妬として暴走したのも、それって全部、本気で俺に飼い主になってほしいからなんですよね？　だから俺も、真剣に向き合おうって思ったんです」

　小こ春はるが翔しよう馬まに振り向いてもらうために頑張っている姿を見て、変態な女の子もそれぞれ真剣なのだと気づかされた。

　だから自分も、本気で彼女達と向き合おうと思ったのだ。

「……だから、勉強してたの？」

「え？　な、なんのことですか？」

「とぼけても無駄よ。だって慧輝君、犬の躾しつけのこととかやけに詳しくなってるし。最近は図書室に入り浸ってるって古こ賀がさんが言ってたし。ドＳキャラも板についてたし。私のために勉強してくれたんでしょう？　慧輝君のことだから、きっと夜も寝ないで」

「……全部バレてるし」

「私には頑張りすぎるなって注意するのに、自分はいいのかしら？」

「偉そうにするのは、ご主人様の特権かと」

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんなご主人様ね。……でも、嬉うれしいわ。私のために頑張ってくれたんだから。いつも優しくしてくれて、ありがとう」

　優しい声を落として、彼女は慧輝の頭を撫なでた。

　妹以外の女の子にこうされたのは初めてで、気恥ずかしくて、心がくすぐったかった。

「慧輝君のおかげで部員も増えたしね」

「あのふたり、かなり好き勝手やってますけどね」

「いいのよ。私の先輩達も、そこまで真面目まじめに活動していたわけじゃないし。部活なんだから楽しければいいと思うわ」

「なんかそれ、すごく紗雪先輩らしいですね」

　字を書く時は周囲の音が聞こえないくらい真剣で、遊ぶ時は子どもみたいに無邪気で。

　そんな先輩だから傍そばにいて楽しいと思えるのだろう。

「あ、そろそろ遊園地も閉園ね。最後に何か乗りましょうか？」

「そうですね……ん、最後？　最後…………って、ああっ!?」

「きゃっ!?」

　急に体を起こしたので紗雪の胸に顔をぶつけてしまった。

　ええ、この世のものとは思えない幸せな感触がしましたね（本人談）。

「慧けい輝き君は、たまにすごく大胆ね。こんな人目のあるところで……」

「すみません、今はそれどころじゃないです！　とにかく先輩、急いでください！」

「え、なに？　そんなに慌ててどうしたの？」

　慧輝は戸惑う紗さ雪ゆきの手を取り、彼女をベンチから立ち上がらせた。

「最後に、紗雪先輩といきたい場所があるんです！」







　夢の国から退場した慧輝達が訪れたのは、コンクリート造りの大きな建物だった。

「ここって……」

「あまり時間がないですね。急ぎましょう」

　もうすぐ閉館時間だということで、急いで目的の部屋を目指す。

　入館した慧輝は受付で貰もらったパンフレットを頼りに館内を進む。

　閉館間際で誰もいない二階の一室。

　そのいちばん目立つ場所に、その作品は飾られていた。

　作品の紹介文には『特選　朱と鷺き原はら紗雪』とあり。

　縦に長い半紙に禍まが々まがしい文体で『魑魅魍魎』と書かれていて──

「いや、普通に読めないんですけど。なんて書いてあるんですか？」

「ちみもうりょう、ね」

「それって妖よう怪かいのことですよね？　なぜそのチョイス……」

「期限に追われて、でも何も思いつかなくてふて寝をしていたら、夢の中に小さな妖怪がたくさん現れてね。早く書け、早く書けってうるさいの。腹が立ったから彼らを追いかけて遊んでいたら、彼ら、自分から紙の中に飛び込んだのよ。──それで目が覚めたらいつの間にか完成していたわ」

「いやいやいや、どんな怪談ですか」

　常人には理解不能な創作秘話が飛び出した。天才って人種はこれだから困る。

　作品ができた経緯はともかくとして。

　そこに書かれた文字は、紛まぎれもなく隣にいる少女が生み出したものだ。

　五月の初めに彼女が完成させたもので、制作に没頭するあまり、部室の清掃を放棄し、書道部の大掃除をする原因となった作品でもある。

　この建物は市民文化会館で、入り口には『書道コンクール展示会』の張り紙が大きく貼はられていた。

　慧輝は今日のデートでここを訪れると決めていたのだ。

「作品の展示、今日までなんですよね。危うく見られないところでした」

「慧けい輝き君はどうして展示会のことを知っているの？」

「とある副会長さんに聞きました。あの人、生徒会の部活関係の担当だから」

　懲りずにパンツを狙ねらってくる彩あや乃のが、図書室で遭遇した時にぽろりと教えてくれた。

「紗さ雪ゆき先輩の『特選』って、すごいんですよね？」

「コンクールによって違うけど、今回のだったら一番ね」

「すごいじゃないですか。賞を取ったなら教えてくれればいいのに」

「……だって、自分の功績をひけらかすって、なんだか嫌な子じゃない？」

「そんなことないと思うけど。瑞みず葉はなんて、小さい頃はテストでいい点を取るたびに〝褒めて褒めて〟って言ってきましたよ」

「妹と一緒にされても困るのだけど……」

「いつも強引なのに変なところで遠慮がちですよね、紗雪先輩は」

「そんなことは……なくもない、かも？」

　厳しく育てられた人にはこういう性格が多いという。

　根本的に褒められることに慣れていないから自分の成果を誇こ示じしたりしない。

　だけど、紗雪は書道部の先輩達に褒められて書道が好きになったと言っていた。

　それは、本音のところでは『自分を認めてほしい』と願っているということだ。

「紗雪先輩が努力してたこと、俺は知ってますから」

　紗雪の頭に手をのせて優しく撫なでてやる。

　それはいつか、彼女の先輩達が、今の慧輝より年下だった紗雪にそうしたように。

「頑張りましたね」

「……うん」

　小さく頷うなずいて彼女は目を細めた。

　恥ずかしさと嬉うれしさとが一緒になった、なんとも愛らしい笑顔だった。

「ふふ。叱られるのも素敵だけど、褒められるのも悪くないわ」

「それはよかった」

「意地悪なご主人様も好きだけど、優しいご主人様も大好きよ」

「ええっと……それは、どうも」

　なんとか平静を装ったものの、大好きという言葉に一瞬、動揺してしまった。

　それが恋愛的なものではなく、犬が飼い主に向ける感じの愛情表現なのはわかっていたが、どうしてもラブレターに書かれていた『好き』と重ねてしまう。

　深い意味はないとわかっているのに心臓が甘い高鳴りを奏でてしまう。

　彼女が変態だと知っているのに、どうにも頰ほおが熱くなるのを止められない。

「……俺、先輩に聞きたかったことがあるんです」

「なにかしら？」

「紗さ雪ゆき先輩は、どうして俺を飼い主に選んだんですか？」

　他者に従属することに喜びを感じる彼女が桐生きりゆう慧けい輝きを選んだ理由。

　慧輝は特に容姿が優れているわけでも、能力に秀でているわけでもない平凡な男子だ。

　飼い主にするなら、もっと相応ふさわしい誰かがいると思う。

　前に尋たずねた時、彼女は慧輝しかご主人様と認めないと言った。

　そこまで慧輝に執着する理由──

　それはもしかして、慧輝に特別な感情を抱いだいているからではないだろうか？

「私ね、自分が普通じゃないってわかってるつもりよ。男の子に酷ひどいことをされて喜ぶ女の子なんて異常だもの。普通は冷たくされて興奮したりしないし、男の子のペットになりたいなんて思わないものね」

「ですね。そう思います」

「だから私、家族以外の人には自分の本性を隠して生きてきたわ。もちろん慧輝君にも」

「俺も、先輩がドＭだなんて夢にも思いませんでした」

　イタズラが好きで、勉強と書道以外は意外とポンコツで。

　高たか嶺ねの花はなかってくらい美人なのに、子どもっぽいところがある上級生。

　そんな人が、ペット願望のある変態だと誰が思うだろう。

「きっかけはやっぱり慧輝君が書道部に入ってくれたことよ。いつも顔を出してくれる後輩の男の子を、だんだん気に入ってしまったのね」

「紗雪先輩……」

　その気持ちは理解できる。

　だってそれは、慧輝の心に一年かけて積もり続けた気持ちと同じだったから。

「それで慧輝君なら、本当の私を受け入れてくれるかもって思ったの。いざ実行に移したら断られてしまったけれど」

「残念だけど、俺はノーマルなので」

「そうみたいね。でも、女の子の飼い主として素質はあると思うわ」

「そんなアブノーマルな素質はいらない」

「まあ、告白に関しては私の早とちりというか、なにか勘違いがあったみたいね」

「…………そうですね」

　とあるすれ違いから『慧輝が自分の性癖を受け入れてくれた』と勘違いした紗雪は、慧輝に自分の首輪を託そうとした。

　そして、それが勘違いだったとわかった今でも慧輝のペットになりたがっている。

「でも私は、慧輝君にペットにしてほしいって言ったことは後悔してないわ」

「え？」

「きっかけは勘違いだったとしても、私の心はずっとあなたに向いていたもの」

「それって……」

「私の本性を知ったあとも、慧けい輝き君は書道部に残ってくれたでしょう？　またひとりになるんじゃないかって不安だった私には、それがね、とても嬉うれしかったの」

　大切な気持ちを差し出すように言葉を紡いで、

　花がほころぶように彼女はふわりと微笑ほほえんだ。




「私の飼い主さんは、やっぱり慧輝君がいいわ」




「っ!?」

　その瞬間、胸を撃ち抜いた衝撃は〝恋〟と呼んで差し支えないものだったと思う。

　それくらい、彼女の笑顔は可愛かわいくて、蜜のように甘い魅力で溢あふれていた。

　最も怪しいシンデレラ候こう補ほとして最初に名前があがり、変態娘と判明して一度は捜査線上から外された少女。

　その時は『紗さ雪ゆきは慧輝に飼い主としての役割を求めているだけで、特別な感情は抱いだいていない』と結論付けた。

　けれど、本当にそうだろうか？

　本当にそれだけの理由で、こんなにも無防備な笑顔を見せてくれるだろうか？

　慧輝の頰ほおにキスをしたり、お腹なかを見せたりするだろうか？

　もしかして本当に朱と鷺き原はら紗雪がシンデレラなのだろうか？

　それとも、ペットとして飼い主にじゃれついているだけなのだろうか？

　どんなにぐるぐる自問しても答えは見つからない。

　だって、その問題の正解は彼女の胸の中にしかないのだから。

「さ、紗雪先輩……っ、あの────」

　朱鷺原紗雪は、桐生きりゆう慧輝のことをどう思っているのだろう。

　決定的な問いかけを口に出そうとした瞬間、館内に寂しげなＢＧＭが流れ出し、間もなく閉館であることを告げるアナウンスが入った。

「もう時間みたいね。帰りましょうか」

「……そうですね」

　勢い任せの特攻は失敗に終わり、館内放送によって削そがれた熱はゆっくりと冷えていく。

　ただ、紗雪が見せた花のような笑顔は脳裏に焼き付いたまま、

　ずっと心の中で咲き続けていた。
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　デートを終え、慧けい輝きと紗さ雪ゆきは自分達の街に帰ってきた。

　馴な染じみのある駅を出た紗雪は、真っ暗な空の下で「んーっ」と大きく伸びをする。

　そんなことをしたら大きな胸が暴れて大変なことになるのだが、本人は気にしていないようなので慧輝も黙って素晴らしい絶景を楽しんだ。

「今日はありがとう。とっても楽しかったわ」

「それはよかった。たまにはこういうのもいいかもしれませんね」

「じゃあ、今度は首輪を着けた私と犬のお散歩ごっこをしてくれる？」

「それは無理」

　ともあれ今回の企画は大好評で、慧輝としても紗雪の過去を知ることができたし、収穫はあったと言えるだろう。

「遅くなったし、家まで送りますよ」

「いいの？」

「ペットの面倒は最後までみる主義なので」

「手、繫つないでくれる？」

「いいですよ。ほら」

　今朝と同じように手を繫つなぐと彼女は嬉うれしそうに笑う。

　多少変態でも、こんなに可愛かわいいならＯＫなんじゃないかと思ってしまう。

（なんかこう、綺き麗れいな女の子に献身的に尽くされるのも悪くないかも……）

　だからって女の子をペットにするのはダメなのだけど。

　可愛い女の子と普通の恋がしたい。それが慧けい輝きの夢見る恋愛の理想像だ。

　だけどもしかしたら、慧輝が紗さ雪ゆきをうまく矯正することができれば、彼女と普通の恋愛をすることも不可能ではないのかもしれない。

　今日のデートだって、第三者には（実情はともかく）普通のカップルに見えただろう。

　慧輝から見た今日の紗雪は、多少気になるところはあるものの、魅力的な部分のほうが多かったように感じた。

　紗雪を普通の女の子にする計画も、それほど無む茶ちやではないと思えた。

　その計画を実行するには、紗雪がパンツを落としたシンデレラであり、慧輝に好意を寄せていることが前提条件になるのだけれど。

　慧輝が今日のデートを振り返っていると、夜の道を大きめの乗用車が通った。

　巻き上がった風が歩道にまで届き、紗雪はさりげなくスカートを押さえていた。

（紗雪先輩、またスカートを気にした……）

　遊園地でも彼女がスカートを気にする仕草が何度かあった。

　絶叫マシンに乗ってる時とか、女の子のステッキが引っかかった時とか。

　普段の紗雪なら、パンチラくらいそこまで気にしないだろう。

　それはつまり、スカートの中を見られると困る〝理由〟があるということ。

　その理由が〝シンデレラのパンツ〟である可能性は充分にあった。

「……先輩、ちょっとこっち」

「？　慧輝君？」

　紗雪の手を引き、連れ込んだのは近くの公園だった。

　辺りは真っ暗で、人影もない。

　唯一の明かりである電灯の下で慧輝は勝負をかけることにした。

「慧輝君、どうしたの？」

「紗雪先輩にお願いがあります」

「お願い？」

「スカート、めくってみせて？」

「ふぇっ!?」

　突然の要求にびくりと肩を震わせる上級生。

　後輩の真意を確かめるように、上目遣いに慧輝を見る。

「……こ、ここで？」

「ダメですか？」

「は、恥ずかしいわ……」

　もじもじと太ももを擦すり合わせ、紡がれた言葉は抵抗の意思表示。

　異性にパンツを見せろと迫られているのだ。女の子として当然の反応である。

　だが今の慧けい輝きには、あらゆる常識を覆くつがえす強力な切り札があった。

「紗さ雪ゆき先輩は今日、俺のペットですよね？　ご主人様の命令がきけないの？」

「っ!?」

　唱えられた魔法の呪文に、紗雪の顔が強こわ張ばった。

　しつこいようだが今日の慧輝は紗雪のご主人様なのである。

　巨乳の可愛かわいいお姉さんになんでも命令できてしまうのだ。

「……わ……わかり……ました……」

　羞しゆう恥ちで体をフルフルと震わせながらスカートに手をかける上級生。

　唇を引き結び、恥ずかしくてたまらないといった表情で両手を持ち上げていく。

　彼女の顔は熟した林りん檎ごのように真っ赤だ。

（ああ……なんかこれ、すごい背徳感でゾクゾクするなっ）

　そんな女の子を眺めて悦に浸る男子がここにいた。心が完全にＳに染まっている。

「……っ、……んうっ」

　白く眩まぶしい脚が露あらわになり、パンツのお披露目まであと一歩のところでスカートを摑つかむ手が止まった。

　黒髪の少女がすがるように慧輝を見る。

　けれど、彼女のご主人様は無情にも首を横に振った。

「……っ」

　必死の懇願を却下され、紗雪の瞳が涙で潤む。

　彼女は諦あきらめたように最後までスカートをたくし上げた。

（さあ、紗雪先輩のパンツをじっくりと鑑定しようじゃないか！）

　めくったスカートの裾すそをお腹なかの前でぎゅっと握り、最後の抵抗とでもいうように視線を逸そらし、屈辱に肩を震わせる少女。

　そんな異性の下着を確認しようと慧輝は彼女の下腹部に視線をやる。

　シンデレラのパンツは細部まで記憶しているから絶対に見間違えることはない。

　もしも紗雪がそのパンツを穿はいていたら、彼女が恋文の差出人ということになる。

　──結論から述べよう。

　朱と鷺き原はら紗雪がシンデレラかどうかはわからなかった。

　──なぜか？

　彼女の下腹部には、判断材料になるはずの下着が存在しなかったからだ。

「穿はいてない…………だと？」

　紗さ雪ゆきはシンデレラのパンツを穿いていなかった。

　そもそもパンツを穿いていなかった。

　彼女のそこは完全に無防備な状態で、つまるところ朱と鷺き原はら紗雪はノーパンだった。

　電灯の影が下着の代役を務め、ぼんやりとしか目視できないのが最後の救いだろう。

　下半身を露出させたまま、頰ほおを赤く染めた少女が「うふふ」と微わ笑らう。

「今日ね、ずっと穿いていなかったのよ？　誰かに見られてしまわないかな、いつバレちゃうかなって想像すると、本当に堪たまらなくって、とってもゾクゾクしちゃったわ」

　それが、今日のデートで紗雪がしきりにスカートを気にしていた理由。

　ジェットコースターに乗った時も。

　ベンチで膝ひざ枕まくらをしてくれた時も。

　書道展で良い雰囲気になった時も、彼女はノーパンだったのだ。

　呆ぼう然ぜんとする慧けい輝きを置き去りにしたままアブノーマルな独白は続く。

「今もね、慧輝君に見られてとっても恥ずかしいのに、恥ずかしいのと同じくらい気持ちいいのっ」

　慧輝の推測は半分だけ当たっていた。

　シンデレラのパンツもノーパンも、見られてはいけないという意味では同じ。

　紗雪はパンツを穿かないことでギリギリのスリルを生み出し、羞しゆう恥ちと背徳感をミックスしたドＭの快感を味わっていたのである。

　どうやら彼女の性癖を過小評価していたらしい。

　黒髪のシンデレラ候こう補ほは、王子の想像を遥はるかに超える変態だったのだ。

「……ね、慧輝君？」

　湿り気を帯びた、熱っぽい声がその名前を呼ぶ。

「このあとは──どうしたらいいのかしら？」

　薄く開かれた艶つややかな唇。

　白雪の頰を紅潮させ、潤んだ瞳は何かを期待するように後輩へと向けられる。

　人ひと気けのない夜の公園でスカートをたくし上げ、下腹部を剝むき出だしにした女の子が試すように見つめてくる。

　こんな状況でどうしたらいいのか、だって？

　それがわかるなら彼女いない歴＝年齢の悲しい青春など送っていない。

　童貞の王子様が経験値のなさを露呈し、シンデレラ候補は候補の域を出ないまま、ふたりのデートは延長戦へともつれ込んだのだった。





あとがき







　そんなわけで『変好き』二巻です。

　今回は変態成分マシマシでお送りしましたが、いかがでしたでしょうか？

　新キャラが登場したり、シンデレラに関しての新情報が明かされたり、ヒロイン達が全力で変態だったりと、かなり濃い内容になったのではないかと思います。

　そしてまさかのエピローグ。

　ここはギリギリセーフか、普通にアウトかで議論が分かれるところですね。

　物もの凄すごい状況を展開したまま物語は三巻に続きます。

　紗さ雪ゆきと慧けい輝きの関係はどうなるのか？

　パンツを落としたシンデレラは誰なのか？

　いろんな疑問が飛び交う三巻も混沌とした内容になる予定ですのでご期待ください。

　ところで『変好き』の一巻が出版されてから嬉うれしいことがたくさんありました。

　発売直後に重版が決定したこと。

　ライトノベルの情報サイトで『変好き』を取り上げていただいたこと。

　そして、作品に関して多くのご感想をいただいたこと。

　自分の書いた本がたくさんの方に注目され、購入していただき、実際に読んでいただけたということで、作家にとってこれほど嬉しいことはありません。

　それから作者が東北出身ということで、東北のアニメイト様の店舗で『変好き』のコーナーを大展開していただきました。

　地元の温かい応援に感謝と嬉しさで胸がいっぱいです。

　応援してくれる人がいるというのは素晴らしいことですね。

　期待に応えられるよう、これからも頑張りたいと思います。

　最後に謝辞を。

　今回も素敵なイラストを描いてくださったｓｕｎｅ先生、ありがとうございます。

　口絵の瑞みず葉はの、腰からお尻しりにかけてのラインが素晴らしすぎます。私のようなくびれフェチにはたまらないご褒美でした。

　出版に携わっていただいた全ての関係者様、二巻を手に取ってくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　それではまた、三巻でお会いしましょう。





花はな間ま燈とも

















特別付録　書き下ろし短編








変態娘とメリーゴーランド






　遊園地でのデート中、慧輝の隣を歩いていた紗雪が不意に足を止めた。

「ね、慧輝君。あれを見て」

「ああ、メリーゴーランドですね」

　そこにあったのは豪華絢爛な装飾が眩しいメリーゴーランド。

　小さい子ども達に大人気の、遊園地の定番の乗り物である。

「あの女の子、お馬さんにまたがっているわ」

「そうですね。そういう乗り物ですから」

「最近の子は進んでいるのね。あんなに小さいうちから騎乗位の練習とは……恐れ入るわ」

「個人的にはその発言に恐れ入るんですけど……っていうか、子ども達の前なので下ネタは控えてください」

「馬に乗ってぐるぐる回っているだけなのに、みんな楽しそうね。そんなに面白いのかしら」

「紗雪先輩はメリーゴーランドに乗ったことないんですか？」

「そうね。……というか、遊園地自体、初めて体験したのは中学の修学旅行の時だったから、こういう子どもっぽい乗り物には乗らなかったわね」

　子どもっぽいと言いつつ、紗雪の視線はメリーゴーランドから離れない。

「先輩、せっかくだし俺達も乗ってみませんか？」

「そう言って私に騎乗位の練習をさせるつもりなのね？　わかります」

「違うから。女の子にメリーゴーランドで騎乗位の練習をさせるとか、どんな特殊訓練を受ければそんな変態が育つんですか」

「私、なんなら自転車に乗る時だって騎乗位を連想してしまう女よ」

「病院にいったほうがいいんじゃないですか？」

　自転車を見ると騎乗位を連想してしまう変態がここにいた。

「それで、どうするんですか？　乗るんですか？　乗らないんですか？」

「め、メリーゴーランドはダメよ……」

「え、どうして？　ジェットコースターみたいな絶叫マシンじゃないし、ぜんぜんこわくないですよ？」

「と、とにかくダメなものはダメっ。──ほら、いきましょう？」

「あっ、ちょっと紗雪先輩っ!?」

　紗雪は慧輝の手を取ると、そそくさとその遊具から距離を取ってしまった。

　興味自体はありそうだったのに、どうして彼女がメリーゴーランドに乗るのを嫌がったのか──その驚くべき理由を、この時の慧輝はまだ知らなかったのだ。
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